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　新しい年というものは、何かしらの変化をもたらすものだ。

　家庭、職場、人間関係。あるいは暦こよみや人の歳としに、確かな違ちがいが表れる。

　ここ、何でも屋《フリーライフ》でもそうだ。この店もひとつの大きな変革を迎むかえ、そのことに店主の貴たか大ひろは動どう揺ようを隠かくせずにいた。

「ほ、本当にいいのか？」

「……はい」

「本当の本当にいいんだな？」

「……ええ」

「本当の本当の本当に！」

「……しつこいですよ？」

「す、すまん」

　何度も何度も確かく認にんし、そのしつこさからユミエルに叱しかられる貴大。

　しかし彼はこれが現実なのかいまいち信じられず、またも口を開いていた。

「なあ、本当にいいのか？」

「……はい」

「本当に、週休二日制にしていいんだな!?」

　どこか必死な様子だった。

　それというのも、この佐さ山やま貴大という男、生まれついての面めん倒どう臭くさがり屋であった。

　何をするにも面倒臭い、仕事なんてまっぴらごめんだと、二十歳はたちになった今でも駄だ々だをこねている。

　そんな主人を見かねて、ユミエルは貴大の尻しりを叩たたき、時には鞭むちまで取り出して、彼を仕事に駆かり立てていたのだが──。

（そのユミエルが、休みを増やしてくれるだと!?）

　にわかには信じられない話だった。

「……なぜそう疑われるのでしょう？」

「いや、だって、お前。そりゃあ……なあ？」

　今までが今までだったしと、言外に語る貴大。

　それをユミエルは読み取って、しばらく考え込むと、また主人を見上げて言った。

「……わたしは反省したのです。ご主人さまを働かせすぎたのだと。心身を害するほどに追い詰つめてしまったのだと」

「ユミィ」

「……ですので、休みを増やしたいという、かねての要望を取り入れました。安息日に加え、これからは土曜日も休日としましょう」

「ユミィ！」

「……ご主人さまは存分に休んでいただき、英気を養っていただければと」

「ユミィィィィッ！」

　ここでようやく事情を吞のみ込めたのか、貴大は歓かん声せいを上げてユミエルに抱だき着いた。

　そしてその小さな頭を撫なで回し、目の端はしには涙なみださえ浮うかべていた。

「ようやく、ようやく分かってくれたんだなあ！　うんうん、やっぱ週休二日制がいいよ！　休みが週一とかありえないんだって！」

「……そうですか」

「みんな働きすぎなんだよなあ。うちだってそうだった」

「……そのようですね」

「そうなんです、そうなんです！　何事もちょうどいい具合ってのがあって、俺には週休一日はきつすぎたんだ」

「……はい」

「いや～、分かってくれて本当に嬉うれしい。今年から週休二日とか、こんなに嬉しいニュースはないな」

「…………」

「いや、待てよ？　これを週休三日にしたら、もっともっと良くなるんじゃ？」

「……ご主人さま？」

「ひぇっ」

　少し調子に乗りすぎてしまったようだ。

　ユミエルの手に鋭するどいナイフがギラリと光り、貴大は一転、口をつぐむ。

「……週に三日も休むなど、世間さまに顔向けできなくなります。二日休んで、残りはきちんと働きましょうね？」

「はい」

　これではどちらが店主か分かったものではない。

　しかし不思議にバランスの取れたふたりは、こうして新しいルールを決めたのだった。

「いや、でも、土曜は休みか。明日じゃん」

　話に一区切りをつけた貴大は、カレンダーを見ながらふとそうつぶやいた。

　そう、今日は金曜日、明日が件くだんの土曜日だ。あまりにも急な話であったため、予定などまるで決まっていない。

「お前は何するんだ？」

「……特に決めていません」

「言い出しっぺからしてこれだもんな」

　なんとも締しまりのない話である。

　しかし、せっかくの休みだ。新しい年、新しい定休日、何とかこの日を有意義なものとしたい。そう考えた貴大は、腕うでを組んで少し考え──。

「じゃあ、たまにはふたりで出かけるか」

「……はい」

　その提案に、ユミエルはこくりとうなずいた。
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「お前って案外肉食だよな」

「……もぐもぐ」

　とある土曜の昼下がり、貴たか大ひろとユミエルは屋台街にやってきていた。

　ここは通りすべてを屋台が埋うめ尽つくす街。大通りや路地の端から端まで屋台が連なり、一種異様な光景を生んでいる。

　この混こん沌とんとしたところが下級区らしいというか、妙みように小こ綺ぎ麗れいなのが下級区らしくないというか。ともかくここは王都でも特別な場所で、そこを散策しながら、ついでに昼食を済ませようという腹積もりだった。

　結果、それは上手うまくいき、ふたりは大いに食べ歩きを楽しんでいたのだが──。

「肉料理以外の何かも食えよ」

「……いえ、まだお肉があります」

「ほら、この焼きモロコシとか美味うまいぜ？」

「……お肉、おいしいです」

　屋台が用意した椅い子すに座り、ひたすら羊肉の炙あぶり串くしをかじるユミエル。

　花の蜜みつしか口にしなさそうな可か憐れんな少女は、実は肉類が好物のようだった。肉を焼いている屋台のそばを通ると、匂においに釣つられてついふらふらと──たまらず財さい布ふを取り出して、ひとつくださいと注文してしまう。

　他ほかのものには目もくれずに、黙もく々もくと肉を食していくユミエル。

　その姿にため息をついて、貴大は持っていたトウモロコシにかぶりついた。

「美味おいしいのになあ」

　ガシュガシュと大きくかじり、甘い汁しると食感を楽しむ貴大。その間もユミエルは、テーブルに置かれた他の料理に見向きもせず、肉串ばかりを味わっていた。

（まあ、美味いもんな）

　岩塩を振ふっただけのシンプルな味付け。脂あぶらの乗った肉にはこれが一番だ。

　貴大も好物であり、度たび々たび買い食いしているそれは、屋台街でも人気の逸いつ品ぴんである。

　だから、まあ、気を利きかせて買ったクレープやらは自分で食べることにして、貴大は肉に夢中なユミエルをのんびり待つことにした。

「さ～て、まだ何かつまむか？　それとも市場で晩飯の材料でも調達するかな」

「……お好きなように」

　しばらくして食事を終えたふたりは、長居は無用とばかりに立ち上がった。

　ここは中級区のカフェではないのだ。だらだらと居座る客は嫌きらわれて、最悪、怒ど鳴なられ追い払はらわれることもある。

　雑談をするなら歩きながらというのが屋台街での流りゆう儀ぎである。

　その流儀に則のつとって、他の客に席を譲ゆずるため、ふたりは素す早ばやくその場を離はなれた。

「まだ食えるような、そうでもないような」

「……ソーセージなら食べられそうです」

「また肉か」

　などと話しながらぶらぶら歩く貴大とユミエル。

　辺りは依い然ぜんとして活気に満ちて、美味しそうな匂いも漂ただよっている。

　だから買い食いを続けても良かったし、アクセサリーなどの小物を見るのも良かった。
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　元々、これといった用事などないのだ。何をしても自由だし、この場所にこだわる必要もなかった。ただ、屋台街は何となく歩くにはいい場所だ。雑然としていて、それでいて活気に満ちていて、目新しいものや季節ものを扱あつかう店もあって──。

「どーすっかな」

「……どうしましょうね」

　こんな風に目的もなく歩くのもいいものだ。

　のんびりと、ほどよい喧けん騒そうに満たされた街を歩く。

　そんな時間の使い方が、ふたりは決して嫌いではなかった。

「安いよ安いよ！」

「当店自じ慢まんの名物料理！　ここでしか食べられないよ！」

　耳には威い勢せいの良い客引きの声。鼻をくすぐるのは焼ける肉の匂い。時折交じるのは、露ろ店てん売りの果実の熟うれた匂いだろうか。

　こうしたものは、街に出なければ味わえない。

　家で静かに過ごすのもいいが、外でしか感じられないものもある。

　それに、街では人との出会いもある。

　この街の人々は、良くも悪くも「構いたがり」が多いのだ。《ブライト孤こ児じ院いん》の子どもたちや下町の人々、見知った多くの者たちが、彼らを放ほうっておくわけがない。ふたりだけでは静かすぎる生活を、街の人々はにぎやかに彩いろどってくれる。

「あっ、タカヒロ。ユミィちゃん」

　ほら、ここにもまたひとり。

　貴大たちに気さくに声をかける者が──。

「って、カオルじゃねえか」

　当て所どなく歩いているうちに、屋台街の端はしまで来てしまったらしい。

　人ひと気けのない路地の脇わきには、小さな屋台がぽつんとひとつ、少女と共に立っている。

「何してんだ、こんなとこで？」

「あはは……ちょっと、ね」

　そう言ってぎこちなく笑う彼女の手元には、いくつかのおにぎりが並べられている。

　それを売っているのだろう。控ひかえめだが店の形にはなっていて、屋台の内側には売り上げを入れる手て提さげ金庫もあった。

　しかしその割には客の姿がなく、繁はん盛じようしているようにも見えない。

　それに何より、貴大には気になることがあって──。

「ちょっと？　いや、《まんぷく亭》はどうしたんだ？　今日は休みじゃねえだろう」

　週休二日制となった《フリーライフ》とは違ちがい、土曜日は店を開けているところが多い。

　カオルの家、大衆食堂《まんぷく亭》もそうだ。昼も夜も店を開け、労働者たちに安くて美味しい食事を提供している。そのおかげで《まんぷく亭》は繁盛しているわけなのだが、やはりそのおかげでいつも人手が足りていない。店の看かん板ばん娘むすめをこんなところで遊ばせておく余よ裕ゆうはないはずだ。

「うん……ええとね、話せば長いんだけど」

　貴大に問われ、言いにくそうに語り始めるカオル。

　彼女が語った事情とは──なかなかに切実な問題だった。
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「ジパニア村出で稼かせぎの会？」

「そうなの。ほら、ジパニア村ってお米以外にな～んにもないから」

　屋台街で出会ったカオル、彼女が語ったのは、以下のような内容である。

　カオルの出身地であるジパニア村。

　そこは水量豊富な農村で、東方の米を特産品として育てているという。

　村長であるカオルの祖父を中心に、明るく前向きな村人たちが、毎日せっせと田畑の手入れに精を出す。おかげで収しゆう穫かく量は右みぎ肩かた上がりで、開かい墾こんや水路作りも順調に進んでいるようなのだが──。

「お米はもっと南の方が本場だから、あんまり高値じゃ売れなくって」

「南？　ああ、ロマリオか。一大産地があるらしいな」

「そうそう、そうなの。それにほら、東方のお米って大陸のお米とは品種が違うでしょ？　寒いところでも育てられるけど、粘ねばり気けが強くて、匂いもちょっと違ってて」

「あ～……」

　聞いたことがある。

　貴大がいた世界でも、米にはいくつか品種があった。

　日本で食べられるようなもの。粒つぶが長く、さらりとした食感のもの。大粒でリゾットやパエリアなどに適しているもの。他にも細かな区分はあったが、米は同じようで違うもの。それくらいは貴大も知っていた。

　カオルはそのことを言っているのだ。自分の村で育てているものは、物もの珍めずらしくはあるけれど、決して主流の品種ではないと。

「ロマリオでやってる品評会でも散々で、これはもう出稼ぎするしかないなって」

「それがさっきの？」

「そう、ジパニア村出稼ぎの会。お米はたくさんあるけど、それだけじゃ暮らせないから。だから男の人は色んな街に出て行って、冬場はお金を稼いできて……」

「切ない……っ！」

　貴大は思わず涙なみだがこぼれそうになった。

　良かれと思ってやったことが裏目に出る。何だか自分のことのように分かる話だ。

　珍しい東方の米を育ててみたら、珍しすぎて受け入れられなかったとは。味覚はとかく保守的なものであり、このようなことはよくある話なのかもしれない。

　しかし、しかし、あまりにもあんまりな──。

「で、その出稼ぎの会なんだけど。もちろんこの街にも来ててね？」

「あ、ああ」

　そうだ、村のことを聞いていたわけではない。

　主題はあくまでカオルのこと。それに関かかわる出稼ぎの会のことだ。

「その出稼ぎの会がどうしたんだ？　村を支えている人たちだろ？　それが何で屋台に関わってるんだ？」

　改めてカオルに向き直り、しかし首を傾かしげる貴大。

　先ほどまでの話が本当なら、出稼ぎの会は悪者ではなさそうなのだが──。

「あのね？　タカヒロのおかげでお店が繁盛してるでしょ？」

「まあ、そうかもな」

「最近は行列なんかもできて、他ほかの区からもお客さんが来るくらいでしょ？」

「そうだな」

「それを見た出稼ぎの会の人たちが、『おお、大人気だべな！　これなら二号店を出せるっぺ！』って」

「そう……ん？」

　どこか話の飛ひ躍やくがあった気がする。

（い、いや、正しい……のか？）

　店が繁盛しているから二号店を出す。

　決しておかしな話ではない。おかしくはないが、何かが決定的に間違っている。

「いや、なんで屋台なんだ？」

「うっ」

「大衆食堂で成功したなら、二号店も大衆食堂になるだろ、普ふ通つう」

「そ、それは……」

　ここでカオルはまた言いづらそうに口ごもった。

　言いたくないような、しかし、話しておいた方が良さそうな──。

　複雑な表情を見せたのち、彼女は意を決して口を開いた。

「えっと、そのね？　ここ、屋台街でしょ？」

「あ？　あ、ああ、そうだな」

「激戦区でしょ？　でも、屋台街を制したら王都を制す、なんて言葉があるでしょ？」

「聞いたことあるけど……え？　ま、まさか」

「そのまさかなの」

　神しん妙みような顔のカオル。

　彼女はグッと腹に力を込めると、今回の核かく心しんについて触ふれた。

「話を聞いた出稼ぎの会の人たちが、『今度はここで店を出すっぺ！　目指せ王都征せい服ふく！　ジパニアの名を轟とどろかせるべえええええっ！』って……」

「はああああああっ!?」

　そんな理由で屋台街に店を出しているというのか。

　カオルも言った通り、ここは激戦区、屋台と屋台が火花を散らす場所である。

　そんなところにただの思いつきで店を出そうだなんて──。

「ちょ、ちょっと先走りすぎなんじゃねえか？」

「うん、わたしもそう思う。だけど、ほら、うちの村の人って……ノリと勢いだけで行動してるから」

「ノ、ノリと勢い」

「うちの両親だってそうでしょ？　為なせば成る、為さねば成らぬの精神なの」

「うわあ……」

　カオルの両親、アカツキとケイトのことを思い出す。

　確かにあのふたりはノリがいい。勢いだけで行動しているというのも納なつ得とくできる話だ。

　しかし、まさか、村人全員がそうだとは──夢にも思わない貴大だった。

「そもそも王都に店を出したのだってノリと勢いよ。『南部でウケないなら北部に持ってくぞーっ！』って、お父さんとお母さんが村を飛び出して……」

「い、色々ずさんだとは思ったが」

「そういうことよ。そういうこと」

　フッとニヒルな顔で笑うカオル。

　その虚きよ無む的な表情に、貴大は慰なぐさめの言葉さえかけられなかった。

「ま、まあ、事情は分かった。そのノリと勢いで出店させられたんだな？」

「そういうこと」

「でも、なんでお前が？　言い出しっぺがやればいいのに」

「ほら、料理できない人が多いし、出稼ぎの会には出稼ぎの仕事があるし」

　そしてロックヤード夫妻は《まんぷく亭》での仕事がある。

　消去法としてカオルが選ばれたのだろう。しかし、それはそれで疑問が残る。

　それはすなわち。

「だけどさ。お前だって屋台運営のノウハウとかないだろ？」

　一見簡単そうに思えるが、屋台の運営にもコツがあるという。

　陳ちん列れつ台に商品を並べただけでは客は来ないだろう。商品にも人を惹ひきつける工く夫ふうがいるはずだ。

　貴大がそのことを指し摘てきしようとすると──。

「そ～なのよぉ～～～！　こんなことやったことないのに、『定食屋やってんなら余裕だべ』って、料理の用意から出店の手続きまでぜ～んぶ放り投げてきたの！」

　カオルはとうとうわっと泣き出した。

　恐おそらく、見よう見まねで屋台を開いたのだろう。

　カオルの屋台はおにぎりを並べているだけで、看板らしい看板もない。

　一応、木の板に料金表を書いてはいるが──これでは商品を売るどころか、人の目に留まることすら難しそうだった。

「さ、災難だったな」

「災難どころじゃないよーっ！　寒いし、人は通らないし、もう最悪！」

「いや、それでもいくらか売れたんじゃないか？　どうなんだ？」

　これ以上踏ふみ込んでは延々と愚ぐ痴ちを聞かされる。

　そう判断した貴大は、さり気なく話題を変え、売り上げについて聞こうとした。

　しかし、どうやらそれは間違いだったらしい。カオルは先ほどよりも沈しずんだ顔になって、二本だけ立てた指を突つき出してきた。

「え？　な、何だ？　ピースか？」

　こんな暗い顔でピースサインなどするはずがない。

　それが分かっていながら尋たずねたのは、辛つらい真実に気づきたくなかったからだ。

　立てられた二本の指。おにぎり二個分だけスペースが空いている陳列台。そこから導き出される答えとは──。

「ふたつだけ」

　二十個ではない。二百個でもない。

　ふたつ。ふたつだ。カオルがいくつも用意したおにぎりは、たったふたつしか売れていなかった。

「え、えっと。その、だな」

　言いよどむ貴大。

　そんな彼から視線を外し、うつむいてしまったカオルは、ぐすぐすと洟はなをすすりながら椅い子すの上で丸まってしまった。

「やっぱり屋台なんて無理だよ……わたし、王都に出てきて一年も経たってないんだよ？　屋台街なんか、まともに来たのだって初めてだもん……」

　暗い瞳ひとみに涙を浮うかべ、誰だれに話しかけるでもなく泣き言を漏もらすカオル。

　大通りはあんなににぎやかなのに、空はこんなに青いのに、なんでこんな路地の奥、微び妙みような屋台を出しているのか。それを考えると虚むなしくなるばかりで、溢あふれ出る涙を止めることができなかった。

「出で稼かせぎの会の人たちには感謝してるけど……」

　それとこれとは話が別だ。

　なおもカオルは見るに忍しのびない姿を見せる。

　それはしばらくの間、ずっと続くように思われたが──。

「あ～、手伝おうか？」

「えっ？」

「だから、屋台。俺が手伝うよ」

　見るに見かねた貴大が、ひとつの提案をカオルに出した。

　それは屋台の改造計画。彼女の屋台を手伝って、これを何とか軌き道どうに乗せるという。

　この提案を受けたカオルは、呆あつ気けに取られた様子できょとんとして──。

「……ご立派ですよ、ご主人さま」

　脇わきに控ひかえていたメイドさんは、そっと目元にハンカチを当てていたとか。




（わっ、わ、ど、どうしよう……!?）

　気がつけば日が沈みそうだったので、慌あわてて屋台を畳たたんで家へと帰ってきた。

　バスケットには売れ残りがたくさん詰つまっていたけれど、カオルを悩なやませていたのはそんなことではなかった。

「あら、おかえり～。屋台はどうだった？」

　母が声をかけてきたが、それも耳から耳へと通り抜ぬけていく。

　バスケットをテーブルにドスンと置いて、彼女はおぼつかない足取りで自分の部屋へと戻もどっていく。

「えぇ!?　こんなに残ってる！　おかしいなあ、美少女が握にぎったおにぎりだなんて、男たちが放っておかないと思ったんだけど」

「まさか、オレも握っているのがバレたとか……？」

「っ!?　ス、スパイはどこ……!?」

　ドアを閉めても、階下から両親の声が聞こえてくる。

　それもまた聞き流しながら、カオルはベッドに倒たおれこむと、布ふ団とんを被かぶって先ほどのことを思い出していた。

（手伝ってやる。まずは見て回ろう、か）

　そもそも屋台街に慣れていないだろうと、貴大はカオルを食べ歩きに誘さそった。

　明日、いっしょに屋台街に行こう。屋台ではどのような物が売られているのか、どうやって物を売っているのか、それをまず見てみようと彼は言っていた。

（でも、それって）

　年若い男女が、休日の屋台街を歩く。

（それって、もしかして……もしかしなくても、デートなんじゃ……？）

「あ～～～～！　なんか恥はずかし～～～！」

　ついうなずいてしまったが、明日自分たちがすることは実質デートだ。

　それを意識すると頭に血が上り、カオルはたまらず布団を撥はねのけてしまう。

「うん！　そうだよ！　デートと考えるからおかしくなっちゃうんだ！　タカヒロだって、そんなつもりじゃなかったはず！　平常心、平常心」

　などとぶつぶつつぶやきながら、今度は部屋の中をうろつき回るカオル。

　そう、そうだ。あれはあくまで提案。親切心からの申し出。そこに下心なんてなくて、深読みする方がどうかしている。

　あまり意識したら彼にも迷めい惑わくをかけてしまうだろう。

　明日はいつも通り、いつものままの自分で屋台街に行こう。

（……でも）

　気持ちの整理がついたら、今度は服のことが気になってきた。

　今日、自分が着ていた服は、防寒第一の野や暮ぼったいものだ。茶色一色の厚手の服に、これまた茶色の使い古しのマフラー。毛糸の帽ぼう子しにもほつれが目立ち、同じく毛糸でできたパンツのことも気になった。

　愛用しているそれらが、今は何だか妙に気にかかる。

　どうも洗練されていないというか、都会的でないというか──。

「お母さ～ん」

　結局、カオルは母に相談することにした。

　なぜそんな気持ちになったのか。それは本人にもはっきりとは分からなかった。





‐３‐






（遅おそいなぁ……）

　時刻は昼の十一時過ぎ。

　約束の時間は過ぎているけれど、貴大は一向に姿を見せない。

　相手は寝ね坊ぼ助すけでぐーたらな人だ。

　だから、多少の遅おくれは仕方ないと思っていたが──。

　実際に遅ち刻こくされると、どうしても気落ちしてしまう。三十分も早く来ていた自分がバカみたいに思えた。

「はぁ……」

（せっかく、おめかししたのにな）

　母に手伝ってもらって、冬に似合う可愛かわいい服を選んできたつもりだ。

　赤い上着にクリーム色のマフラー。スカートや手て袋ぶくろにもこだわって、髪かみにはお気に入りのヘアピンを留めてある。

　靴くつも磨みがいてきたばかりだし、髪も念入りに梳すいてきた。

　化け粧しようも薄うすくしてきたし、朝食のあと、なぜか歯は磨みがきだって三回もした。

　そんなふわつく気持ちのまま、やっとの思いでここまで来たが──相手が来ないのではどうしようもない。

　もう、約束の時間から十分も過ぎてしまった。

（なんだかんだで楽しみだったんだけど、タカヒロはそうじゃなかったのかな）

　さらに十秒、二十秒と過ぎていくうちに、そんな考えまで頭によぎり始めた。

　こんなことではいけない、こんなに小さなことを気にしてはいけない。そうは思うものの、沈む気持ちは止められなくて──。

『……しもし？』

「えっ？」

『もしもし、カオルか？』

　不意に耳元で貴大の声がした。

　少しざらついた音質。これは【コール】を通した声だ。

　そういえば彼は元冒ぼう険けん者、こうしたスキルを身につけているのだった。

（今いま頃ごろ、目を覚ましたのかな？）

　声を聞けてほっとしたが、同時に文句のひとつも言いたくなってきた。

　少しだけ安あん堵どの表情を見せたカオルは、すぐにむっとした顔になる。

「もしもし？　タカヒロ？　ちょっと、今、どこに」

『あっ、カオルか～？　どこだ？　家はもう出たか？』

「えっ？」

　今まさに待ち合わせの場所にいるのに、家はもう出たか？

　どういうことなのだろう。まさか、貴大もここにいたのだろうか？

『ちょっと分かりにくかったか？　『屋台街第三広場』は中央に女の子の銅像があるから、それを目印にだな』

「えっ？　屋台街第三広場？」

　くるりと後ろを振ふり返る。

　そこには男の子の銅像と、屋台街第二広場と刻まれたプレートが──。

（ま、間ま違ちがえたぁ！）

　そうだ、待ち合わせは第三広場だ。

　第一や第二ではなく第三。浮うわついた気持ちのままでいたから、ろくに確かく認にんできていなかったのだ。

「ご、ごめん！　すぐに、すぐに行くからぁ～！」

『あっ、お、おいっ!?』

　貴大からの返事も待たず、第三広場へと走り出すカオル。

　靴が汚よごれる。髪が乱れる。暑くて汗あせが浮き上がる。

（ああ～っ！　なんでこうなるの～……）

　結局、迎むかえに来た貴大と途と中ちゆうで合流したが──。

　スタートラインでずっこけた気分がして、泣きたくなりそうなカオルだった。

「ごめんね、ほんっとごめんね！」

「いや、別にかまわんって」

「でも……」

「慣れてないやつには分かりにくいよな。すまん」

　待ち合わせの場所から迎えに来た貴大は、逆に申し訳なさそうな顔をしていた。

　自分が悪かった、気が利きかなかったと頭を下げる貴大。しかしカオルも黙だまってはいられず、彼よりもずっと深く頭を下げた。

「ちがうよ、タカヒロは悪くないって！　わたしがちゃんと確認しなかったから」

「いや、俺がもっと分かりやすい場所を待ち合わせ場所に決めてたら」

「ううん、わたしが」

「いやいや、俺が」

　合流後、道の脇で頭を下げあうカオルと貴大。

　自分が悪い、いや、自分の方が悪いと張り合うふたり。

　そんな彼らを、通行人たちが怪け訝げんそうな顔で見ていることに気がついて──。

　ふたりはぷっと吹ふき出し、そのまま小さく笑い出した。

「何やってんだか、俺たち」

「ふふっ、ほんと」

　自然と笑いがこみ上げてきた。

　そうだ、こんなのよくあることだ。

　どちらが怒おこっているわけでもなし、そこにこだわるのはおかしなことに思えた。

「さ～て、予定通り、屋台の偵てい察さつと行きますか」

「うんっ」

「何か食いたいもんあるか？」

「そうだなあ。というか何があるんだろ？」

「そこからか」

　いつもの調子に戻もどったふたりは、軽く笑って話し始めた。

　どの屋台に行くか。そもそもどんな屋台があるのか。不慣れなカオルとしては、貴大にお任せしたいところだが──。

「なあ、肉と魚、どっちがいい？」

「お肉とお魚？」

　貴大はまず選せん択たく肢しを出してきた。

　一画がまるごとフードコートのような屋台街だ。試ためしてみるにも当てがあり過ぎて、案内する方もかえって迷ってしまうのだろう。

「肉は屋台の定番だな。でもグランフェリアは魚ぎよ介かいもいいぞ」

「そうだよねえ」

　さすがに花の都というべきか、王都は食が充じゆう実じつしていた。

　この時季、肉は脂あぶらの乗ったものばかり。煮にても焼いても美味おいしくて、シンプルな味付けでも十分に満足できるほどだった。

　魚介類もそうだ。海の魚がこんなに美味しいだなんてカオルは知らなかった。

　あの豊かで味わい深い海の幸さち。白身魚をムニエルにして、レモンをぎゅっと絞しぼったものがいい。さっくりほくほくとしたあの白身。川魚とはまた違った風味、食べ応ごたえのある身がたまらない。

（貝もいいなあ）

　ムール貝や牡蠣かきをワインで洗い、蒸むしてつるりと汁しるごと食す。海の味とはあのことで、口いっぱいに広がる磯いその風味。こればかりは貝でなくては味わえず、カオルはもうこれが好きで好きで、三日に一度はまかないに貝を食べている。

　そうだ、そうそう、貝といえばフライもいい。牡蠣やホタテに衣ころもをつけて、からりと揚あげて熱いうちに食べる。衣のうちから溢あふれ出る、甘く濃のう厚こうな貝のエキス。これにはウスターソースが抜ばつ群ぐんに合う。いや、貴大に教えてもらったタルタルソースも捨てがたく──。

「…………」

「はっ!?」

　ここでようやくカオルは正気に返った。

　王都に来てから味わったもの、それを思い浮うかべているうちに、ついついうっとりしていたらしい。それを面おも白しろそうに見ている貴大と、彼の視線に気づいて恥はずかしそうにするカオル。真っ赤な顔の少女は、蚊かの鳴くような声で「何でもいいよ」とそう言った。

「ま、色々つまんでみるか」

「お任せします……」

　今ので食いしん坊ぼうだと誤解されたのではないだろうか。

　またもや恥ずかしい思いをして、カオルはかっかと顔が火ほ照てる気がした。

「さて、どうするかな」

　対照的に、貴大は飄ひよう々ひようとしたものだった。

　大通りのあちらやこちら、良さそうな店に視線をやって、早くも候補を絞っている。

　実に慣れた様子だ。わざわざ案内すると言ったのは伊達だてではなく、今にもカオルの手を引いて歩き出しそうだった。

（都会人だなあ）

　何とはなしにそう思い、カオルは彼の視線を追った。

　行き交かう人に遮さえぎられるが、なるほど、確かに特とく徴ちよう的な屋台が見える。

　大おお鍋なべでスープを煮ている店。飾かざりつけが美しいお菓か子しの店。塩しお辛からいものから甘いものまで選べるクレープの店や、意外や意外、屋根や休きゆう憩けい所のある店。それに何より、黒山の人だかりができている店まであって──。

「タカヒロ！　あれあれ！」

「ん？」

「あれ、凄すごいんじゃない!?」

　この屋台街にあって、一ひと際きわ目立つ繁はん盛じよう店だ。

　何の変へん哲てつもないのだが、なぜか多くの人が串くし焼やきのようなものを求めている。

　味付けがいいのか、はたまた素材に秘密があるのか。見ているだけではつかみ切れず、だからこそ、カオルはあれを買うべきだと考えた。

「参考になるよ、きっと」

「まあ、そうかもな」

「行こ行こ」

「いや……まあ、いっか」

　不思議とためらう貴大を連れて、件くだんの店に突とつ撃げきするカオル。

　押し合い圧へし合い屋台の前に立った彼女は、興奮気味に店主に手を差し出した。

「おじさん！　それ二本、ちょうだい！」

「あいよ～、『スノー・カウ』の串焼きね？」

「いくら？」

「銀貨二枚」

「うん、銀貨二枚ね……え？」

　銀貨。銀貨二枚。それはつまり、串焼き一本銀貨一枚。

　焼きトウモロコシ銅貨五枚。羊の串焼き銅貨八枚。お昼の定食銅貨二十枚。ディナーコース銅貨五十枚。

　で、この串焼きは銀貨一枚。肉の串焼き、一本銀貨一枚なり。

（暴利……っ！）

　カオルは思わず固まってしまった。

　銀貨一枚といえばあれだ。銀色で丸いあれだ。《まんぷく亭》の料理なら何でも頼たのめて、お釣つりの方がずっと多くなる。そういう硬こう貨かだ。

　それを串焼き一本で求めようというのか？　いったい、どんな神経をしているのか。お貴族様の屋や敷しきならともかく、ここは下級区、下町だ。そんなところでこんな価格をつけようだなんて、どこをどう間違えたらそんな風に居直れるのか──。

「ほい、二枚ね」

「まいどー」

「ちょ……っ!?」

　カオルが混乱しているうちに、貴大が支し払はらいを済ませてしまった。

　そして彼は店の前を離はなれ、元いた場所までカオルを引きずっていく。

「ええええ……？」

　ますますわけが分からなくなったカオルは、素すっ頓とん狂きような声を出す。

　そんな彼女に苦く笑しようしながら、貴大は串焼きをぶらぶら振ふった。

「ははは……まさか、こいつに手ぇ出すとはな」

「ど、どういうことなの？」

「まあ、美味うまそうだもんな、これ」

　そう言って、串焼きを目の高さに持ち上げてみせる貴大。

　まだチリチリと脂が弾はじけるほどに熱いそれは、立ち上る湯気と共に、香こうばしくて食欲を刺し激げきする匂においを発している。

　なるほど、確かに美味しそうではある。美味しそうではあるが、

「な、なんで買ったの!?」

　そうだ、いくら美味しそうとはいえ、串焼き一本に銀貨一枚はありえない。

　贅ぜい沢たくをしなければ、一週間は過ごせる金額だというのに。

「なんでって。店に引っ張っていったのも、注文したのもカオルだろ？」

「で、でも、銀貨一枚は高いでしょ？」

「まあ、そうだけど……こいつは高級食材だからなあ」

「……!?」

　なぜそのようなものが屋台に並んでいるというのか。

　まさかここは王貴区なのか？　王おう侯こう貴族が住まうハイソでセレブな領域なのか？

　分からない。分からないことが多過ぎる。カオルは頭がこんがらがりそうだった。

「いいから、冷めないうちに食ってみろって。ほら」

「あ、う、うん」

　混乱するままに串焼きを受け取るカオル。

　貴大が口にしているのを見て、彼女は釣られて件の肉を口にした。

　すると──。

（な、なにこれ……？）

　おかしい。これは肉のはず。

　口の中で溶とけてしまうだなんて、カオルの知っている肉ではない。

　肉というのは少し硬かたくて、下手へたをすると嚙かみ千切るのにも苦労するものだ。

　それなのに、この肉ときたらどうだ。嚙み応えはある。ぎゅっと肉を嚙み締しめたら、適度な弾だん力りよくを返してくれる。ここまでは普ふ通つうの肉と同じだ。

　しかし、そのあとがまったく違ちがう。

　ある程度歯が食い込み、心ここ地ちよい弾力が返ってくると──。

　突然、サクッと肉が嚙み切れてしまうのだ。

　そして口の中で溶けていき、するりとのどの奥へと滑すべっていく。

（脂だ。脂の質が全然違うんだ……！）

　いや、脂だけではない。肉にく汁じゆうの旨うまみも口いっぱいに残っている。

　脂だけ、肉汁だけなら、こんなに豊かな味にはならないだろう。

　脂と肉汁、それに適度な嚙み応え。それらの絶ぜつ妙みようなバランスによって、この串焼きは別次元の肉料理へと昇しよう華かしている。

　食べてみれば分かる。これは確かに銀貨一枚分の価値がある。

　いや、それでも安いと思える感動を与あたえてくれたのだ。カオルは夢中になって、大ぶりに切られた肉を頰ほお張ばっていく。

　四切れあった串焼き肉が、もう一切れも残っていない。

　美味しいものとはあっという間になくなるもので、こんなことならもう一串、多めに買っておけばとカオルは後こう悔かいして──。

（って、何やってるのわたしはぁぁぁ～～～～!?）
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　流されるがままに、ついつい串焼きを食べてしまった。

　銀貨一枚の料理を！　労働者の日当さえ上回る価格のものを！

　これでは返品することができない。まさか吐はいて戻もどすわけにもいかない。

　口の中には至福の余よ韻いんを、そして心には無限の後悔を抱かかえ、カオルは足をぷるぷると震ふるわせていた。

「タ、タカヒロ、これ」

　結局、カオルはすべてを諦あきらめ、まずはお金を返すことにした。

　いくら暴利とはいえ、食べてしまったことは事実。懐ふところから財さい布ふを取り出し、なけなしの銀貨を抜ぬき出して、串焼きの料金を立て替かえてくれた貴大へと──。

「いや、いいって。そんなのしまえよ」

「でも……」

「ホントにいいって。そもそも、今日は全部俺持ちのつもりで来たんだぞ？　これぐらい、軽いもんだ」

「ええっ!?」

　また大きな驚おどろきがあった。

　スノー・カウの串焼きのみならず、今日はずっと彼の奢おごりだと？

　いくら何でもそれはない。自分が食べる分は自分で払うと、カオルは改めて銀貨を差し出した。

「駄だ目めだって！　ほら、お金なら今まで貯ためたお小こ遣づかいもあるし……ね？　大だい丈じよう夫ぶだって。わたし、自分で払うって」

「いや、たまには俺に払わせてくれって。今まで散々奢ってくれたしさ」

「え？　どういうこと？」

「ほら、今までまかない以外で飯作ってくれてただろ？」

「いや、あれは料理の試作で」

「でもその材料費、小遣いから出してたんだろ？」

「なっ……!?　なんで知ってるの？」

　誰だれにも言った覚えはない。

　ユミエルにだって内ない緒しよにしていることだ。

　それなのに、なぜ？　戸と惑まどうカオルに、貴大は何でもないことのように言った。

「ああ、この前ケイトさんが教えてくれたんだ。カオルちゃんがお小遣いを何に使ってるか、知りたい～？　って、聞いてもいないことを聞かされたぞ」

「お、お母さん……！」

　まさか、実の母に裏切られるとは──。

　いや、しかし、あの母ならやりかねない。噂うわさ話ばなしが大好きな母のことだ、面おも白しろ半分に貴大に教えてしまったのだろう。母の「誰にも言わない」は本当に当てにならない。

（でも～……！）

　秘密がバレた恥はずかしさで、またもや顔が火ほ照てってくる。

　しかし貴大は特に気にした風でもなく、カオルを落ち着かせるように話しかけた。

「少ない小遣いから材料費を出してたなんて、さすがに申し訳なく思ってな。いつか何かお返ししようと考えてたんだ。だからまあ、昨日の今日で決めたことだけど、屋台巡めぐりはいい機会だったんだ」

「うん……」

　言いたいことは分かる。

　恩には恩で返すものだと、カオルは祖父に教えられて育った。

　だから貴大の理り屈くつも理解はできるし、お返しを受けることに異論はないのだが──。

　やはり銀貨一枚という額は大きく、それがどうしても気になってしまっていた。

「まあ、気持ちは分からんでもない。俺もあんまり高いもん奢られるとついつい遠えん慮りよしちゃうもんな」

「だよね？　だから、今回は」

「じゃあさ、こうしよう」

　カオルの言葉を遮さえぎるように発せられる声。

　他ほかの交こう換かん条件を出すのだろうか？　少し身構えるカオルに、貴大は、

「また、飯作ってくれ。それでいいや」

「……えっ？　そんなことでいいの？」

「そんなことでいーの。カオルの飯は美味いからな」

「そ、そう」

　元は《まんぷく亭》を助けてくれたお礼だった。

　閑かん古こ鳥どりが鳴く店にテコ入れし、繁はん盛じよう店にしてくれたお礼。

　そのつもりで作っていた手料理だが、貴大は思いのほか喜んでくれていたらしい。

　それがカオルには妙に嬉うれしく思えて、思わず相好を崩くずしてしまった。

「今日は俺の奢り！　カオルは俺に好物を作ってくれる！　そういうことでいいな？」

「うんっ！」

　そういうお返しでいいのなら、むしろ望むところだ。

　お望み通り、今度の休みは腕うでによりをかけて貴大の好物を作ってあげよう。

「じゃあ、いくぞ。次は焼き魚だ！」

「うんっ、行こっ！」

　沈しずんでいた気持ちもどこへやら、軽い足取りで貴大の隣となりに並び、カオルは彼の腕を取って歩き出した。

　さあ、これからが本当の始まりだ。

　高鳴る胸の鼓こ動どうに合わせて、カオルは貴大と屋台街の雑ざつ踏とうへと飛び込んで行った。
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「ふ～、食べた食べた。腹いっぱいだ」

「だね～。もう、何にも入らないよ」

　あれから貴大の案内に任せ、カオルは屋台街のあちらこちらを巡った。

　炭火でじっくり焼いた香こうばしい焼き魚に始まり、汁しる気けたっぷりのホタテや牡蠣かきの網あみ焼やき、魚やじゃが芋いもを揚あげたものに、平べったい丸パンにトマトや玉子焼き、ベーコンなどを挟はさんだもの。それにとても大きい腸ちよう詰づめなども食べた。

（あれは美味おいしかったな）

　ぷつっと心地よい音と共に嚙み切れば、閉じ込められた肉汁がジュワッと口の中に飛び出てくる。それに加えて、鼻に抜ける薫くん香こうがいい匂においで──腸詰めにしては結構な大きさだったのに、あっという間に食べてしまった。

　それだけでも大満足だったのに、締しめにはクレープまでご馳ち走そうになった。

　しっとりと甘いクレープ生き地じに、木イチゴのジャムを塗ぬって畳たたんだだけのもの。それがどうしてあんなに美味しいのか。ジパニア村でもジャムは作っていたが、香かおりからしてまったく違っていた。

（ああ、なんて）

　素す晴ばらしいのだろう。

　カオルは屋台というものを誤解していた。

　屋外で開いた小さな店に、こんなに豊かな食文化があるとは思わなかった。

　食堂で売っているものとはまた違う、独自の世界を持つ屋台の料理。食べ歩く楽しさも含ふくめ、癖くせになりそうな魅み力りよくが屋台にはある。

（満足だ……わたしは今、世界で一番幸せだあ）

　その思いに間違いはない。この気持ちに噓うそはなかった。

　しかし、同時に不安もあった。

　果たして、この屋台街で自分たちの料理が通用するのだろうか？

　頑がん張ばったところで受け入れられず、また切ない思いをするのではないだろうか？

　なまじ素晴らしい体験をしただけに、そんな思いがどうしても拭ぬぐい切れなかった。

「ねえ、タカヒロ。わたしたち、屋台で成功できるかな」

　だから、こんな弱音も吐いてしまう。

　おにぎりが駄目なら、何を作ればいいのだろう。

　最近は料理のレパートリーも増えてきたが、あれはあくまで定食屋としての料理だ。気軽にテイクアウトできて、歩きながらでも食べることができるものは少ない。加えて、質や調理時間のことも考えると──どうにも難しいことのように思える。

「ん？　なんだ、自信がないのか？」

「うん。ちょっと、ね」

　せっかく案内してくれたのに、こんなことを言うのは少し気が引けた。

　しかし、虚きよ勢せいを張ったところで仕方がない。屋台と屋台の激戦区、ここで成功するのは生半可なことでは不可能だ。色々と見て回ったことでそれが痛いほどに分かった。有名店の真似まねをしても質や価格で勝てないこともよく分かった。

　ではどうするのかというと、やはり、何も思いつかない。

「屋台で儲もうけようだなんて、やっぱり無理なのかな」

　つい弱音を漏もらすカオル。

　彼女の中ではもうそれが結論だった。

　出で稼かせぎの会には正直に話して、屋台街からは手を引いて──。

　そうしようと心の中で決まってしまっていた。

　しかし、そんな彼女とは対照的に、貴大の顔には不敵な笑えみが浮うかんでいた。

「諦めるのはまだはやーい！」

「え、えっ？」

「ふっふっふっ……お前は運がいい。お前には俺がついている。屋台について知り尽つくしたこの俺がな！」

「何か、いい考えでもあるの？」

　やけに自信満々な態度である。

　それに釣つられて、カオルの顔にも明るさが戻ってくる。

　期待に満ちた目だ。それを受けて貴大は大きく胸を張った。

「ああ、俺に考えがある。具体的な料理の案と、それを支える三つの要素がな」

「三つの要素？」

　なんだろう、それは。美味しい料理を作ることだろうか？

　しかし、それでは残りふたつが満たせない。では、残る要素とは──？

「まずひとつ目だけど……カオル、屋台街の匂いなんだが、どう思った？」

「匂い？　うん、いい匂いだったけど」

　そう、屋台街にはいい匂いが漂ただよっていた。

　焼けた肉や魚の匂い。溶とけたバターの匂い。果物や蜂はち蜜みつの甘い匂いに、トマトスープのちょっと酸すっぱい匂い。どれもこれもいい匂いで、思わず胸いっぱいに吸い込みたくなるようなものだった。

「そう、それだ。最初の要素は匂い！　屋台の食べ物は、匂いで客を惹ひきつけなきゃいけないんだ。昨日のおにぎりは、まずそれが足りていなかった」

「っ！」

　その通りだ。おにぎりそのものは匂いが少ない。

　むせかえるような匂いがおにぎりにはなく、だからこそ客も寄りつかなかった。

「分かったようだな。おにぎりは確かに美味しい。だけど初見の人にはそれが分からない。ましてや今の季節は冬、冷めたもんが売れるわけがない」

「う、うん」

　考えてみればそうだった。

　自分は好きなのだが、寒空の下で食べるのは確かに辛つらいものがある。

　そこに思い至ったカオルは、納なつ得とくしたとばかりにうなずいた。

「うん、分かった。じゃあ、次の要素は？　やっぱり味？」

「違ちがいます！　お金を取る以上、味がいいのは最低条件！　第二の要素はそれじゃない。屋台にとって大事な要素その二は……ずばり、物もの珍めずらしさだ！」

「物珍しさ？」

　それも大事なのかもしれない。

　屋台街の料理は独特なものが多く、カオルも新しん鮮せんな気持ちで楽しめた。

「でも、普ふ通つうの料理も結構あったよね？」

　そう、肉や魚を焼いただけのものなんて、珍しくもなんともない。

　どこにでもありそうで、事実、どれもありふれたものばかりだ。そこに物珍しさなどないが、それはいったいどう説明するのだろう。

「いい質問だ。ああいう店はな、ある意味完成している店なんだよ」

「完成している店？」

「そう、一定のニーズがある店。誰だれもがちょくちょく食べたくなるようなものを売っている店だ。長い歴史の中でそういった商品が残っていったんだろうな。ああいう店は、やり方次し第だいでは誰がやってもある程度の繁盛は見込める」

「それ、いいじゃない！　わたしたちもそうする？」

　悪い案ではないように思えた。

　肉や魚を焼くだけなら誰でもできる。カオルも上手に焼く自信があったし、完成している店という響ひびきにも魅力があった。

「でも、問題もあるぞ。目新しくないものは、逆に言えば誰にでもできるということなんだ。肉の串くし焼やきの屋台なんて、どこにでもあるだろう？　あれだけ数が揃そろっていたら、人は安い方を買う。それに合わせると必然的に薄はく利りになってしまい、多売ができなきゃ、人件費や燃料費、仕入れだけで足が出る。そういったレースから抜ぬけ出すためには、何かしらの目新しさ、特色はどうしても必要になるんだ」

　定番のように思えて、定番の中にも優ゆう劣れつがあるということだ。

　そういった争いを避さけるために必要なのが目新しさ。味でもない、量でもない、独自の要素で差をつけるのだ。

「ふむふむ、なるほど、匂いと物珍しさね。じゃあ、三つ目は？」

「三つ目は……ずばり、お手て頃ごろ価格だ！」

「お手頃価格ぅ？」

　それは当たり前のことではないか。

　今日食べたものは、どれもお手頃価格のように思えたが──。

「ふふふ……不思議そうな顔をしているな？　だが、お前は知っているはずだ。匂い、物珍しさ、どちらも満点だが、最後の要素を満たしていないものを！」

「ええっ？」

　そのようなもの、あっただろうか？

　どの店の料理も適正価格だったはず。高かったのはスノー・カウの串焼きくらいで、他ほかはみんな庶しよ民みん的な値がつけられていて──。

「もしかして、最初の串焼きのこと？」

「そう、あの串焼きのことだ。あれは美味うまいが満点じゃない」

「う～ん……確かに高かったけど、あの味ならあの値段も納得じゃない？」

　そう、あれは銀貨一枚分の価値がある逸いつ品ぴんだった。

　高級食材ということも考えると、あれがお手頃価格だとカオルは思った。

「じゃあ聞くが、お前、あれを毎日買えるか？」

「毎日!?　無理無理、絶対無理！」

　カオルの家はそこまで裕ゆう福ふくではない。

　年末に会った貴族のお嬢じよう様さまならいざ知らず、高級食材を食しよく卓たくに出せる家ではない。

　それは貴大も分かっているはずなのだが──。

「じゃあ、どれぐらいの頻ひん度どなら買える？」

「え、っと。まあ、誕生日ぐらいなら、なんとか？」

　年に一度のお祝いなら、ああいったものを食べるのもいいだろう。

「あんなの毎日食べるものじゃないよ」

「だろうな。だからあれは、屋台の料理としては欠けつ陥かん品なんだ」

「どうして？」

「だって、考えてもみろよ。値段が高い、購こう入にゆうする客は年に一度でいいと言う。この下級区で同じような屋台を出して、儲かると思うか？」

「あ……」

「あれはスノー・カウだから成り立つ商売なんだ。スノー・カウの肉は縁えん起ぎ物もの、冬季限定のハレの日の食べ物だからな。俺の生まれた国でも、昔はカツオって魚にアホみたいな値をつけてたみたいだけど……まあ、似たようなもんだ。売る方も買う方も納得済みで、だけど、ものが少ないからあの値段になってるんだよ」

「そうなんだ……」

　それでは確かに屋台としては失格だ。長く続けたいと思うほど、繁はん盛じようさせたいと思うほど、あのやり方では無理が出てくる。

「じゃあ、お手頃価格っていうのは、誰でも気軽に買うことができるってこと？」

「そう、適正な価格じゃなくて、毎日でも買えるような価格のことだ」

「なるほどね。タカヒロの言いたいこと、分かってきたよ！」

「おっ、いいね」

「つまり、屋台に適した料理とは！」

「料理とは！」

「思わずふらふら～っと引き寄せられるようないい匂においで、誰も見たことがないような珍しさがあって、毎日でも買えるような値段の料理のこと！　それがあれば、わたしみたいな素人しろうとでも屋台で大成功できるってわけね！」

「そう、そうだ！」

　大きくうなずく貴大。

　それを受けて笑顔を咲さかせるカオル。

　ふたりは手を取り合って、輝かがやかしい未来を青空に描えがき、

「って、そんなのあるわけないでしょぉぉぉぉ～～～～～～っ!?」

　夢物語とはまさにこのこと。絵に描かいた餅もちとも人は言う。

　そんなものがあったら誰も苦労はしない。あったらいいな、できたらいいなという話をしているわけではないのだ。それを貴大は、長々と時間をかけて──。

「うん？　無理だと思うのか？」

「無理に決まってるでしょ!?」

　たまに真面目まじめな話をしたと思ったらこれだ。

　この人は時々そういうところを見せる。どうにも現実味がないというか、なんというか。

（……でも）

　もしかしたら、と思っている自分もいる。

　面めん倒どう臭くさがりなくせに、本当は面倒見がいいところとか。

　人付き合いが苦手な癖くせに、困っている人には優やさしいところとか。

　そんなところが、不思議とカオルに期待する心を生む。ひょっとすると、本当にどうにかなるんじゃないか。そんな気持ちが湧わいてくる。

　今も無理だ、不可能だと言いながらも、どこかで期待してしまっている。

　なぜなら、ほら。彼は自信満々にこう言うのだ。

「まぁ、俺に任せとけ」

　って。
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　貴大とカオルの屋台巡めぐりから数えて十日。

　下級区屋台街では、一風変わった食べ物が流行の兆きざしを見せていた。

「なあ、あれは食べたか？」

「あれ？　ああ、あの丸いやつか？」

「そうそう」

　曰いわく、それは丸いという。

　丸くて熱くて、中はとろりと溶けるという。

　甘くて美味いソースがかかっていて、脇わきにはマヨネーズも添そえられる。それを楊よう枝じで突つき刺さして、熱々を口の中で転がして食べるという。

「で、あれってなんて料理なんだ？」

「あれか。なんだったかな……」

　名前にも聞き覚えのない斬ざん新しんな料理。

　熱くて美味くて、それでいて味わったことのないようなあれはなんなのだろう。

　話しているうちに食べたくなってきたのか、男たちはその店がある場所へ急いだ。

　すると、昼もまだだというのに、店の周りは多くの人でいっぱいだった。

「ちっ、もう並んでやがる」

　そこは辺へん鄙ぴな路地だというのに、老ろう若にやく男なん女によ、三十人ほどが集まっている。

　香こうばしい匂いに引き寄せられたのだろう。鼻を伝って胃い袋ぶくろまで撫なで下ろし、生なま唾つばを湧かせるようなその匂い。それに興味を引かれた者がまず目にするのは、料理とは無む縁えんそうに見える武骨な男たちだった。

「らっしゃいらっしゃい！」

「熱いよ美味いよ！」

「いま、作ってますからね！」

　肉体労働に従事していそうな、日に焼けたたくましい男たち。

　彼らの手元を覗のぞき込むと、鉄板を木串でチマチマとつついているのが見える。

　鉄板にじりじりと熱せられ、端はしの方がふつふつと泡あわ立だつゆるめの生き地じ。その中心には肉や魚ぎよ介かい類るいが置かれ、それにモザイクをかけるように、赤く染められた生しよう姜がの細切れや、黄色い揚あげ玉だまがまぶされていく。

　男たちの腕うでの見せ所はそこからだ。木串を器用に使い、半球状に固まろうとする生地をくるくると回転させては球状にしていく。そのたびに、屋台にかじりついて見入る子どもらは歓かん声せいを上げ、興味本位で屋台に近づいた大人ですら、思わず「ほぅ」と声を漏もらして感心するのだ。

　だが、この屋台は見み世せ物もの小屋ではない。どろどろの生地を丸く焼くだけで、これだけの人を集めることなどできはしない。

　屋台街において人を集めるのは香かおり、そして味をおいて他にはなかった。

「おぅ、あちち……うほっ、ほほ……こりゃあ、口の中でとろけやがるぜ」

　やがて出来上がった金きん柑かん大のそれは、小船のような形の紙皿に八つ並べられ、どろりとしたタールのようなソースを塗ぬりたくられる。そこにマヨネーズと楊枝が添えられれば出来上がりだ。好こう奇き心しんをそそる形、熱せられて立ち上るソースの匂い、銅貨八枚という安価。すべてが庶民たちの好みに合がつ致ちした。

　だからこそ、彼らは初めて見る食べ物も躊ちゆう躇ちよなく口に入れる。すると、まず口の中で感じるのは、火傷やけどしそうな熱さだ。良く焼けた外側の薄うす皮かわ一枚にさくりと歯を入れれば、そこからあふれ出てくるのはとろとろとした内側の生地。

　火が通っていないのではない。むしろ、芯しんまで熱されて、中の具まで熱々だ。その具から滲にじみ出た汁しるなどが周りの軟やわらかな生地と混ざり合い、とろけているのだ。

　魚や鶏とりの出汁だしの味が感じられるとろとろの生地、それだけでも満足できるのに、とどめとばかりにかかったソースが混ざり合って口内を幸せで満たす。このソースがまた絶品であり、甘みや香りは強いのにでしゃばり過ぎない。それどころか生地と具の味を引き立て、ひとつ上の味へと昇しよう華かさせている。

　誰だれもがその味に魅み了りようされた。大人も子どももそれを頰ほお張ばり、一月の空へほっほっと白い息を吐はいた。

　その姿は、そして漂ただよう香りは新しい客を引き寄せて、彼らの財さい布ふを開けさせるには十分すぎるものだった。

「はい、いらっしゃい！　ご注文は何でしょう!?」

　丸くて熱い不思議な料理。

　市場に現れて幾いく日にちも経たたず、噂うわさが広まるその料理の名は──。

　屋台で働く者たちの故郷の名前から、「ジパニア焼き」と名付けられていた。




「うんうん、ジパニア焼きは大成功ね」

「お～、よかったよかった。これでほっといても大だい丈じよう夫ぶそうだな」

　繁盛するジパニア焼きの屋台を遠目に見守る者がふたり。

　ジパニア村出で稼かせぎの会の者に料理を教えた貴大と、それを依い頼らいしたカオルだ。

　彼らは離はなれたところからしばらく様子をうかがっていたが、特に問題はなさそうだと判断したのか、屋台に背を向けて歩き出した。

「でもいいの？　うちの村の名前なんかつけちゃって。それに、タコだけじゃなくて色んなものも入れちゃって。タカヒロの故郷の料理なんでしょ？」

　貴大の隣となりを歩くカオルは、屋台の成功に安あん堵どしながらも、料理の名前を変えてしまうことに抵てい抗こうを感じていた。

　本当はたこ焼きというそれは、貴大にとっては故郷を偲しのばせるものだ。それを売り上げのために村の名前に変えるなんて──。

　しかし、当の本人は「別にいいって」と手を振ふってみせる。

「この地域のやつらはタコとかイカに抵抗感があるからな。たこ焼き、なんて元の名前のままだったら手が伸のびないだろ？　だからジパニア焼きって適当な名前をつけて、タコ以外の具も入れたんだ。そうすりゃあ、売れるだろ？」

「そういうことじゃなくて……」

　自分たちの商品が売れる、売れないの問題ではない。

　カオルは貴大の心のことを心配しているのだ。

　東方の血を引く彼女は知っている。遠い異郷から来た者が、どれほど故郷を恋こいしく思っているのかを。

　彼女の祖父ヤヒコは、理知的で礼れい儀ぎ正しく、誰からも好かれるほどによく出来た人間だ。そんな彼も帰ることのできない故郷を想おもい、涙なみだを流すことがある。

　カオルは、幼い頃に見たその光景が忘れられない。満月を座して見上げ、酒を干した杯さかずきを手に持つヤヒコが、故郷の名をつぶやいて一筋の涙を流す光景を。

　彼女は一度、貴大に故郷について聞いたことがある。だが、最後に返ってきたのは、「帰ろうとしたけど、帰れなかった」の言葉と苦笑い。その時の彼の瞳ひとみが祖父のそれと重なり、以来、カオルは貴大の故郷について軽々しくは触ふれられずにいた。

　だから、金かね儲もうけのために料理の名前さえ変えてしまうのは──。

　やはり、どうしてもためらわれることだった。

「ば～か、いちいち気にすんなって」

「ひゃっ」

　暗い顔をするカオルの額に、軽くデコピンをお見み舞まいする貴大。

　驚おどろいて顔を上げた少女へ向かって、彼は明るく笑ってみせる。

「屋台料理としてベストってだけで、特に思い入れなんかないから気にすんな」

「だけど……」

「むしろ申し訳ないくらいだ。本当はジパニア米を使いたかったけど、ちょっと思いつかなくってな」

「あ、うん。そっちはいいの。稼いだお金で物産展を開くんだって」

「ならいっか。結果オーライってやつだ」

　そう言い切る貴大からは、悲しみなど感じられない。

　いつもの能天気な彼だ。そう理解できたカオルは、知らず知らず丸めていた背中をしゃんと伸ばして、貴大にデコピンをお返しした。

「うんっ、分かった！」

　そのまま、額を擦さする貴大を置いて、自宅へと走り出すカオル。

　買い物籠かごを胸に抱だき、いたずらっ子のような笑え顔がおで彼に振り返ってみせる。

「じゃあ、約束通りご飯作ってあげるね！　……わたしより、早く着けたらだけど！」

「はぁっ!?」

　啞あ然ぜんとする貴大を置き去りにして走り去ろうとするカオル。気を遣つかったつもりが、逆に気を遣われたことの恥はずかしさを誤ご魔ま化かすためか、いつもの彼女からは考えられないようなやんちゃさだ。

　ため息をひとつつき、苦く笑しようしながら彼女を追い始める貴大。その背の先には、さらに人が集まろうとしているジパニア焼きの屋台が見えた。

　屋台も繁はん盛じよう、私生活も順じゆん風ぷう満まん帆ぱん。カオル＝ロックヤードを中心としたジパニア村の面々の未来は明るかった。




　だが、屋台街は飢うえた獣けものたちの巣そう窟くつ。

　生き馬の目を抜ぬくようなこの場所で、誰かの一人勝ちなど──。

　決して、許されるようなことではなかった。

「大変、タカヒロ！　ジパニア焼きの屋台が、今週だけで十軒けんもできたって！」

「なにぃっ!?」

　ジパニア焼き登場から二週間。

　屋台街にはジパニア焼きの店が増えて、それぞれが元祖だ、本家だと名乗り始めた。

　そんな屋台が雨後の筍たけのこのように増えていく。美味おいしい汁を吸ってやろうと、我われも我もとジパニア焼きを模も倣ほうし始める。

「くそーっ！　対策会議だーっ！」

「うんっ！」

「「「おおうっ！」」」

　むきになって立ち向かう貴大。

　彼を支え、助けになろうとするカオル。

　そしてノリと勢いで生きているジパニア村の男衆も加わって、今まさに「第一次ジパニア焼き戦争」の幕が上がろうとしていた。
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「【フォースエッジ】！」

　王立学園の地下深く、学園迷めい宮きゆうの最深部にて、スキルの発動宣言が木霊こだました。

　直後、目にも留まらぬ速さで翻ひるがえる細身の両りよう刃ば剣けん。魔力によって輝かがやく剣は、幾いく筋すじもの軌き跡せきを残して敵へと迫せまった。

　しかし──。

『【フォースエッジ】』

　甲かん高だかい音と共に、必殺と自負していた剣が防がれてしまう。

　よりによって同じスキルで。まったく同じ太刀たち筋すじで、わざとらしく、合わせるように弾はじかれてしまったのだ。

『ふふふ……もうお終しまいですか？』

　石造りの部屋に響ひびく笑い声。

　起死回生の一いち撃げきを造作もなく返され、フランソワは思わず後退していた。

（まさか、まさか学園迷宮最後の魔物が、このようなモノだったなんて……！）

【フォースエッジ】だけではない。

　ありとあらゆる攻こう撃げきが、目の前の魔物には通用しなかった。

　まるで心のうちを読まれているかのようだ。先の先まで見通され、掌てのひらの上で踊おどらされているような気持ちにもなる。

　いや、それもある意味では当然なのだろう。

　なぜなら相手は──学園迷宮の奥で待っていた魔物とは──。

『そろそろ、私わたくしから攻せめてもよろしくて？』

　細身の剣を優ゆう雅がに振ふるい、ロールがかかった金きん髪ぱつを揺ゆらしながら、ゆっくりと距きよ離りを詰めるひとりの少女。

　彼女には敵かなわない。彼女には手の内がすべて見られている。

　なぜならそれは、自分と同じ顔を持つ相手だったのだから──。
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「タカヒロさん、いよいよですね」

「そうだな」

　中級区のパブにて、貴たか大ひろとエリックは酒飲み話に興じていた。

　彼らが話すことといえば、それはもちろん学園のことだ。彼らはあることの記念にと、月曜の夜だというのに繁はん華か街がいへとやってきていた。

「まさか一年Ｓ組の生徒たちが、こんなにも早く最下層に到とう達たつできるなんて」

「なんだかんだで順調だったよな」

「みんな言ってましたよ。タカヒロ先生のおかげだって」

「いや、あいつらがやたら頑がん張ばったからじゃねえか？」

「またまた～、謙けん遜そんは悪い癖くせですよ、タカヒロさん」

　そう言って、笑いながら貴大の肩かたを突つつくエリック。

　ジョッキの半分も飲んでいないのに、この童顔の青年は、何やら妙みように機き嫌げんが良くなってしまっている。それは彼がアルコールに弱いということもあったが、しかし、決してそれだけではなかった。

（本当に良かった）

　彼は来春、別のクラスを受け持つことになっている。

　Ｓ組の生徒たちは、より高度な知識、経験を持つ教師に教えられることとなる。

　その前に良い結果を残せたこと、そして生徒たちの力になれたことは、本当に良かったとエリックは思っていた。

　自分のような若じやく輩はい者ものが、優ゆう秀しゆうな教師陣じんに肩を並べていいものなのか──。

　ずっと悩なやんでいたことにようやく一区切りがつきそうだ。

　そこにアルコールが入れば、気が緩ゆるむのも仕方がないことだと言えた。

「でも、確かにクラスのみんなも凄すごいですよねえ。一年生のうちに学園迷宮を制せい覇はしてみせる、だなんて、なかなか言えることじゃありません」

「あれ、本当は卒業試験にするつもりだったんだろ？」

「はい。学園迷宮の攻略進度、および実際の戦い方を見て、最終的な成績をつけようとしていたようですが……フランソワさんなんて、『今日のうちにも攻略を終えます』なんて豪ごう語ごしてましたよ」

「ああ～、いかにもあいつが言いそうなことだな」

「ですよね？　ふふっ」

「ははは！」

　大だい公こう爵しやく家けのご令れい嬢じよう、そのつんとすました顔を思い浮うかべたのか、貴大とエリックはそろって笑い声を上げた。パンパンと膝ひざを叩き、あるいは口元に手を当てて、優秀過ぎる生徒のことを思う。

　しかしそれも束つかの間、すぐにもエリックは神妙な顔つきになってしまう。

　それを訝いぶかしむ貴大へ、エリックはためらいながらも口を開いた。

「フランソワさんはそう言っていますが……僕たち学園の教師たちは、一年Ｓ組の生徒たちが学園迷宮を制覇することは難しいと考えています」

「え？　なんでだ？」

「もちろん、時間をかければ可能でしょう。しかし年度内は難しいかと。もちろん、今日明日だなんて不可能だと思います」

「ええ？」

　釈しやく然ぜんとしない貴大。

　それもそのはず、生徒たちはこれまで快進撃を続けてきたではないか。

　壁かべにぶつかることはあったが、そのたびにこれを乗り越こえてきた。

　そんなエリートクラスの生徒たちが、最後の最後で行き詰づまる？

　なんとも不思議な話だった。

「タカヒロさん。タカヒロさんはあの迷宮の主が何なのか、ご存知ないのですか？」

「いや、知らんけど」

「そうだったのですか？」

「ああ。俺はほら、生徒に合わせていっしょに潜もぐるだけだから」

　というのは建前で、実際は迷宮を下るのが面めん倒どうだっただけだ。

　そうとも知らないエリックは、合が点てんがいったようにうなずくと、

「なら、まだ主には会っていないのですね」

　と言って、ぶるりと震ふるえた。

　その青ざめた顔、強こわ張ばった体に、隣となりに座る貴大まで緊きん張ちようしてしまう。

「な、なんだ。やけにもったいぶるな。そんなにスゴイのがいたのか？」

「はい、それはもう。伝説級の魔ま物ものが潜ひそんでいましたよ」

「伝説級の!?」

　まさか、人造迷宮にそのようなものがいるわけがない。

　しかしエリックの顔はいたって真剣で、どうやらそれは本当の話のようで──。

「あのですね。実はあの迷宮にはですね……」

「ふむふむ」

「最深部の部屋に、例のあれがいまして……」

「ええ……!?」

「もちろんあれです。英えい雄ゆう譚たんにも出てくる……」

「マジかよ……！」

　耳打ちして話す伝説級の魔物。

　その正体を知るうちに、貴大の顔には驚おどろきや納なつ得とくが浮かんでいった。

　そしてひとしきり話を聞いたところで、貴大はふうと息を吐はき出して言った。

「そうか、あれかぁ……それだと、ちょっとキツイかもな」

「ですよね……ここまで順調だった分、挫ざ折せつの反動も大きいでしょうね……僕は、それがどうにも心配で……」

　それきり、ふたりは黙だまり込んでしまった。

　よりによってあれが相手では、掲かかげた目標も到底叶かなわないだろう。

　そのことを思うと、どうしても暗い気持ちになってしまって──。

「まあ、あいつらを信じようぜ」

「…………」

「腐くさってもエリートなんだ。今回もどうにかするだろうさ」

「……そう、ですね」

　握にぎりしめていたジョッキをテーブルに置き、ゆっくりとうなずくエリック。

　彼もまた、信じていたのだ。一年Ｓ組の生徒たちの底力を。




　同時刻、学園迷宮最深部。

　件くだんの迷宮のボスの間で、今、ひとつの戦いが終わろうとしていた。

『初めの威い勢せいの良さはどこへ行きましたの？』

「くっ……！」

『案外、だらしがないですのね。うふふ……』

「私の顔で、それ以上囀さえずらないでっ！」

　実習服のベルトからナイフを引き抜ぬくと、それを鋭するどく投とう擲てきするフランソワ。

　同時に彼女は駆かけ出して、手にした杖つえを構え詠えい唱しようを始める。

　だが、通じない。あの魔物には何も通じない。

　魔物は笑いながら前に出ると、フランソワの腹に蹴けりを叩たたき込んだ。

「かは……っ！」

　ブーツの爪つま先さきがめり込んで、たまらず体を丸める少女。

　だが彼女はそこで動きを止めるようなことはしない。

　歯を食いしばり、横手に転がった彼女は、その勢いを利用して立ち上がった。

　まだだ。まだ終わっていない。自分もやられてばかりではない。

　今が反撃に転じるときだ。剣けんを取り、魔法を放ち、貴族の誇ほこりを見せるとき──。

『【フレイム・スフィア】』

「………………っ！」

　顔を上げたフランソワが見たものは、赤く輝かがやく灼しやく熱ねつの火球だった。

　あのわずかな時間で発動したのだ。自分が使おうとしていたスキルを。必殺の威力を持つとっておきの魔法を！

「ああああああっ！」

　雄お叫たけびを上げて防ぼう御ぎよ魔法を展開しようとするフランソワ。

　だが、間に合わない。やはり一手及およばない。最後まで諦あきらめなかった少女は、しかし、火球に吞のみ込まれて消えていった。

『うふふ……』

　残ったのは偽にせ物もののフランソワの方だった。

　彼女は本物がいる場所、地上の帰き還かん門がある方角を見上げ、面おも白しろそうに微笑ほほえんでいる。

『久しぶりの挑ちよう戦せん者だと思ったら、とんだ肩かた透すかしでしたわ』

　整った顔。凛りんとした姿。

　貴族の誇りを体現するかのような金色の髪かみを持つ少女。

　フランソワ・ド・フェルディナン。学年筆頭の生徒と同じ姿をして、学園迷めい宮きゆうの主はひとり、誰だれにともなくささやき続ける。

『まったく、最近の若者は……おっと、いけませんわね。これでは歳としを取ったと馬ば鹿かにされてしまいます』

　くすくすと笑う迷宮の主。

　彼女は十メートル四方、飾かざり気けのない部屋の中心で、ゆっくりとその動きを止めた。

『さあ、次のお相手はどなたかしら？　精々、楽しませてくださいね』

　そう言って口を閉じる魔物。

　やがてその姿はぼやけ始め、ノイズが走ったように乱れだし──。

　ついには消え失うせ、そこにはもう何も残ってはいなかった。
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「君たちも身にしみて分かっただろう。あれがオルター・エゴ。かつて勇者アンジェロすら苦しめた恐おそろしき魔物だ」

　フランソワに続き、挑いどんだ生徒全員が敗れ去った次の日。

　一年Ｓ組の教室では、エリックが迷宮の主について講義をしていた。

　まだ敗北を引きずっているのだろう。その名前を聞いただけで強張る生徒を心配しながら、それでもエリックは話を続ける。

「能力をコピーする魔物は数あれど、中でもオルター・エゴは最悪の部類です。なぜだか分かりますか？　ヴァレリー君」

　エリックの問いに赤毛の少年が立ち上がった。

　騎き士しの家系でありながら、今日はいまいち精せい彩さいに欠けるヴァレリーは、暗く沈しずんだ声で説明を始める。

「はい……オルター・エゴは能力だけではなく、元となった人物の記き憶おく、思考パターン、癖くせに至るまで、すべてを模写するからです。結果として、攻こう撃げき、防御、回かい避ひ、ありとあらゆる行動の先を読まれます」

　そこまで述べて、力なく腰こしを下ろすヴァレリー。

　生気が失せた彼の様子は、他ほかの生徒と変わりのないものだった。

「そうだね、オルター・エゴの最大の特とく徴ちよう。それは記憶や人格までコピーできるということだ。付け加えるなら装備品までコピーして、君たちが苦労して覚えたスキルや魔法さえも使いこなす」

　そう、生徒の中には特別な装備を持つ者がいた。

　家に伝わる魔法を身につけた者もいれば、一子相伝の技わざを習得した者もいる。

　それを以もって、彼らは破竹の勢いで学園迷宮を攻略していたのだが──。

　最後の最後、彼らに牙きばをむいたのは頼たよりにしていた剣や魔法だった。

（あんなの反則だ……）

　ヴァレリーもまた、そうして負けた者のひとりだ。

　家宝の槍やりをコピーされ、鍛きたえ上げた槍そう術じゆつも模も倣ほうされ、それを存分に受けてしまった。

（どうやって勝てっていうんだ）

　何をしても真似まねされる。どう動いても対策が取られる。

　魔物事典には「己おのれに打ち勝つ知ち恵えと力が必要」と書かれているが、自分が強くなればなるだけ、相手もまた強くなるのだ。自分に勝つとはよく聞く言葉だが、それを実じつ践せんするのがこんなに難しいことだとは思わなかった。

「先生、勝てるんですか？」

「はい？」

「あの魔物に勝つことはできるのでしょうか……？」

　ひとりの男子生徒から泣き言のような言葉が漏もれた。

　しかし、それは１Ｓの総意だ。そもそも論として、オルター・エゴに勝つことは可能なのだろうか？　あの、自分よりも自分らしい魔物に──。

「はい、勝てます」

「えっ……？」

「君たちなら、必ず」

　きっぱりと言い切る言葉だった。

　控ひかえめなエリックには珍めずらしい、力強い肯こう定ていだ。

　そこに自分たちへの信しん頼らいを感じ取り、生徒たちはうつむけていた顔を上げる。

「この世界に倒たおせない魔物などいません。それはオルター・エゴも同じ。君たちが無敵と感じている迷宮の主は、攻略可能な相手なのです」

「し、しかし、先生！　俺たちは実際に……！」

「教師陣じんの中には迷宮を制せい覇はした方がいます」

「っ！」

「そして私も、先日、オルター・エゴを倒しました」

「ええっ!?」

　エリックは見るからにインドアな青年だ。

　細い体は実戦に向かず、幼い顔には気弱さが見て取れる。

　そのエリックがあの魔ま物ものを倒したというのか。この教室の生徒、誰一人として歯の立たなかったオルター・エゴを！

「私にできて君たちにできない道理はありません。一度の敗退でくじけることなく、何度でも挑戦してみてください」

　エリックはなおも生徒たちに語りかけていた。

　しかし当の相手は、驚きのあまり、ただただ呆ぼう然ぜんとするのだった。




（エリック先生と私の違ちがい……それは、何？）

　その日の放課後、生徒たちは学園迷宮に潜もぐっていた。

　各階と地上を繫つなげるポータルゲートを抜け、訪おとずれたのは地下三十階。

　石組みの廊ろう下かと、壁かべに埋うめ込まれた魔石の灯あかり。シンプルな通路を抜けた先に、件のオルター・エゴはいた。

『こんにちは。挑戦者ですか？』

「はい、そうです」

『わかりました。それでは始めましょう』

　とび色のポニーテール。実習服の下に穿はいたスパッツ。

　両手には指ぬきグローブをつけ、口はきりりと結ばれている。

　彼女の名はベルベット・ライン・ランジュー。首席のフランソワ、次席のヴァレリーに次ぐ一年Ｓ組の実力者だ。

『では、参ります！』

「はっ！」

　ベルベットは武道家然とした少女だ。

　実直で虚きよ飾しよくを嫌きらい、時間の無む駄だになるようなことはしない。

　それを忠実にコピーしたのか、オルター・エゴは早さつ速そく突とつ撃げきをしかけてきた。無手でこれを迎むかえ撃うち、油断なく構える凛り々りしい少女。

　ベルベットに隙すきはない。

　揺ゆれない心、身についた技術でいつも敵を討うってきた。

　しかしそれはオルター・エゴも同じなのだ。同じ構え、同じ表情をする魔物を相手に、ベルベットはこの上ないやりにくさを感じていた。

『はああっ！』

「うくっ！」

『やあっ！　はっ！』

「この連係は……っ！」

　正せい拳けん突づきから始まる、手刀、蹴けりを交えた攻撃。

　これはつい最近ものにしたばかりの動きだ。朝晩の自主練、たゆまぬ鍛たん錬れんによって身につけた連係技。それさえ再現する魔物に内心舌を巻き、しかし平常心は失わず、ベルベットはお返しとばかりに足技を放った。

「はああああっ!!」

　薙なぎ払はらうような下段の回転蹴り。

　そこから繫げる、下から跳はね上げるような後ろ突き蹴り。

　これは当たる。当たるはずだ。下段を避よけても、放つ二の矢はかわせない──！

『くっ！』

　当たった。蹴りが当たった。

　ベルベットの予想通り、ふたつ目の蹴りが命中した。

　十字に組んだ腕うでで防ぼう御ぎよはされていたが、自分の攻撃が確かに届いた。

　それは紛まぎれもない事実だった。

（やはり）

　この魔物は自分なのだ。

　自分ならかわせない攻撃を、この魔物は避けることができない。

　可能、不可能も自分と同じ。オルター・エゴはベルベット・ライン・ランジューを完かん璧ぺきに写し取っている。

（なら、なぜ？）

　どこで差がつくというのだろう。

　まったく同じなら勝ち目もあるはず、しかしオルター・エゴは自分より強い。

　そこに何の違いがあるというのか。なぜ生徒たちは勝てないのか。

「ふっ！」

『はああっ！』

「ここっ！」

『甘いっ！』

　徒手空拳で相手に挑み、巧たくみな体たい捌さばきで懐ふところに潜り込む。

　それがベルベットの戦い方だ。至近距きよ離りから放つ体術の連打、それが彼女の基本的な戦法だ。しかし、それが通じないというのなら──。

（ならばっ！）

「【クレッセント・キャリバー】！」

　腰から剣けんを抜ぬき放ち、三日月を描えがくように横薙ぎに振ふるう。

　これが《グラディエーター》職の真骨頂だ。体術と剣術の融ゆう合ごう、それがベルベットの最大の武器なのだ。

　剣を抜いてからが彼女の本番。ベルベットの放つ切り札は、無防備なオルター・エゴへと吸い込まれていき──。

『【クレッセント・キャリバー】！』

「なっ……!?」

　また新しい驚おどろきがあった。

　背面跳とびのように舞まい上がり、とんぼを切った魔物が、空中で【クレッセント・キャリバー】を放ってきたのだ。

　このような技、ベルベットは知らない。

　自分があのように動けるだなんて、彼女は思いもしなかった。

（本当に私なの……っ!?）

　驚きによって硬こう直ちよくする体。迫せまり来る銀色の刃やいば。

　慌あわてて身をよじり、これを避けようとしたものの、

「くううっ！」

　一いつ瞬しゆん反応が遅おくれてしまった。

　ほんのわずか、回かい避ひが間に合わなかった。

　だから魔物の剣をその身に受けて、ベルベットは転移の光に包まれて──。




（未熟でした）

　まだ傷口がズキズキ痛む。

　人造迷めい宮きゆうに備わった救命機能、それでも追いつかない傷が肩かたに残っている。

　それを包帯の上から撫なでながら、ベルベットは今日のことを思い出していた。

（まさか、虚きよをつかれるとは）

　まったく未熟だった。

　相手は自分、自分の能力をコピーした魔物だ。

　だから自分が知らないことなどするはずがないと──そう思い込んでしまった。

（だけど……）

　ある意味では収しゆう穫かくだった。

　自分はあのような動きもできるのだ。あれほどのことができるのだ。

　それが分かったことは、かえって幸運だったかもしれない。生き真面目まじめなベルベットはそのように考えていた。

「しかし、負けてばかりもいられませんね」

　包帯の上から上着を羽織ると、ベルベットは自宅の庭に出た。

　王貴区にある侯こう爵しやく家けの屋や敷しき。ランジュー家の王都の住まいには、ベルベットの希望により巻き藁わらが備え付けられていた。

「ふぅぅぅぅ～～……」

　巻き藁を正面に構え、精神集中。

　空気も凍こおりつくような一月の夜、ベルベットは白い吐と息いきを長く出し、それから無心に巻き藁を突き始めた。

「せいっ！　はあっ！　せいっ！　はあっ！」

　右、左、右、左と、拳こぶしを交こう互ごに叩たたき込んでいく。

　何度も何度も正拳突きを繰くり出して、それを何度も何度も繰り返す。

　これが彼女の日課だ。ベルベットは朝晩、欠かさずこれをやっている。

「やあっ！　はっ！　せいっ！　はあっ！」

　冬場は寒く、拳は突くほどに痛みを感じる。

　それでもこれが続いているのは、すればするほど雑念が消えていくからだ。

（二度目の敗北。未熟な自分。立ちふさがる壁）

　それらすべてが些さ細さいなことに思えてくる。

　何度でも挑いどめばいい。もっと強くなればいい。そんな気持ちが心の底から湧わいてくる。

　しかし、実際にどうすればいいのか。どのように動けばいいのだろうか。それを考えると、どうにも拳の切れが鈍にぶって──。

「はっ、はっ……ふぅ……」

　百回、二百回と打つうちに、段々と疲つかれが出てきてしまった。

　考えにも雑念が戻もどってくる。全身から汗あせも噴ふき出してくる。それをタオルで拭ぬぐいながら、ベルベットは夜空に浮うかぶ満月を見上げた。

「先生方は、どうやって乗り越こえたのでしょうね……」

　エリックだけではない。学園迷宮を制せい覇はしたという教師たち。

　それに実習担当のサヤマ先生だ。昼ひる行燈あんどんのような風ふう体ていで、しかし、底知れない実力を持つ彼は、いったい、オルター・エゴをどう攻こう略りやくするのだろう。

　スマイル・ピエロをそうしたように、あの魔ま物ものも一撃で屠ほふるのだろうか。

　それともまた別の手を使い、危あやうげなく勝利するのだろうか──。

「いけない。まずは自分のことですね」

　考えている間にすっかり体が冷えてしまった。

　他ほかの人がどうではない。今回は自分との戦いだ。

　たとえコピーされるのだとしても、まず自分を高めること。

　それが武骨な自分にできることなのだとベルベットは考えた。
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「なに？　オルター・エゴを倒たおせた生徒が、まだ出ていないだと？」

　週明けの王立学園、一年Ｓ組の教室で、エルゥは愕がく然ぜんとした声を出した。

「この一週間、君たちは何をしていたのだね？」

　続けて、信じられないとばかりに問いかけるエルゥ。

　生徒たちが迷宮最深部に到とう達たつし、それだけの時間が経たっている。

　順番待ちをする必要があるが、すでに全員が二回、三回と戦う機会が持てただろう。

　それなのに倒せなかった？　誰だれも？　誰一人として？

「いやはや、参ったね」

　エルゥはこの日、オルター・エゴについて話そうと思っていた。

　生徒たちと意見を交かわし、あの特異な魔物について知識を深める。そのために資料を用意して、わざわざここまでやってきたのだ。

　だというのに、まだ倒せていません、倒し方も分かりませんとは──。

　お話にならないとはこのことで、エルゥは頭痛を感じて顔をしかめた。

「なぜ倒せないのだね？　あの魔物は事典にも載のっている。君たちは魔物学の授業も受けているだろう。それなのに、なぜ？」

　心底不思議そうなエルゥを、生徒たちは複雑な心境で見つめる。

　この黒くろ髪かみのエルフは天才だ。王国に囲い込まれ、貴族も平へい伏ふくして知ち恵えを求める賢けん人じん。

　そんな人ならオルター・エゴも倒せて当然だ。きっと自分たちには思いもつかない方法で、あっさりと倒してしまうのだろう。

　しかし、自分たちにはそれができない。

　本物の天才にはまるで及およばず、それがまた生徒たちを悔くやしくさせた。

「Ｋ・Ｊ・オルテットの『魔物大全』は読んだかい？　ブロム卿きようの『模写・模も倣ほう能力に関する考察』は？　まさか『勇者アンジェロの冒ぼう険けん譚たん』を読んでいない者はいないだろう。そこにオルター・エゴの倒し方は書かれていたはずだ。フランソワ君？」

　エルゥは眼鏡めがねに手を当て、いくつかの書しよ籍せきや論文の名前を挙げる。

　そして彼女に呼ばれたフランソワは、立ち上がり、その小さな口を開いた。

「はい、先生。それらには一いつ貫かんして、己おのれに打ち勝つ知恵と力が必要と書かれています」

「その通りだ」

　エルゥはようやく満足そうにうなずいた。

　黒板の前をこつこつと歩き、論文をそらんじるように彼女は語る。

「その通りだよ、フランソワ君。恐おそるべきコピーモンスター、何もかもを模写する怪かい物ぶつは、己に打ち勝つ知恵と力で対処する」

「待ってください、先生。それは根本的に誤りだと考えます」

「む、それはどういうことだね？」

　気持ちよく語っていたところをフランソワに遮さえぎられた。

　しかしエルゥは逆に興味深そうにすると、あごをしゃくり、話の続きをうながした。

「己に打ち勝つ知恵と力を持ったところで、相手はそれを写し取ります。私わたくしたちがいくら自分を高めても、それは相手を強くするだけなのです」

「だから意味がないと？　本や論文が間ま違ちがっていると？」

「そのように考えます」

「分かってないね」

　エルゥは鋭するどい目でフランソワを見た。

　そして教室をぐるりと見回し、生徒たちに言い聞かせるように話を始める。

「相手と同条件なら君たちが負けているのはなぜだ？　そこにどのような違いがある？　勝敗がつく以上、そこには必ず優ゆう劣れつが存在するんだ。ならば、その要素はなんだ？　相手にあって君たちにないものとはなんだ？」

「自分に打ち勝つ知恵と力……？」

「違う！　違う違う違う！　何も分かっていない！　それは君たちだけに必要なものだ！　君たちが勝つための必ひつ須す条件なんだ！」

　長い黒髪を振ふり乱し、エルゥはもどかしげに身をよじる。

　そして教きよう卓たくに両手を叩きつけ、彼女は生徒たちをぎろりとにらみつけた。

「オルター・エゴとは君たちそのものだ。あの魔物は完かん璧ぺきな君たちだ。そしてそれに打ち勝つには……まず、自分をよく知る必要がある」

　それだけ言い残すと、エルゥは腹立たしげに教室を去っていった。

　まだ鐘かねは鳴っていない。授業時間は残っている。実にマイペースなものだと、生徒たちは呆あきれ顔がおになりながら──。

（自分をよく知る……？）

　その言葉について考えてもいた。




（俺？　俺ってなんだ？　俺はどんなやつなんだ？）

　考えながら通路を行く。

　迷宮に足音を刻みながら、少年は自分について考え続ける。

（俺は騎き士し。ダントリク家の息子むすこ。そして騎士職、《パラディン》ジョブ）

　言われるまでもないことだ。

　ヴァレリー・ダントリクは赤毛の騎士。

　騎士団長を父に持つ、不ふ撓とう不ふ屈くつの《パラディン》だ。

（そんな俺に勝つためには、何が必要なんだ……？）

　単純な腕わん力りよくではないだろう。

　特別なスキルでさえないはずだ。

　相手は自分、自分自身。オルター・エゴに勝つためには、そのようなものが必要だとはとても思えなかった。

（なら、なんだ？）

　腕力でもない。スキルでもない。高価な装備でももちろんない。

　自分に勝つために、今のヴァレリーに必要なもの。

　それは──。

（勇気だ!!）

　学園迷宮最下層ボスの間。

　そこに潜ひそむ迷めい宮きゆうの主を前にして、ヴァレリーは剣けんと大盾たてを投げ捨てた。

『ほう？』

　代わりに取り出したのは、身の丈たけを超こえるほどの巨きよ大だいなランス。

　わざわざ担かついで持ってきたそれを、ヴァレリーは両手で強く握にぎりしめる。

『そうくるか。いいだろう』

　腰こしを落として槍やりを構える少年に対し、魔物もまったく同じ構えを取った。

　まるで鏡に映った自分のようだ。この鏡像のような魔物は、相手が得物を変えようとも関係がない。

　同じように武器を取り、同じように構えてみせる。

　それがオルター・エゴなのだとヴァレリーも重々承知していたが──。

　しかし、問題ない。相手がどう動こうが、彼がすることに変わりはない。

（俺の体には騎士の血が流れている）

　先祖代々、脈々と受け継つがれた騎士の血。

　そこに宿るものは勇気の力だ。民たみを守り、外敵を退ける騎士の勇気だ！

「【オース・オブ・ナイト】！」

　身体能力を上じよう昇しようさせるスキル。

　その赤い光に包まれて、同じ光を発する敵を見る。

　ヴァレリーの写し身は精せい悍かんな顔でこちらを見ている。目の前の敵を倒すという気き迫はくに満ち、その構えはゆるぎない。

　あれは理想だ。ヴァレリーが思い描えがく完璧な形。

（それを超えるには……！）

　勇気だ。勇気を持って現実を認める必要がある。

　今の自分は相手に劣おとる。完璧な自分には及ばない。

　それを認め、なお立ち向かう勇気を持たなければならない。

　あの隙すきのない姿を、むしろ誇ほこりに思わなければならない。

（あれもまた、俺なのだから）

　ヴァレリーはそう考えていた。

「いくぞおおおおぉぉぉぉぉぉっ!!」

　深呼吸ののち、ヴァレリーは相手に突とつ撃げきをしかけた。

　小細工は弄ろうさない。一直線に駆かけ、ランスを突つき刺さす。

　相手が同じことをしていても関係ない。両手にしっかりと力を込めて、敵の体にぶつかることだけを考える。

『うおおおおおぉぉぉぉぉぉぉっ!!』

　防ぼう御ぎよはしない。弾はじかれてもひるまない。

　赤いオーラの尾おを引いて、二度、三度と繰くり返し突撃する。

『どうした、俺！　いつもの俺らしくないじゃないか！』

「おかげさまでな！」

　オルター・エゴは笑っていた。

　同じ顔の自分も笑っていたかもしれない。

　こんな戦い方、まるででたらめだ。《パラディン》の仕事は防御すること。盾と鎧よろいで自分と仲間を守ること。それなのに、こんな騎兵の槍を持って、馬ば鹿かみたいに迷宮内を駆け回って──。

　だが、それが不思議と気持ちよかった。

　何かが変わったような、そんな気持ちを確かに感じた。

「これが成長ってやつかもなぁ！」

『どうかな？　頭に血が上ってるだけかもしれんぞ！』

「なら、試ためしてみろ!!」

　またもランスを構えるふたり。

　騎士の誓ちかい、【オース・オブ・ナイト】の効果はまだ続いている。

　赤いオーラが炎ほのおのように、赤毛の少年を包んでいる──。

「おおおおおおおおっ！」

『おおおおおおおおっ！』

　裂れつ帛ぱくの気合いと共に、ヴァレリーたちは一ひと際きわ強く床ゆかを蹴けった。

　そして部屋の中央、同じタイミング、同じ動作でランスを突き出して──。

　一撃必殺の威い力りよくをもって、互たがいの体を貫つらぬいた。

「…………」

『…………』

「……俺の、勝ちだ」

『……いいや。引き分けだ』

「そう、だな……そうだ……」

　崩くずれ落ちるヴァレリー。

　深手を負った彼は、即そく座ざに回復魔ま法ほうの光に包まれ、やがて地上に転送されていった。

　その場に残ったのは鏡像の方のヴァレリーだ。しかし、彼の腹部にもまた、深々とランスが突き刺さっている。

『……見事だ』

　致ち命めい傷しようを負いながら、それでも微笑ほほえむオルター・エゴ。

　彼は満足そうに目を閉じると、そのまま薄うすれ、消えていった。

　それはヴァレリーの勝利ではなく、引き分けという結果ではあったが──。

　同時に、確かな前進を意味するものでもあった。
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　その日も朝から寒かった。

　一月下げ旬じゆん、気温はますます下がるばかりで、春の到とう来らいは未いまだに遠い。

　先日などは雪が降り、それが積もって除雪作業に駆り出されたくらいだ。

　こんな日は炬こ燵たつでごろごろするに限る。そう考えた貴大は、今日一日、怠たい惰だに過ごそうと考えていたのだが──。

「…………」

「…………」

「……………………」

「……………………」

（重苦しい……っ！）

　沈ちん黙もくに耐たえかねて、貴大はこっそりとため息をついた。

（なんでこいつがここにいるんだ？）

　彼の家の居間、そのテーブルの向かいにはフランソワが座っていた。

　何やら思いつめた顔で、先ほどからずっと黙だまりこくって、ユミエルが出したお茶にも口をつけていない。いつも余よ裕ゆうのある彼女とは大おお違ちがいだ。そのただならぬ様子に、貴大もなかなか声をかけられずにいた。

「先生」

「お、おう」

「先生。私わたくしたちは未熟なのでしょうか？」

「なんだよ、藪やぶから棒に」

　ようやく口を開いたと思ったらこれだ。

　突然の問いかけに、しかし、貴大には思い当たることがあった。

「あー、あれか。オルター・エゴはまだ」

「はい。倒たおせていません」

　唇くちびるを嚙かむフランソワ。

　彼女は悲痛な表情で、最近の悩なやみ事ごとについて語りだす。

「先生、私はこう思っていたのです。オルター・エゴなど、しょせんは偽にせ物ものだと。猿さる真似まねしかできない下等な魔物で、私たちであれば容易たやすく倒せる相手なのだと」

「だけど、なあ」

「はい。結果は連戦連敗。唯ゆい一いつ、ヴァレリーが引き分けにまで持ち込みましたが……それだけです」

　フランソワはそこで言葉を止め、辛つらそうにうつむいた。

　彼女は引き分けることさえできなかったのだ。普ふ段だん、偉えらそうなことを言いながら、結果らしい結果を出すことができなかった。一度限りの戦いならまだしも、それが二度、三度、四度と続き、五度目も敗れ、地を這はった。

「私はもう、本当に、本当に自分が情けなくて……」

「いや、そんなに気にするなって。あれは特別な魔物なんだし」

「ですが、私、すぐにも倒せると豪ごう語ごしていて……」

「うっ……」

　そういえばエリックが話していた。

　フランソワは「今日中にも攻こう略りやくしてみせる」と大おお見み得えを切ったのだと。

　さぞかし立派なドヤ顔だったことだろう。失敗することなど微み塵じんも考えていなかったはずだ。さもありなん、彼女はこれまでに快進撃を続けていて、驚きよう異い的な勢いで学園迷宮を攻略してきたのだ。

　自信というよりはむしろ確信。迷宮攻略のノウハウを身につけ、新しいスキルも使いこなせるようになった自分に敵はいない。学園迷宮に限っての話ではあるが、彼女は本当にそう信じていたのだ。

　それがまさかの惨ざん敗ぱいで、天てん狗ぐの鼻も折れようというものだった。

「先日など、うちのお父様が一度の挑ちよう戦せんで成功しまして」

「うっ」

「学園の卒業生の方も、何人かオルター・エゴを倒せた方がいまして」

「ううっ」

「なのに私たちは未だにゼロ。ふふっ、滑こつ稽けいでしょう？」

「うううっ……!?」

　フランソワはおどけた風にそう語るが、その瞳ひとみは泥どろのように濁にごっている。

　心身ともに疲つかれ果て、自信や誇りを失ってしまったのだろう。よく見れば目の下にはくまがあり、それを化け粧しようで隠かくしているところが痛々しかった。

「周囲の期待を裏切ってばかりで、私はお世話になった方々に顔向けできません。私たちを鍛きたえてくださった先生にも、申し訳ない気持ちでいっぱいで……」

　それきりフランソワは口を閉じてしまった。

　本当に申し訳なく思っているのだろう。それに情けなくも感じているはずだ。

　有言実行で通してきた自分が、まさか大たい言げん壮そう語ごを吐はくことになろうとは。増ぞう上じよう慢まんとはこのことで、調子に乗った自分を思うと顔から火が出そうだった。

　しかし、貴大はそれも仕方のないことだと思っていた。

　フランソワたちはこれまで順調に進んできたのだ。その過程に噓うそはなく、努力や実績にも偽いつわりはなかった。

　ただ、最後の相手が特とく殊しゆ過ぎただけのこと。

　貴大はそのように考えていた。

「まあ、どうにかなるんじゃねえか？」

「えっ……？」

「なんだかんだでこれまで頑がん張ばってきたんだからさ。時間はかかるだろうけど、きっと今回も上手うまくいくって」

　それが貴大の本心だった。

　励はげましやおためごかしではなく、彼は心からそう思っていた。

「あれを倒すのは難しいだろうけどさ。お前らならできるよ」

「先生……」

「それでも無理そうなら、この言葉を思い出せ」

「な、なんでしょう？」

　まさか必勝の策でもあるのだろうか。

　聞きたい。いや、聞けない。エリートクラスの首席たるもの、テストを答案から見るようなことはできない。

　いや、でも、しかし、行き詰づまっているのは確かなことで、だけどもカンニングはいけないことで──。

「いいか、よく聞けよ」

「はいっ」

　迷っている間にタイムリミットが来てしまった。

　ということにしておいて、貴大の言葉に耳を傾かたむけるフランソワ。

　どうしてもオルター・エゴに勝てない彼女に、貴大が送るアドバイスとは──。

「あいつに勝つために必要なもの。それは」

「それは……？」

「自分に打ち勝つ知ち恵えと力だ」

　フランソワは、椅い子すに座ったまま器用にずっこけた。

「あ、あの、先生。それはもう、知っています」

「え？　なんだ、そうなのか？」

　エルゥからも聞いたし、エリックからも聞いた。

　父親にも聞かされたし、ＯＧ、ＯＢにも同じことを言われた。

　この二週間で耳にタコができるほど聞いた言葉。それが貴大の秘策だなんて、期待した分、落らく胆たんも大きかった。

「自分に打ち勝つ知恵と力ですね？　それはもう、何度も聞かされています」

「まあ、本にも載のってる言葉だもんな」

「そうですね。事典や論文にも書かれていました」

「ああ、やっぱな」

　そう言って気まずそうにする貴大。

　意外や意外、彼も抜ぬけたところがあったのだ。そこに少し好感を抱いだきながら、フランソワは小さくくすくすと笑って──。

「いや、だとするとなんでだ？」

「え？」

「そこまで知ってるなら、勝てなきゃおかしくないか？」

　突とつ然ぜんの疑問。投げかけられる問い。先ほどとは一転、不思議そうにする貴大に、フランソワは逆に慌あわててしまう。

「い、いえ、先生。私たちも頑張ってはいるのですが、なかなか至らず」

「頑張る？　どんな風に頑張ってんだ？」

「そ、それはもう。より強く、洗練された動きを意識して……」

　そうでなければ完かん璧ぺきな鏡像には勝てない。

　理想に近い形で動くもうひとりの自分。それを破るために、フランソワはより完璧な形を目指し、オルター・エゴと刃やいばを重ねて──。

「あ、ああ……ああ、ああ、はいはい」

「…………？」

「そうか、そういうことか。なるほどなあ」

　なぜか貴大はフランソワを置いて、自分ひとりで納なつ得とくし始めた。

　しきりにうなずくと感心し、感心してはまた何度かうなずく。そんな奇き妙みような貴大に、フランソワは遠えん慮りよがちに声をかける。

「あ、あの、先生？　どうされました？」

「いや、感心してたんだよ。よくできてるなあって」

「感心？　何を感心されたのですか？」

「オルター・エゴ……いや、学園迷めい宮きゆうそのものだな」

「学園迷宮そのもの？」

「そう。いや、ほんとよくできてるわ」

　そう言われても、フランソワは何が何やらさっぱりだ。

　どこがどうよくできているのか。それがどうオルター・エゴと関係あるのか。分からないまま固まっていると、それに気づいた貴大が説明を始めてくれた。

「いやな。迷宮って、製作者の意図が出るんだよ」

「製作者の意図、ですか？」

「そう。どんな迷宮にしようと思ったのか。それがどっかに表れるんだよ」

　たとえば宝物を守るための迷宮。

　これは道中、罠わなと魔ま物ものでいっぱいで、なかなか奥に進めないようになっている。

「それに魔物が住み処かとして造った迷宮とかな。あれは迷宮兼けん家だから、なるべく住じゆう環かん境きようのいい構造になってる」

「す、住みよい迷宮ですか」

　そういったものがあることは知っていた。

　しかし、そこにどのような意図が隠されているのかは考えたことがなかった。

（意図。迷宮には意図がある）

　だとすると学園迷宮にもそれがあることになる。

　学園の施し設せつだということは、教育を目的としたものなのだろう。

　生徒を鍛え、導き、成長させるために用意されたものということになる。

（そこから考えると、学園迷宮の意図は……）

　最後の最後まで、順当に戦い方を教えること？

　地下三十階、すべての階を使い、迷宮での戦い方を教えるだけ？

　いや、そんなはずはない。それなら最後の相手が自分だなんて、迷宮である必要性がない戦いになるわけがない。

　だとすると、あの場所に隠された意図とは──。

「まさか……!?」

「気づいたみたいだな」

　にやりと貴大が笑う。

　フランソワは愕がく然ぜんとした表情になる。

　それをまた笑い、貴大は自分が気づいた真実、学園迷宮の意図について語り出した。

「お察しの通りだ。最後の最後、オルター・エゴが用意されているのは」

「自分で自分を否定させるため、ですね？」

「やっぱり賢かしこいな」

　うなずく貴大。

「そうだ、あの学園迷宮は、最後に自分を否定させるためにできてるんだ」

「上層部で基き礎そを学び、中層部で応用力を身につけ、下層部で強敵に立ち向かう」

「それら全部を突破したやつに、『お前なんてまだまだなんだよ』って突つきつけるんだ。まだまだ未熟、ひよっこだってな」

「……はい」

　この二週間、それを痛いほどに思い知らされた。

　オルター・エゴはそのために用意された魔物だったのだ。ただの強敵ではなく、教育的な意図をもって用意された魔物。そんなことさえ思い至らず、フランソワはただ厄やつ介かいな相手だとばかり思っていた。

「オルター・エゴは自分自身なのですね」

「そういうことだな」

「良くも悪くも自分。単純な理想像では決してない」

「分かってるじゃないか」

「なら、自分に打ち勝つ知恵と力とは……」

　考え込んでいたフランソワは、不意に立ち上がり、席を離はなれた。

　そして先ほどとは真逆の明るい顔を見せ、そのまま居間を出て行ってしまった。

「ありがとうございます、先生！　近々、きっといい知らせを届けられますわ！」

　それがフランソワの残していった言葉だった。

　ほどよく力の抜けた言葉だった。過か剰じようなまでの自信はどこにもない。

「あれなら、上手うまくいくだろうな」

　そう独り言ごちて、貴大は冷めたお茶を飲み干し、それでもほっと息をついた。
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『では、始めましょうか』

　剣けんを鞘さやから抜き、左から右へと払はらったあとに構える。

（やはり）

『どうかしまして？　来ないのでしたら、こちらから行きますわよ？』

　しかける際には、軽く腕うでを曲げる癖くせがある。

（これもそう）

『はああっ！』

　突とつ撃げきしてくるオルター・エゴをいなし、フランソワは大きく距きよ離りを取る。

　しかし、反撃はしない。今は観察に集中するときだ。攻こう撃げきするのは、そのあとで──。

『あら、臆おく病びようですのね？　私わたくしらしくありませんわよ』

「…………」

『答えませんか。なら、防ぼう御ぎよ魔法でも唱えさせようかしら』

　ベルトから短たん杖じようを抜き、火球を生み出すオルター・エゴ。

　あの少し気取った動作、いやになるほどそっくりだ。自分自身、フランソワ・ド・フェルディナンという存在を完璧に写し取っている。

（そう、完璧に）

　それが唯ゆい一いつ、オルター・エゴの欠点と呼べる要素だった。

『受けなさい！　【フレイム・スフィア】！』

　偽にせ物もののフランソワが大火球を放った。

　金色の髪かみが、染しみひとつない実習服が、炎ほのおに照らされて美しく映はえる。

　しかしそのようなもの、本物のフランソワには必要ない。たとえ炎を浴びてでも、敵に食くらいつく気き概がいが今は必要だった。

『なっ……!?』

　迫せまる大火球を防がず、逃にげず、フランソワはこれを紙かみ一ひと重えで飛び越こえてみせた。

　そのような距離では【フレイム・スフィア】の熱までは防げない。髪が焦こげ、肌はだがひりついて、しかしフランソワは前に出る。

『くっ！』

「遅おそいっ！」

　予想外の動きについていけないオルター・エゴ。

　そのようなところが紛まぎれもなく自分だ。まさに彼女はフランソワなのだ。

（まずは一ひと太刀たち）

「もらったっ！」

『くぅぅ……っ！』

　フランソワの剣がオルター・エゴを切り裂さいた。

　だが、浅い。腕を少し斬きっただけで、致ち命めい傷しようには至らない。

（まだ思い切りが足りませんね）

　そのことを自省しながら、油断なく距離を取るフランソワ。

　そんな彼女を、オルター・エゴは憎にく々にくしげな表情でにらみつける。

「あら、怖こわい顔」

『くっ……淑しゆく女じよにあるまじき真似まねを……！』

「自分にけなされるというのはおかしな気分ですわね？」

『黙だまれっ！　黙りなさい！』

　余よ裕ゆうをなくして叫さけぶ鏡像。

　しかし、あれもまたフランソワなのだ。

　気高く優ゆう雅がで美しく、そして脆もろくて弱いフランソワ。

　それもまたフランソワの一側面であり、それさえ写し取るオルター・エゴは、やはり完璧なコピーモンスターだった。

「自分は未熟。そのような言葉を口にしても、なかなか認められないものですね、自分の欠点、弱さというものは」

『そうです、認められるものではありません。なぜなら私は』

「フランソワ・ド・フェルディナン」

『誇ほこり高き大だい公こう爵しやく家けの娘むすめなのですから……！』

　だから優ゆう秀しゆうでなければならない。敗北など許されない。

　理想的なまでに強い自分であるのだが、同時に、悲しくなるほどオルター・エゴはフランソワだった。

　この魔物は、フランソワの欠点さえも忠実に再現している。いや、正確に再現しようとするあまり、欠点が欠点として固定されてしまっている。

（ならば、負ける道理はありませんね）

　相手は弱さを認めようとしないフランソワ。

　片やこちらは弱さを認め、それを乗り越えようとするフランソワだ。

　どちらも本物、噓うそ偽いつわりのない本心だ。しかし、今、この場で変わろうとしているのは本物のフランソワだけ。自分に打ち勝つ知ち恵えと力で、フランソワはオルター・エゴを討うち果たす。

「行きます」

『ええ、来なさい！』

　先ほどとは攻守が逆転し、今度はフランソワから攻撃をしかけた。

　それを理想的な動きで迎むかえ撃うつオルター・エゴ。しかしフランソワは相手の隙すきを巧たくみに突き、自身からは同じ隙をなくしていく。

「【マジックバリア】」

『【フレイム・スロアー】！』

「【アンチフレイム】」

『【ブラスト・ランチャー】！』

　魔ま法ほう対決に移ってもそうだ。

　派手な魔法を好む欠点を、オルター・エゴは忠実に再現している。

　そんな自分に苦く笑しようしながら──フランソワは素す早ばやく短杖を振ふり、密ひそかにしかけておいた魔法を発動させた。

「【バインド・トラップ】」

『なっ……!?』

　戦いが長引くと相手の右側から攻せめようとする。

　それもフランソワの悪い癖だ。先ほど不意に気がついた。

　やはりオルター・エゴは自分の鏡像だ。長所も短所も余すところなく見せつけてくれる。あとはそれを認められるかどうか、それだけの話だったのだ。

「受けなさい！」

『待っ……！』

「【シールド・バッシュ】!!」

『ぅあああああああっ!?』

　身動きの取れない相手にバックラーを叩たたきつける。

　足元から生える茨いばらに縛しばられて、吹ふき飛ぶことさえできないオルター・エゴは、【シールド・バッシュ】の全衝しよう撃げきをその身に受けてしまった。

　えげつない攻撃だと思う。骨を砕くだく手て応ごたえに嫌けん悪お感かんすら覚える。

『そ、それでも貴族ですか』

「はい？」

『このように野や蛮ばんな手法、それが貴族の……！』

　瞬しゆん間かん、魔力を帯びた刃やいばが閃ひらめいた。

【フォースエッジ】の連撃は、オルター・エゴの罵ののしりさえも断たち切った。

　そしてフランソワは最深部にひとり、優雅な動作で剣を鞘に納め、

「ええ、これも貴族です」

　と、断言した。
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　チャイムの音が聞こえる。

　遠くからは運動部のかけ声が聞こえてくる。

「おい、起きろよ。いつまで寝ねてんだ」

「……ん」

　いつの間に眠ねむってしまっていたのだろう。

　教室には自分と友人以外、誰の姿も見つからない。

「のん気に寝てる場合じゃないだろ。ほら、さっさと帰るぞ」

「あ、うん」

　肩かたを揺ゆすられて立ち上がる。

　夕焼けに染まった教室、少し薄うす暗ぐらいその場所は、貴たか大ひろが慣れ親しんだところだった。

（ここは……）

　明めい志し高等学校。

　メイコーの名で親しまれる公立校は、もうすっかり見慣れた場所だ。

　しかし、なぜだろう。今日に限って、なぜか無む性しように懐なつかしく感じる──。

「今日はＡＷでカレーを作るんだろ？　時間なくなるぞ」

「そう、だったな」

　くせ毛に眼鏡めがねがトレードマークの友人。

　学校指定のコートを着た彼は、貴大をせっついて急がせる。

（そうだった）

　仮想現実で食べるカレーはどんな味なのか。

　それが気になって、ここ一週間はスパイス集めばかりをしていた。

《Another World Online》にログインし、ガネーシャ地方のスパイス・モンスターたちをひたすら狩かった。色々試ためしてみようとスパイスをたくさん集め、つい先日、自分たちの拠きよ点てんへと戻ってきた。

　そして今日、いよいよカレーを作ろうというのだ。

（うん、思い出してきた）

　霞かすみがかった意識が晴れてくる。

　寝ぼけ眼まなこもすっきりとして、隣となりの友人の顔もちゃんと見える。

（……だけど）

　何かが引っかかる気がした。

　何かを忘れているような、どこかおかしなところがあるような──。

「なあ、優ゆう介すけ」

「なんだ？」

「俺、なんか忘れてる気がするんだ」

「は？　宿題か？」

「仕事、とか」

「仕事ぉ？」

　くせ毛の少年は呆あつ気けに取られた顔をした。

　そしてたまらず噴ふき出して、笑いながら貴大の肩を叩たたいた。

「ははっ、めんどくさがりなお前が仕事なんてするもんか！」

「いや、まあ、そうなんだけど」

「変な夢でも見てたんだろ」

「夢……」

　そうかもしれない。

　夢の話を現実のことだと思い込んでいたのだ。

（そうだ、あれは夢だ）

　ゲームの世界に迷い込んでしまっただなんて、まるで荒こう唐とう無む稽けいな話じゃないか。

　それに、夢である証しよう拠こに、そこで何をしていたのかなんてもう思い出せない。

　しょせんはその程度のことだ。気にするようなことではない。

「帰るか」

「ああ、帰ろう」

（俺の家に帰るんだ）

　そして貴大は友人と共に、夕焼けの街を歩き出した。

　夢のことはもう、思い出すようなこともなかった。
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（どうなってやがんだ……）

　簡単な依い頼らいのはずだった。

　子どもでもできる「おしごと」で、護衛とは名ばかりの「お守もり」のはずだった。

　それがどうしたことなのか、今や調査隊はバラバラに分断され、地上にいる者とも連れん絡らくがつかない。通路のあちこちからは魔ま物ものが現れ、壊こわれていたはずのトラップが、すべて再さい稼か働どうしてしまっている。

（ここは遺跡じゃなかったのかよ!?）

　遺い跡せきとは機能を停止した迷めい宮きゆうのことだ。

　動力源であるダンジョン・コアを失って、ただの建物になってしまった迷宮。

　ここでは魔物が出現ポツプしない。しかけも動かなければ、貴重な素材や宝物を生み出すようなこともしない。

　うまみはないが危険もない。あれはただの迷宮の成れの果てだ。

　それが世間一いつ般ぱんで知られる遺跡のはずだった。

（そのはずなのに……！）

　通路の魔石に明かりが灯ともり、その下を魔物たちが闊かつ歩ぽする。

　まさに迷宮、それも現げん役えきで稼働しているものの光景だ。事前に聞いた話とはまるで違ちがう、生きた迷宮がここにはあった。

（どうする……？）

　遺跡が息を吹ふき返したのか、はたまた誰だれかが再稼働させたのか。

　ともかくここは迷宮で、自分は仲間とはぐれてひとりでいる。

　助けを待つべきだろうか。それとも積極的に動くべきだろうか。

　赤毛の冒ぼう険けん者、アルティは、物もの陰かげに隠かくれたまましばし考え込んで──。

「きゃあああああ～～～～～～っ!?」

「……ちっ！」

　どうやら考えている余よ裕ゆうもないらしい。

　叫さけび声に飛び出してみると、こちらに逃にげてくる少女の姿が見えた。

　あれは調査隊のひとりだ。つまりはアルティの護衛対象である。

　名前はセリエといったか、まだ幼さを残す少女は、栗くり色いろのおさげを振ふり乱しながら必死になって走っている。そしてその後ろには、拳こぶしを振り上げる魔物の姿があり──。

「くそがっ！」

　身を潜ひそめていた二階から飛び出して、吹き抜ぬけの一階へと跳ちよう躍やくする。

　ちょうどセリエが真下に来たところだ。そしてそれを追う魔物たちもまた、アルティの眼前、足元の方にいる。

　アルティはそこに立ちふさがるように着地を決めた。

　そしてすかさず前転、先頭の魔物の背後へと回り込む。

『ガアッ!?』

　まずは一体、最さい後こう尾びの魔物をしとめる。

　起き上がりざまに胸にナイフを突つき立てて、引き抜く動作で他ほかの魔物の背中も突く。

　奇き妙みような服を着た赤い小こ鬼おに、スクール・ゴブリンという名を持つ魔物たちは、突とつ然ぜんの襲しゆう撃げきに足並みを乱した。セリエからは視線を外し、襲おそいかかってきた少女をぎょっと見つめるゴブリンたち。その隙すきに二度、三度とナイフを振って、アルティは魔物の腕うでや足を斬きりつけていく。

『アガッ!?』

『ガアアアッ！』

　急所を狙ねらえば一撃で倒たおせる。斬っただけでは悲鳴しか上がらない。

　つまりはアルティと同程度、同レベル帯の魔物ということになる。

　それが残り三体、憎にくしみに燃える目でアルティのことを見ていた。

『ガウウッ！』

　学生のような服を着ているが、中身はゴブリンと変わらないのだろう。

　爪つめを振り上げ、牙きばをむき出し、魔物たちはアルティへと迫せまる。

　しかし、当たらない。《ライトストライカー》であるアルティは、身軽さを身上とした疾しつ風ぷうの戦士だ。軽かる業わざ師にも似た身のこなしで、彼女は上へ横へと俊しゆん敏びんに動いた。

「くらえっ！」

　ナイフでの刺し突とつ。そして【首くび狩かり】、一撃必殺の即そく死し技わざ。

　矢や継つぎ早ばやに繰くり出す攻こう撃げきに、スクール・ゴブリンたちは翻ほん弄ろうされるしかなかった。

　そして一体、二体と数を減らし、最後の一体となったところで──。

　魔物は大きな雄お叫たけびを上げた。

『アオオオオオオオオオオオオッ!!』

「…………っ！」

【シャウト】。多くの魔物が使う、自身の声による攻撃だ。

　迷宮も震ふるわせるような大だい音おん声じように、アルティの動きがぴたりと止まる。

　破れそうな鼓こ膜まく、そして音の振しん動どうに体をすくませ、少女は武器さえ取り落としそうになっている。

　チャンスだ。今度はこちらがしかける番だ。

　つかみ取った好機、魔物はそれを逃のがさず、大きく腕を振り上げた。

『ガアアアアアアアアアッ！』

「っ！　うおおおおおおっ！」

　叩きつけるような一撃。

　そしてそれを迎むかえ撃うつ、下からえぐるようなアルティの攻撃。

　一いつ瞬しゆんの交差、重なり合った影かげから、やがてひとつがずれ落ちていき──。

「……ふうっ」

　戦いを制したのは、赤毛の少女、アルティだった。

　見事にカウンターを決めた彼女は、しかし危あやういタイミングだったのか、こめかみ辺りに深い切り傷をつけている。それをハンカチで押さえながら、アルティはベルトから《ポーション》の小こ瓶びんを引き抜いた。

「あー、くそっ。最後にヘマしたな」

　赤く染まったハンカチをどけ、傷口を洗うように《ポーション》をかける。

　冷たい薬液が傷に沁しみたが、しかし、それも彼女には慣れたもので──。

「ひ、【ヒール】……」

「あん？」

　振り返ると、セリエが両手を突き出しているのが見えた。

　彼女の手に灯る柔やわらかな光、それはアルティの傷口を包み、癒いやしていく。

「治ち療りよう魔法が使えんのかよ」

「ひっ！」

　まだ魔物に追われた恐きよう怖ふを引きずっているのだろう。

　上級区出身のお嬢じよう様さまで、粗そ暴ぼうな冒険者を怖こわがっていることも知っている。

　しかし、それを我が慢まんして治療してくれたことに変わりはない。後ずさって怯おびえるセリエに、アルティはため息をつきながらも礼を言った。

「ありがとよ」

「は、はいっ……！」

　そのビクビクとした態度に、またアルティはため息をつく。

　しかしセリエは大事な仕事の護衛対象。身を挺ていしてでも守る必要があったし、引きずってでも安全な場所に連れていく必要があった。

（……できんのか？）

　こんなおかしな迷宮で、今にも気絶しそうな少女を連れて、どことも分からない出口を目指す。控ひかえめに言っても難しく、はっきりと言えば自信がない。まさかこのようなことになるとは思わず、ここからどう動けばいいのかも分からなかった。

（どうしてこうなったんだか）

　三度目のため息をつき、壁かべに寄りかかるアルティ。

　彼女は数日前、家族と囲んだ夕食の席のことを思い出していた。




「アルティ、おめえもそろそろペアの仕事をしてもいい頃ころだ」

　その日の夜、父親がこのようなことを言い出した。

「お父さん、アルティにはまだ早いですよ」

「いや、遅おせえくらいだ。こいつはレベル１００を超こえたんだぞ」

「だからって、そんな急に」

　心配性しようの母親が、やんわりと父親を止めに入る。

　それもそうだ。アルティのような少女にそんなことはさせられない。

　冒険者という稼業はただでさえ危険が多いのだ。魔物と戦い深手を負って、そのまま命を落とす者も大勢いる。

　だからこそチームが、そしてギルドがあるというのに──。

　わざわざ少人数で活動することはない。彼女はそう言っているのだ。

「だけどな、母さん。こいつは誰もが通る道なんだよ」

「お父さん」

「少なくとも冒険者として大成したいと思うなら、な」

　世の中には少数精せい鋭えいを求められる依い頼らいがある。

　そしてそれをこなせる冒険者がいて、力量が足りない冒険者もまた存在する。

　その中でアルティはどうありたいのか。それをキリングは問うているのだ。

　ここで挑いどまず引き下がるか、挑んで新たな段階へと進むか──。

　そんなこと、アルティの答えはもう決まっていた。

「母さん、オレ、やってみるよ」

「アルティ!?」

「母さんがオレのことを心配してるのは知ってる。憤ふん怒ぬの悪あつ鬼きに殺されかけて、泣かれたことだって覚えているんだ」

「なら……！」

「だけど、母さん。オレは冒険者なんだ。女だけど、体だって小さいけど、オレもギルドの一員なんだ。冒険者なんだよ」

「それは分かっているわ。だけど、ね？　考え直して？　ペアの仕事をするのだって、もっと大人になってからでも遅おそくは」

「母さん」

「アルティ」

「ごめん……」

　もう心は決まったということだ。

　強い意志を瞳ひとみの奥に感じ、アルティの母親は言葉をなくした。

（きっとこの子は、また危険なことをするんだ）

　魔ま物ものと戦ったり、恐おそろしい迷めい宮きゆうに潜もぐったり、生傷の絶えないようなことをする。

　それが冒険者の仕事だから、仕方のないことではある。切った張ったが日常茶さ飯はん事じの世界があって、それは細工師の自分には想像もできないものだということも分かる。

　だから止めたい。止めて街の中で暮らしてほしい。

　しかし、自分の娘むすめがそのような子ではないことを、母は重々承知していた。

「分かりました……認めます。ペアの仕事、挑ちよう戦せんしてもいいわ」

「母さん！」

「だけどこれだけは約束して！　無理だけはしないこと！　危険には自分から近づかないこと！　いいわね、アルティ？」

「わ、分かったよ」

　母親の剣けん幕まくに圧おされ、こくこくとうなずくアルティ。

　しかし彼女は、しばらくは修しゆ羅ら場ばなどないと思っていた。

（最初はどこでも見習いからスタートだもんな）

　ペアの仕事は難易度が高いものばかりだ。

　ふたりで互たがいを支え合い、連れん携けいしなければ達成できるものではない。

　そんな仕事だからこそ、いきなり未経験者を投入するようなことはしない。まずは簡単な依頼で慣れさせて、段々と難易度を上げていくのがギルドの基本的なやり方だ。

（どうせ格下の魔物の巣の偵てい察さつか、ちょっと手て強ごわい程度の相手を倒すだけか）

　ペアの相方もかなりの熟練者がつけられることだろう。

　仮にアルティが失態を演じたところで、容易に挽ばん回かいできるもののはずだ。

（まあ、いいさ）

　どんなにしょぼい仕事だっていい。お守もりのような相方がつけられるのもいい。

　ここから始めるのだ。更さらなる高みへ、一歩一歩近づいていく。

（さあ、待ってろよ！）

　まだ見ぬ未来、きっと今より強い自分になってみせる。

　そう誓ちかいを立てて、アルティは期待と興奮に胸を高鳴らせていた──。

　のだが。




「な、なんでお前がいるんだよ!?」

　初めてペアの仕事を受ける日。

　少し緊きん張ちようしながら集合場所に行くと、そこには貴大の姿があった。

「まさか、お前……お前がオレのペアなのか!?」

「なんか、そうらしいな」

「噓うそだろぉぉぉ……っ!?」

　いまいちパッとしない黒くろ髪かみの青年、彼は冒ぼう険けん者などではない。

　何でも屋だ。住宅街にある何でも屋の店主。昔は冒険者をしていたが、引退してからもうだいぶ時間が経たっている。

（そんな相手が、よりによって、ペアの初仕事の相手……!?）

　アルティは目の前の現実が信じられなかった。

　だというのに貴大は、あくび交じりに彼女を気落ちさせることを言う。

「まあ、そう嫌いやがるなって。遺い跡せきの調査なんてすぐ終わるさ」

「遺跡!?　遺跡ってなんだ!?　オ、オレは迷宮の探たん索さくだって！」

「そりゃお前が騙だまされたんだよ。なんだかんだでキリングのやつも甘いからな」

「遺跡に行くのか!?　オレが!?　あんな何もないところに!?」

「そうだよ。騎き士し団だん同どう伴はんの学術調査だ。俺たちゃそこにねじ込まれたんだな」

「あぁぁぁぁぁ……!?」

　喜び勇んでやってきたのが馬ば鹿かみたいだった。

　確かによくよく見てみると、街の広場には他ほかに騎士団の馬車もある。

　あれはてっきり別口かと思っていたが──どうやらそうではなかったようだ。

「やあ、君。久しぶりだね」

「あっ、あんたは！」

「今日から三日間、よろしく頼たのむよ」

　次に会ったのは白衣を着たエルフだった。

　黒髪で眼鏡めがねをかけた、およそエルフらしくないエルフ。

　エルゥという名の天才学者は、騎士が持ってきた書類に何やらサインを記している。

「君には期待しているよ。なんでも、将来有望な冒険者なんだってね？　その力を存分に、遺跡調査に役立てて欲しい」

　書類に目を落としたまま、そのようなことを言うエルゥ。

　アルティは狼ろう狽ばいしながらも、彼女に食ってかかるだけの胆たん力りよくを残していた。

「どういうことなんだよ！　迷宮に行くんじゃないのかよ!?」

「違ちがうよ。元迷宮の遺跡に行くんだ。聞いていなかったのかい？」

「聞いてねえよ！　オレはただ、迷宮の探索だって」

「正確には遺跡の調査だ。そして君とタカヒロ君の仕事は我われ々われの護衛。遺跡の中にまでついてきてもらって、罠わなが残っていないか確かく認にんしてもらうよ」

「はぁぁぁ……!?」

　同じようで同じではない。

　似ているようで似ていない。

　迷宮と遺跡の関係がそうであるように、アルティが想定していた仕事と今回の仕事は、その危険性に雲うん泥でいの差がある。もちろん仕事は安全な方がいいが、それにしたって限度というものがある。

　学術調査の付き添そいなど、駆かけ出しの冒険者でもできそうな仕事だ。

　記念すべき第一歩、ペアの仕事始めに選ぶようなものではない。

「……帰る！」

　アルティは怒おこって帰ろうとした。

　褐かつ色しよく肌はだを紅潮させて、ずかずかと大おお股またで去ろうとする彼女に、しかし──。

「帰ると経歴に傷がつくぞ」

「うっ！」

「諦あきらめてやった方がいいと思うぞ、ほんと」

　だまし討うちだろうがなんだろうが、これは正式な依頼なのだ。

　受けたからにはやり遂とげる義務がある。断るにしてもそれなりの理由が必要だった。

　だからアルティは、唸うなり声を上げながらその場をぐるぐると回って、頭の上からかっかと湯気を出して──。

　だけど結局、素す直なおに馬車に乗り込んだ。

「出してくれ！」

　エルゥのかけ声に合わせ、御ぎよ者しやが手た綱づなを操作し馬車を出発させた。

　騎士団の馬車も合流し、調査団は街を出るため、しばらく大通りを進み続ける。

「さっ、本を出してくれ」

「いきなりかよ。少しは我が慢まんしろ」

「私が君を何のために連れてきたと思っているんだ？」

「護衛とか調査のためじゃねえのかよ……ったく」

　四人用の箱馬車、そこで貴大とエルゥが何やらかけ合いをしていた。

　アルティは憂ゆう鬱うつそうに窓の外を見つめ、その隣となりではエルゥがおかしな声を上げている。

　そして貴大は座ったまま寝ね始めて、その隣にいた栗くり毛げの少女は──。

「あ、あのっ」

「……あん？」

「わたし、司書見習いのセリエ・ポルトですっ。今回、エルゥ博士の助手を務めることになりまして、遺跡の中にもいっしょに」

「そうかよ。まあ、頑がん張ばんな」

　うろんな目でセリエを見るアルティ。

　見るからに上流階級、箱入り娘といったなりの少女だ。

　ベレー帽ぼうがよく似合い、学生のような服もよく似合っている。

（子犬みてえだな）
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　無む駄だに親しげで、無駄に臆おく病びようそうだ。

　こんな子も連れて調査に行くのか。行くのだろう。それが問題にならないほど、遺跡は危険性のない場所として有名だった。

（ピクニックかよ）

　ぐーたら青年、瘦やせぎすな学者、司書の卵に、そして間ま抜ぬけな冒険者。

　四人は騎士団に守られて、一路、遺跡の元へ行く。

　学術調査とその護衛のため、馬車に揺ゆられて南へ下る。

　それはどこまでも安全で、気の抜けるような旅になるはずだった。
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「【レーザー・レイン】！」

「【クリムゾン・エッジ】！」

　雨のように降り注ぐ光線は、群れる亡もう者じやを次々と焼いていった。

　そしてその雨を縫ぬうようにして、黒い影かげが亡者にとどめを刺さしていく。

　月が照らす墓地、おぞましき化け物が徘はい徊かいするその場所で、魔ま術じゆつ師しと暗殺者は踊おどるように敵を討っていく。

　襲おそいかかるゾンビを、夜空を舞まうヴァンパイアを、そして妖あやしげな炎ほのおをまとうノスフェラトゥを。光の雨を浴びせながら、赤い刃やいばで次々と討ち果たしていく。

『アォオ……』

　そして三度目の雨が止やむ頃、亡者たちは灰も残さずに全ぜん滅めつしていた。

　群れを統とう率そつしていたカースド・リッチも、たった今、燃える【クリムゾン・エッジ】に貫つらぬかれて消滅したところだ。

　それを確認し、杖つえを、そして短たん剣けんを下げた少年たちは──。

「ふ～、やったな！」

「ああ！　ふたりだけでも何とかなるもんだな！」

　貴大と優介はわっと歓かん声せいを上げていた。

　亡者討とう伐ばつの高難度クエスト。本来は四人がかりで挑いどむそれを、彼らはたったふたりでやり遂げた。その達成感は言葉にならないほどで、ふたりはしばらく、馬鹿みたいに笑い合うことで、互たがいの健けん闘とうを称たたえていた。

「やってみるもんだな、ほんと」

　自信はあった。息の合うふたりだったし、この日のために練習もした。

　経験者に話を聞いて装備をそろえ、不死者に有効なスキルもいくつか習得した。

　その結果として勝利をつかみ取ることができた。一度でもミスを犯おかせば破は綻たんする、極きわめて危あやうい戦いではあったものの、何とかクエストを達成することができたのだ。笑いとともに沸わき立つ喜びを、ふたりはどうしても止めることができなかった。

「さ～てさてさて！　上位職は何にするかなーっ！」

「やっぱり《マジック・ルーラー》にすんの？」

「あれもいいよな！　攻こう撃げき力りよく特化はロマンだわ」

「俺はどうするかな……」

「《パニッシャー》とかどうだ？　暗殺特化もロマンだぞ？」

「そうだなあ」

　月夜の草原を歩きながら、ふたりはこれからのことについて話した。

　最上位職は何を選ぶか、２００からのレベル上げはどこで行うか、新しい装備はどの街でそろえるかなど──。

　話題は尽つきず、笑いもまた絶えなかった。どうでもいい話も多かったが、それがまたどうしようもなく楽しかった。

（楽しい……そう、楽しかった）

　レベルを上げたり、魔物と戦ったりするだけじゃない。

　カレーを作ったり、バザーに参加したり、仮想現実であえてサッカーをしてみたり。

　そんな日常がたまらなく楽しい。たとえゲームでも、心の底から楽しめていた。

（ああ、そうだ）

　最近は生活に張り合いも出てきた。

　彼女なんていないし、勉強ばかりの毎日だったが、現実も仮想も充じゆう実じつしていた。

　ほとんど毎日、笑って過ごせている。将来への不安がないこともないが、鬱うつ々うつとできるほどの暇ひまもなかった。

　それもこれも──。

（みんなあいつらのおかげだ）

（なあ、優介。れんちゃん）




「……ッ！」

　あくまで無言のまま、スクール・ゴブリンののどをかっさばく。

　口に押し当てた布を震ふるわせる、くぐもった断末魔の叫さけび声。回した腕うでにはびくりと大きな痙けい攣れんが伝わり──。

　それから間もなく、学生服を着た魔物は絶命し、魔素の煙けむりとなって消えていった。

「ふ～……これでラストか」

　どうやら、近くにいる魔物はこれで最後のようだ。

　少なくともアルティの索さく敵てきスキルには反応がない。気配や声も感じられず、新たに出現するような予兆もなかった。

　とりあえずの安全は確保できた。そう考えていいだろう。

「おい、出てきな」

　廊ろう下かから声をかけると、教室から恐おそる恐るとセリエが出てきた。

　体を縮めてキョロキョロと辺りを見回すその姿は、どこか小動物を連想させる。

「ま、魔物はもういないんですか……？」

「ああ、オレが全部倒たおした」

　そうだ。ここまでの道のり、魔物はすべてアルティが倒してきた。

《ライトストライカー》特有の身軽さと、【首くび狩かり】を始めとする暗殺の技わざ。そのふたつを武器に、反撃らしい反撃も受けずに切り抜けてきた。

（勇ましくはねえが）

　それが今回はプラスに働いた。同レベル帯の魔物と真正面からぶつかり合っていれば、今いま頃ごろアルティは怪け我がと疲ひ労ろうで動けなかっただろう。

　それを考えれば、斥せつ候こう職の真似まね事ごとも悪くないように思えたが──。

（あいつへの尾び行こうが役立つなんてな）

　アルティは小さく舌打ちをした。

　彼女が思い浮うかべているのは、あの黒くろ髪かみの青年、貴大のことだ。

　彼をずっとつけ回していたおかげで、やたらと追つい跡せき技術、隠おん密みつ技術が向上し──。

　ついでになぜか【スニーク】、【消音】といったスキルを覚えたが、それがまさか、このような場面で役立つとは。

　人生、不思議なものだと思いながら、しかし、それがあの貴大ネズミのおかげだと思うと癪しやくにも感じ、彼女はまた小さく舌打ちをしていた。

（さて……）

　ここまでは上手うまく進めた。

　魔物を倒し、迷めい宮きゆうを進み、いくらか出口に近づくことができた。

（このまま出口まで行けるか……？）

　それはさすがに虫が良すぎる話だ。

　いつかは魔物に気づかれるかもしれない。罠わなにかかって動けなくなるかもしれない。

　こちらを察知してくる魔物もいるだろうし、新しく湧わいた魔物に後ろから襲われることだってある。それが迷宮という場所であり、ここで油断は禁物なのだと、アルティは重々承知していた。

「も、もうすぐ中ちゆう央おう棟とうですね？」

「そうだな」

　手帳に描かいたマップを見ながら、ふたりは教室の前でささやき合う。

　ここにはすでに先発隊の調査が入っている。ここが遺い跡せきだった頃、隅すみから隅まで調べられ、その全容がアルティたちにも知らされているのだ。

　この迷宮は、三階建ての建物が三つ平行に並んでいる。それぞれの棟は一直線に長く、それが連れん絡らく通路で繫つながり、上から見ると「Ｅ」の字のようにも見えた。

　先発隊の調査によると、ここは学園のような場所であったらしい。教室があり、図書室があり、実験室のような部屋まであるようだ。

　それがどうしたことか地面に埋うまり、迷宮となり、そして遺跡になったという。その不思議な経けい緯いにエルゥは興きよう味み津しん々しんだったようだが、今のアルティとセリエに、そのようなことはどうでもいいことだった。

（ここから西棟を目指す、か）

　本来はセリエが襲われていた場所、正面玄げん関かんが出入り口だったようだが──。

　地面に埋まっている今、外界に通じているのは屋上へと続く扉とびらだけだ。それも西棟三階、今いる場所とは対照的な位置のものだけ。そこまで移動するのも骨が折れそうだったが、アルティが心配していることは他ほかにもいくつかあった。

（くそっ）

　これまで通ってきた道を思い出すアルティ。

　椅い子すや机が積み上げられ、階段や通路を塞ふさいでいた。そんな障害物があちこちにあって、ふたりは目的地にまっすぐ進めずにいた。

　だからこそ中央棟から西棟へ向かうために、一度東棟に移り、一階から三階まで上り、二階へ下りて連絡通路の前まで来たのだ。このまだるっこしい順路、そして迷宮らしい構造に、アルティは心底嫌いやそうな顔をしていた。

「出口までの道は、その……塞がってませんよね？」

「分からねえ。どこにバリケードがあるのか分かりゃしねえ。最悪、でかい音を立ててもあれを崩くずす必要がある」

「え!?　え、で、でも、そんなことをしたら……！」

「魔物が寄ってくるだろうな。今度は逃にげられねえかもしれねえ」

「……っ！」

　最初の戦いのあと、吹ふき抜けの正面玄関には魔ま物ものが集まってきた。

　セリエが上げた悲鳴を聞きつけたのだ。幸い、そのときは近くに隠かくれられる部屋があったが、次もそう上手くいくとは限らない。正面切って戦った場合、アルティが無事でいられる保証もない──。

（もうひとり、戦えるやつがいる）

　背中を預けられるような人物が。

　迷宮に詳くわしく、自分よりもレベルの高い冒ぼう険けん者が。

　ないものねだりではない。神かみ頼だのみのような願望でもない。その人物は今、自分たちと同じように迷宮をさ迷っているはずだった。

「安心しろ。ここにはタカヒロもいる。あの学者先生だっているはずだ」

「あっ!?　そ、そうですよね！」

「あいつらと合流したら、一気にここを出るぞ」

「はい！」

　片や名門校の講師、片や天才とうたわれる《ハイ・アルケミスト》だ。

　そう簡単に魔物にやられるような輩やからではなく、その名前を聞いただけで、不安そうなセリエの顔にパッと笑えみが咲さいた。

「ほら、行くぞ。近くに魔物はいねえから大だい丈じよう夫ぶだ」

「分かりましたっ」

　大丈夫だという言葉は極力使いたくない。

　何が起こるか分からない迷宮では、一いつ瞬しゆんの油断が命取りだ。

　しかし、希望を失い悲ひ嘆たんに暮れて、足取りが鈍にぶるのもまた致ち命めい的てきだった。

（こいつだけは守らないとな）

　それが今回のアルティの仕事だ。

　この子犬のような少女を、王都に帰るまで守り抜ぬかなくてはならない。

　本当はあの学者、エルゥも探して保護しなければならないのだが──。

　多くを望めば何かを失う。まずは目の前のことに集中し、ひとつひとつ片づけなければならない。

（焦あせっているときこそ、慎しん重ちように）

　先せん輩ぱいの冒険者が教えてくれたことだ。

　今はそれに従って、それこそネズミのように慎重に動こう。

「こっちだ」

「は、はい」

　進むごとに魔物の気配を感じる。

　その匂においが、その吐と息いきが、段々と濃こくなっていくのが分かる。

（戦いは……避さけられないな）

　また魔物の背後を突つく必要があった。

　万が一のときに備え、退路のことも考えなければならない。

（……厳しいか？）

　実質、ひとりでの戦せん闘とうだ。

　ペアの仕事を通り越こして、まるでソロの仕事をしているみたいだ。

（冒険者の日常は予期せぬことの連続とは言うけどよ）

　さすがにこれは勘かん弁べんして欲しいアルティだった。
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　彼はひとりになった。

　忘れもしない、あの日あの時あの場所で、彼だけが取り残された。

　仲間はもう誰だれもいない。

　《フリーライフ》は、彼だけになってしまった。

　そこからは空くう虚きよな日々が続く。

　冒険者は辞やめた。仲間がいなければ、やる意味がない。

　みんなで買った一いつ軒けん家やで、何をすることもなく過ごす日々。

　腹が減ったら外に出る。自じ炊すいをする気なんて起きなかった。

　たとえ作ったところで、いっしょに食べてくれる人なんていないのだ。屋台で出来合いのものを買って、適当に食べた。

　そんな廃はい人じんのような自分を冷静に見つめている自分がいて、それはため息をつきながら言っていた。

「それじゃ駄だ目めになるぞ」

「みんなに笑われるぞ」と。

　確かに、周囲の視線は確実に変わった。

　以前から冒険者に「ネズミ」と言われて馬ば鹿かにされていたのだが──。

　そのあだ名に、次し第だいに侮ぶ蔑べつの感情が混ざり始めた。

　近所の人たちや屋台の売り子でさえ、彼を好ましく思ってはいないようだった。

　当然だ。ろくに風ふ呂ろにも入らず、身なりも整えていない男がふらふらと歩いていたら、彼自身だって避けて通る。

　それでも最後まで気にかけてくれた人はいたが、そんな優やさしい人たちさえ追い払はらい、自分の部屋に引きこもってしまった。

　誰ともろくに話さず、何もせず、ただ生きているだけの毎日。

　そんな無む為いな日々の中で、彼は少女と出会った。

　彼と同じ空虚な目をした、水色の髪かみの妖よう精せい種の少女。

　彼女を見ていると、複雑な感情が胸の中で渦うずを巻いた。

　情けない。イライラする。充みたされない。寂さびしい。

　だから、彼は──。

「ん……」

　いつの間に眠ねむっていたのだろう。

　机に突っ伏ぷしていた顔を上げ、大きなあくびをひとつ。

　寝ね起おきでぼやける視界も元に戻もどり──。

　そこで貴大は、自分がどこにいるのかを知った。

「えっ！　え、えぇ!?」

　椅子と机のセットが、合計で三十組。

　正面には大きな黒板と、その脇わきに貼はられた時間割や行事の知らせ。

　振ふり返れば個人用ロッカーがあって、掃そう除じ用具入れも備え付けてあって──。

「戻ってきたのか!?」

　一瞬、そう思った。

　元の世界に帰れたのだと。

　異世界から転移して、自分の母校に辿たどり着いたのだと。

　しかし──。

「って、あれ？」

　窓に駆かけ寄ったところで、それがただの映像だと分かった。

　無機質な石いし壁かべに、映像水すい晶しようが夕焼けの街を映し出している。

　貴大の母校、明志高等学校の窓から見た景色なのだが、それはすべて映像だった。

「ど、どういうことだ？」

　試ためしにシステムメニューを開いてみる。

　念じると同時に青く光る板が浮うかび上がり、それは極きわめてゲーム的なデザインをしていた。しかしここは明志高等学校、しかも貴大が通っていた教室そのもので、だけどもここは異世界であるようで──。

「あ～、わけわかんねえ！」

　頭をかきむしる貴大。

　彼はため息をつきながら、ぞんざいな手つきでシステムメニューを操作する。

「どこなんだよ、ここは」

　ＭＡＰ画面に切り替かえて自分の位置を探さぐる。

　ここはいったいどこなのか。自分はなんでここにいるのか。

（そもそも、何してたっけ）

　馬車に揺ゆられていたような気がする。

　そこから山のふもとに下りて、見覚えのある扉とびらに手をかけて──。

（それでメイコーに来たってか？　馬鹿馬鹿しい）

　しかし他に説明がつかない。

　たとえ幻まぼろしだとしても、ＭＡＰはここが「明志高等学校・二年三組教室」であることを示している。ＭＡＰに映る全体像も貴大が知る学校そのもので、違ちがいがあるとすれば、その分類が学校ではなく迷めい宮きゆうであることぐらいだ。

（入ったやつの記き憶おくを映す迷宮でもあるのか？）

　それが一番らしい説明のような気がする。

　記憶を読み取りコピーする魔物がいるのだ。この広い世界、似たようなことができる迷宮があってもおかしくは──。

（……いや、待てよ？）

　何か大事なことを忘れている気がする。

（迷宮？　迷宮ってなんだ？　遺い跡せきじゃないのか？）

　そうだ。自分たちが向かっていたのは、確か、遺跡ではなかったのか？

　だというのに、今、貴大がいるのは迷宮だ。息を吹ふき返し、再び稼か働どうし始めた迷宮の中に、貴大は立っている。

（冗じよう談だんじゃねえぞ……！）

　すべてを思い出した。

　そうだ、この遺跡に入った瞬間、遺跡は迷宮に変わったのだ。

　そしてワープトラップが発動し、貴大たちはどこかへ飛ばされた。

　近くにアルティたちの姿がないのは、きっと別の場所にワープしたからだろう。おそらくは分断させられ、今の貴大のように孤こ立りつしているのだ。

「くそっ！」

　遺跡ならともかく迷宮はまずい。

　動力があるということは、魔ま物ものもいれば罠わなも動くということだ。

　なぜ再び動き始めたのか。なぜ見計らったかのようなタイミングだったのか。それは分からなかったが──。

（やばい……！）

　一いつ般ぱん人のセリエはもちろん、アルティやエルゥでさえ無事でいられる保証はない。

　相手は迷宮の魔物だ。侵しん入にゆう者を排はい除じよするために生み出され、それ相応の数と力を持っている魔物たちの群れ。

　それを前にして、彼女たちはどれほど持ちこたえられるのか。

　分からない。もしかすると貴大が眠っていた間に全ぜん滅めつしている可能性もある。

【コール】が繫つながらない。【レーダー】も阻そ害がいされている。この迷宮に備わった【ジャミング】機能に、貴大はますます焦りを募つのらせる。

（頼たのむ、無事でいてくれよ……！）

　祈いのるような気持ちで、貴大は教室を飛び出した。




　油断していた。

　いや、警けい戒かいは怠おこたらなかったが、どこかで心の隙すきが生まれていた。

『ガアアアアアアア！』

「くっ……！」

　西にし棟とうにいたハイスクール・ゴブリンは、スクール・ゴブリンに毛が生えたような魔物でしかなかった。

　依い然ぜんとして暗殺技が通じ、忍しのび寄っても気づかないところも同じ。これから三階まで一気に駆け上がれると、少しペースを上げたところで──。

【首くび狩かり】に失敗した。

　ほんのわずか、雑な動作が、暗殺技を不発に終わらせてしまったのだ。

『アアアアアアアッ！』

　殺されかけ、怒いかり狂くるったゴブリンは凶きよう暴ぼうそのものだった。

　背せ丈たけは人間とほとんど変わらなかったが、その膂りよ力りよくはけた違いで、首をつかまれたアルティは片手で壁に叩たたきつけられた。

「くはっ！」

　衝しよう撃げきで肺から空気が出る。

　壁にはヒビが入り、近くのガラスは割れ、それでも力が緩ゆるまない。

『ギイイイイ……！』

　歯を食いしばり、口の端はしには泡あわを浮かべているゴブリンは、そのままアルティを絞しめ殺そうとして──。

　それでも収まらず、彼女の腹を何度も何度も殴なぐりつけた。

　褐かつ色しよくの素す肌はだは醜みにくく歪ゆがみ、鈍にぶった音が人ひと気けのない廊ろう下かに響ひびく。

「がはっ、ご、ごぷっ」

　初めはゲロをぶちまけて、すぐにも血を吐はく赤毛の少女。

　彼女は必死に抵てい抗こうしたが、腕うでを斬きろうが目を突つこうが、ゴブリンは決して止まらない。

「ほ、【ホーリー・レイ】！」

　泣き顔のセリエが魔法で援えん護ごしていた。無む駄だなことだ。

　ゴブリンが死ぬよりずっと早く、アルティは魔物に殺される。

　魔物に殴られ、絞められ、命を絶たれ、そうなったあとでも殴られ続けるだろう。

　そしてその次はセリエが同じ目に遭あわされて、迷宮内にいるはずの貴大やエルゥにもその怒りは向けられるはずだ。魔物とはそうしたもので、その恐おそろしさ、凶暴性を、アルティは知っていたはずなのに──。

（ゆ、油断、して、いた）

　未熟だった。至らなかった。

　レベルは１００を超こえていたが、心と体がそれに見合わなかった。

　少しの油断が全滅を招く。そんなこと分かっていたはずなのに、本当の意味でまるで分かっていなかった。

（オ、オレじゃ、ダメ、だったか）

　本当の一流なら、きっとこうはならなかった。

　ペアの仕事もできる冒ぼう険けん者なら、もっと上手うまく立ち回れていた。

　だけど自分はそうじゃなかった。それだけのことだ。

　ギルドマスターの娘むすめであろうがなかろうが、新進気き鋭えいの冒険者と言われようが言われまいが、アルティは至らず、ここで死ぬ。

　それはこの迷宮内では、とても自然なことと思えた。

（だけど……）

　自分だけ死ぬのはいい。

　だけど自分の未熟さに、人を巻き添ぞえにすることはできない。

　アルティは最後の力を振り絞しぼり、血ち反吐へど交じりに大きく叫さけんだ。

「げふっ、が、にげ、逃にげろぉ！」

　隠かくれていればいいものを、わざわざ出てきて助けようとする。

　余計な真似まねとはこのことだ。自分なんて置いて逃げ出してもよかったのだ。

　それなのに足を止め、今もなお魔法を唱えようとしている少女、セリエ。

　彼女だけは助けなければならない。どうにか家に帰してあげなければならない。

　しかし、それは不可能だ。こうしている間にも同種の魔物が集まってきて、状じよう況きようはますます絶望的になっていく。

「ああっ!?」

　廊下の先からやってきたゴブリンに、セリエが腕をつかまれた。

　アルティはますます痛めつけられ、抵抗する力さえ失いつつあった。

「アルティさん！　アルティさん!!」

　セリエは泣きながらアルティに手を伸のばしているが、そのアルティでさえももうどうにもできなかった。

　万ばん全ぜんの状態でも無理だ。ここから脱だつ出しゆつすることは、彼女の父親、《皆みな殺ごろしのキリング》並みの力量がいる。

　だけどアルティは非力な身、動きを封ふうじられては強みの身軽さも活いかせない。

　つまり、もう詰つんだのだ。ふたりはここで終わり、死体は魔物に貪むさぼり食われる。
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（くそっ……!!）

　この事態を防ぐために、慎しん重ちように動こうとしていたのだ。

　だけど、それを悔くやむことにもう意味はない。

　あと一分もしないうちにアルティたちは殺される。

　できることと言えば、神様の奇き跡せきがありますようにと祈ることぐらいだ。

「ああっ！　ああああっ!?」

　かわいそうに、セリエは甲かん高だかい声を上げて泣いていた。

　しかしアルティは何もできない。何もできないまま、ここで死ぬ。

（ごめんな……）

　朦もう朧ろうとする意識の中でそう思う。

　守れなくてごめん。失敗してごめんとセリエに謝る。

（ごめん……）

　背伸びをしてごめんと両親に謝る。

　不出来な娘だと、また泣かせてしまうと父と母に謝る。

（……ごめん）

　ここで終わってしまうことを、誰だれかに謝る。

　それは一流の冒険者を目指していた自分であったり、共に高みを目指した仲間たちであったりしたが──。

　その謝罪が終わらないうちに、ゴブリンが最後の拳こぶしを放った。




「………………ッ！」




　何かを砕くだく音。

　痛みはなかった。喪そう失しつ感かんもなかった。

　アルティはアルティのままで──まだ、かろうじて生きていた。

「……え？」

　思わずつむっていた目を開ける。

　するとそこには変わらぬ姿のハイスクール・ゴブリンたちがいて──。

　それが一いつ斉せいに破は裂れつした。

「ァアァァア!?」

　セリエが悲鳴を上げる。

　両腕で顔を覆おおって尻しりもちをつく。

　魔ま物ものの攻こう撃げきと思ったのだ。自分たちを攻撃していたものだと、そう勘かん違ちがいしていた。

　しかし実際に倒たおれたのは魔物の方で、一いつ瞬しゆんで絶命したゴブリンたちは、魔素の粒りゆう子しを散らして消え失うせた。

（な、何が……）

　起きたのだろう。

　そう不思議に思う一方で、心のどこかに確信があった。

　彼だ。彼が来たのだ。アルティには分かる。アルティだからこそ分かる。

　これは憤ふん怒ぬの悪あつ鬼きのときと同じだ。

　なぜなら、その先の光景も同じなのだから──。

「…………」

　煙けむる魔素の粒子の中、静かに佇たたずむその姿。

　魔物がいたはずのその場所に、佐さ山やま貴大が立っていた。





‐５‐






「ゆっくりでいい。これを飲むんだ」

　そう言って貴大は、セリエの口に《気つけポーション》を含ふくませた。

　そのきつい味と匂においに正気を取り戻もどすセリエ。あまりの恐きよう怖ふに茫ぼう然ぜん自じ失しつであった彼女は、今度は苦みと酸味に目を白黒させていた。

「アルティ。お前はどうだ？　体に違い和わ感かんはないか」

「あ、ああ」

　貴大がふりかけた《ハイポーション》によって、アルティの怪け我がは癒いえていた。

　さすがに本調子とはいかないが、自力で立って歩くことくらいはできる。それを証明するように足あし踏ぶみをし、彼女は貴大に返事をした。

「大だい丈じよう夫ぶ……だと思う」

「そうか」

　短く答える貴大。

　その顔はきりりと引き締まり、目は油断なく周囲へと向いている。

（こいつ、本当にタカヒロなのか……？）

　アルティが知る貴大は、いつもへらへらと笑っているような男のはず。

　責任感がなく、面めん倒どう事を嫌きらい、ネズミのようにずる賢がしこく立ち回る──。

　そんな男のはずなのだ。アルティが一番嫌いなタイプの男だった。

　それが、どうだ。今、彼女の目の前に立っているのは、周囲の空気すら張り詰めさせるほどの男だ。手て強ごわい魔物を瞬殺し、それでも気を抜ぬかない、熟練の冒険者のような男。

　いや、しかし、どんな冒険者もあれほどのことはできない。

　あれほどの魔物を瞬またたく間に一いつ掃そうするなど、彼女の父親もできないことだ。

　ならば、この男は何者なのか。

　貴大の顔をして、しかし、絶大な力を持ったこの男は──。

「な、なあ」

　疑念は以前からあった。

　憤怒の悪鬼の件で自分を救った冒険者。

　それは貴大だと、アルティはずっと疑っていた。

　しかし違うという気持ちがあり、彼をネズミと呼んでいた引け目もあって、どうしても聞けなかったが──。

　今なら聞ける。

　その実力を見せた直後であれば、のらりくらりと誤魔化されはしないはずだ。

「あの、さ」

　ずっと気になっていたこと。

　自分を助けた実力者、憤怒の悪鬼を倒した男。

　それは今、自分の目の前にいる──。

「アルティ」

「な、なんだっ？」

　突とつ然ぜん名前を呼ばれ、アルティは伸ばしていた手を引っ込めた。

　そのまま自分の手を握にぎり、戸と惑まどう彼女に貴大は言う。

「間違えるな」

「えっ……？」

「お前が何を聞きたがっているのかは分かる。だが、俺たちは護衛任務の最中だ。優先すべき事こと柄がらを間違えるな。聞きたいのなら、地上に出てからにしろ」

「っ！　……ああ、すまない。そうする」

　鋭するどく尖とがった声に、アルティはハッとした。

　そうだ、目前の危機は去ったとはいえ、ここはまだ迷めい宮きゆう内なのだ。

　足を止め、のん気におしゃべりに興じている暇ひまなどない。

（そうだよ、そうだ。こいつの言うとおりだ）

　護衛依い頼らいを受けた冒険者であるのならば、優先すべきは自身の興味や関心ではなく、護衛対象の安全だ。そこを履はき違えていたことを恥はじ、彼女はパンと両の頰ほおを叩たたいて気持ちを切り替かえた。

「よし、じゃあ出口に向かおう！」

「そうだな」

「オレは何をすればいい？　前衛か？　補助か？」

　ペアのパートナーにそう尋たずねるアルティ。

　事ここに至って、強ごう情じようを張るほど彼女は愚おろかではない。

　魔物を瞬殺した貴大に従おうと、彼女はまっすぐに彼を見ている。

　そして貴大はその視線を涼すずしい顔で受け止めて──。

（うおおおおおおお!?　やべえやべえやべえ！　ばれたばれた、絶対ばれたあああああああああっ！）

　内心、めちゃくちゃ焦あせっていた。

（ご、誤魔化そう！　あとでぜってー誤魔化そう！）

　そう考えていたが、それは無理だとも思っていた。

　２５０という異常なレベルは隠かくしたままだが、あれほどの力を見せつけたのだ。

　今さら誤魔化すようなことはできず、黙もく秘ひすることもできそうになかった。

（くそ～……面倒なことになりそうだ……）

　今も十分面倒な状じよう況きようだが、王都に帰ってからの方が厄やつ介かいそうだ。

　アルティやセリエが誰かにこのことを話し、それが尾おひれをつけてグランフェリアを泳ぎ回る。最終的に貴大はどんな存在になるのだろうか。勇者か英えい雄ゆうか、あるいは神の化け身しんか御み仏ほとけか。

　何やらとてつもない存在と見なされて、そして便利に使われるのだ。

　力があるならそれを使えと、社会に貢こう献けんせよと迫せまられるのだ──。

（嫌いやだああああああっ！）

　かつて勇者がそのように扱あつかわれているのを見て、他人ひと事ごととは思えなかった貴大だ。

　アルティやセリエを助けたことに後こう悔かいはないが、だからといって問題がないとは言えないことが辛つらかった。

「行くぞ。魔物は俺が受け持つ。お前はセリエを守ってやれ」

　結局、貴大は、とにかくこの迷宮を脱だつ出しゆつすることにした。

　あとのことはあとで考えることにして、まずはここを切り抜けること。

　それだけを念頭に置き、余計な雑念の一いつ切さいを捨てようとした。

（ギ、ギルドから面めん倒どう臭くさい依頼が来たら絶対断ってやる！）

　それでも多少は残ってしまうのが凡ぼん人じんの悲しさと言えたが──。

　結果として集中した貴大は、それはもう、異様なほどに強かった。




「はっ！」

　目にも留まらぬ速さでナイフが振ふられると、あとに残るものなど何もない。

　ハイスクール・ゴブリンなど問題にもならず、上位種のバンチョー・ゴブリンも出てきた瞬間に斬きられて消えた。

「圧あつ倒とう的てき過ぎる……！」

　貴大の動きを見ていたアルティは、何度目になるか分からない言葉を漏もらしていた。

　彼女の隣となりにいるセリエなど、ここが迷宮であることを忘れたように、ただただポカンと口を開けて立っている。

　それも無理はない。合流地点からここに至るまで、魔物という魔物はみんな貴大に瞬殺されてしまったのだ。鎧がい袖しゆう一いつ触しよくなど生ぬるく、まるで風船を割るように消されていったゴブリンたち。廊ろう下かや教室に黒い風が吹ふいたかと思うと、彼らはみんな紫むらさき色いろの煙けむりとなって散っていった。

　おそらく、貴大が走りながらナイフで斬ったのだ。

　たったそれだけのことが目で追えず、たったそれだけのことで魔物が消えた。

　アルティは目の前の出来事が現実だとはとても思えなかった。

「よし、罠わなを解除した。もうこっちに来ていいぞ」

「あ、うん……」

「はい……？」

　しかけられていた罠も全部貴大が解除した。

　アルティとセリエは、ただ、彼のあとについて歩くだけだ。

　たったそれだけで目的地に辿たどり着くことができた。その間の所要時間、わずか十分。迷宮を進む早さとしては、ありえないものだった。

「よし、ここが最後だな」

　貴大がそう告げたとき、少女たちはようやく我われに返った。

　そうだ、まだ懸け念ねんはあった。

　エルゥだ。エルゥとまだ合流できていないのだ。

　これまでアルティたちが通ってきた道に彼女はいなかった。

　だとすれば、すでに脱出しているか、最後のこの部屋に捕とらわれているかだ。

「中に何があるのか俺でも分からん。気ぃ引き締しめろよ」

「す、すまん」

「すみませんっ！」

　今から探たん索さく系スキルを受け付けない部屋へと入るのだ。

　このような場所では気が抜けない。一いつ瞬しゆんの油断が命取りとなる。

　並外れたレベルの魔ま物ものがいるのか、それとも群れが潜ひそんでいるのか。

　いずれにせよ、いざというときには逃にげ出す心構えがいる。貴大さえも細心の注意をもって、そっと扉とびらに手をかけて──。

『ウゥゥゥゥ……』

「っ!?」

　くぐもった声が聞こえた。

　辛く苦しそうなその声は、部屋の中から聞こえてくる。

『アァァ、ァァ、ァー……』

　まるで誰だれかが拷ごう問もんを受けているかのようだ。

　──誰か？　この場合、該がい当とうする者などひとりしかいない。

「タカヒロ！」

「ああ……！」

　貴大たちの顔が青く染まる。

　ここにいるのは、おそらく、エルゥ。

　ワープトラップによってはぐれた、調査隊の最後のひとりだ。

　それがこの部屋に捕らわれて、魔物たちの嬲なぶり者にされている。

「踏ふみ込むぞっ！」

「おおっ！」

「はいっ！」

　中の様子が分からないからと、もう躊ちゆう躇ちよはしていられない。

　同行者の返事もそこそこに、貴大は部屋の扉を開け放つ。

　そしてその部屋、「理科室」で彼らが目にしたものとは──。




「ふむ、水属性のスキルでは反応が薄うすい」

「この迷宮の魔物は魔法に耐たい性せいがないと思ったのだが、仮説が外れたな」

「なら、これはどうだ？」

「【フレイム・バーナー】」

　シュボッ！

　黒くろ髪かみのエルフの指先から、青白い灼しやく熱ねつの炎ほのおが鋭く噴ふき上がる。

　長さを調整しているのか、やがてそれは十センチほどになって──。

　机に縛しばり付けられた、白衣のゴブリンの二の腕うでへと押し付けられた。

『ムグ、ムオオオオオオオオオオ！』

　裂さいた布を嚙かまされているにも拘かかわらず、くぐもった叫さけび声は部屋中に響ひびき渡わたる。魔物の両手両足を縛るロープがピンと張り詰つめる。

　何らかのスキルで強化されているのか、はたまた魔物が衰すい弱じやくしているためか、ロープは千切れるような様子もない。唯ゆい一いつ自由になる首を左右に激しく振っているのは、拒きよ絶ぜつの感情の表れか、肉を焼かれる痛みを紛まぎらわせるためか。

「おお、炎が弱点なんだね？　なるほど、そこは普ふ通つうのゴブリンと変わらず、か」

　その凄せい惨さんな様子を前にして、同じく白衣を纏まとったエルフはにんまりと笑う。

　手元のメモ帳に何かしらを書き込んでは、満足そうにうなずくのだ。

「サイエンス・ゴブリン君。君は実に良い研究材料だ」

「君は王立図書館の魔物事典には載のっていなかった」

「それどころか、《アートウィキ》にも載っていない！」

「まさに未知なる魔物だよ」

「そんな魔物のデータが取れる」

「これも研究者としての楽しみだよ」

「……ねえ？」

『ムオオオオオオオオ！』

　話しかけているようで話しかけていない。

　ぶつぶつと独り言ごちて、魔物の炭化した傷口に《ポーション》をかけるエルゥ。

　その治ち療りよう薬やくの刺し激げきにさえ、サイエンス・ゴブリンは涙なみだを流して叫び声を上げた。

　彼は分かっているのだ。この治療は、次の実験が始まる合図なのだと。

　その証しよう拠こに、エルフのしなやかな指先からは、いつの間にか雷らい光こうがほとばしっていた。

【ライトニング・ボルト】。接せつ触しよくした相手に電流を流すスキルだ。

　ただし、同系統の【スパーク・ボルト】とは比べ物にならず、こちらは肉が焼け、血液が沸ふつ騰とうするほどの威い力りよくを備えている。

　音を立てて飛び散る青白い雷光に、魔物の目は釘くぎづけになる。

　恐きよう怖ふの対象が近くにあるとき、生き物は目を離はなすことができない。それは魔物も同じであり、疲ひ弊へいしきったサイエンス・ゴブリンは、雷光を放つ悪魔の手から顔を背そむけることはとてもできなかった。

　ただただ、くぐもった声を上げて涙を流す魔物。

　それを意にも介かいさず、笑え顔がおのエルフは輝かがやく手を押し付けようとして──。

「や　め　ん　か　！」

　我に返った貴大に、勢いよく頭を叩たたかれた。

「あいた～～～～～～っ!?」

「いてえじゃねえよ、このクソエルフ！」

「タ、タカヒロ君!?　いきなり何をする！」

　予期せぬ衝しよう撃げきに魔法が解けたのか、叩かれた箇か所しよを両手で押さえて蹲うずくまるエルゥ。

　そんな彼女に、貴大の視線はどこまでも冷ややかだった。

「どこにもいないと思ったら、こんな所でアホみたいなことをしてたとはな！　見ろ！　セリエがショックで倒たおれたぞ！」

　彼が後ろ手に指し示す先には、部屋の入り口で倒れているセリエの姿があった。

　気き丈じようなアルティですら、あまりにも惨むごたらしい光景に固まってしまっていた。

　それでもエルゥは憤ふん慨がいして言い返す。

「アホみたいなこと？　これは立派な実験だよ！　ときには残ざん酷こくな行いをする必要がある。それで気を失うようでは研究者としてだね」

「はいはい、ご立派ご立派」

「あ───っ!?」

　エルゥの講こう釈しやくを聞き流し、サクッとサイエンス・ゴブリンの額にナイフを突つき立てる貴大。高レベルの彼の一撃により絶命したゴブリンは、どこか安らかな表情で魔素の粒りゆう子しとなり、消えていった。

「やっとの思いで捕ほ獲かくした貴重なサンプルに何をするんだ!?」

「何をするんだも何もねえよ！　遺い跡せきと思っていた場所が、実は生きている迷めい宮きゆうでした、なんてわけの分からん状じよう況きようになったら、まずは脱だつ出しゆつが先だろうが！　出口の目と鼻の先で何やってんだ、お前！」

「だって、ここは珍めずらしい魔物でいっぱいで……見たことがないものばかりだったんだよ？　研究者の血が騒さわいで当然、って痛い痛い痛い！」

　自分勝手な言い訳に、貴大はエルゥの頭を鷲わし摑づかみにして力を込めた。

　万力のように締め付ける手、それがもたらす痛みにエルゥはたちまち白旗を上げる。

「わ、分かったァァァァァーっ！　わ、分かった、私が悪かった。まずは脱出だね？　君の言うとおりにしよう」

　貴大の手から逃のがれ、そそくさと理科室の机に散らばった荷物をまとめ始めるエルゥ。その後ろ姿を見つめる貴大の目はどこまでも虚うつろで、「なんでこんなやつのことを心配していたんだか……」と過去の自分の心境を虚むなしく思っているようだった。

「さて、準備できたよ」

　鞄かばんに実験器具や迷宮に落ちていたものを詰め込んで、それを持ち上げるエルゥ。

　貴大は気絶したセリエを背負ってやり、棒立ちのアルティの背中を叩いた。

「よし、じゃあ、出るぞ」

「お、おう」

「あ～あ、残念だなあ。まだまだ試ためしてみたいことはたくさんあったのに」

「しまいにゃ殺すぞ、お前」

「分かった！　分かったよ、もう。乱暴だなあ」

「ほら、キリキリ歩け！」

「は～い」

　渋しぶるエルゥを何とか歩かせ、貴大は迷宮の出口に向かった。

　西にし棟とう三階、屋上へ続く階段はもう目の前だ。ここまで来れば脱出できたも同然で、魔物や罠わなも見当たらない。

　これでようやく安心できると、貴大がほっと息をついたところで、

「このボタンだって、結局、何だったんだろう」

「ボタン？」

「ええい、押してしまえ。ぽちっとな」

「何してん……」

　振ふり向いた貴大が見たものは、真っ赤な非常ベルのスイッチを押すエルゥの姿だった。

　直後、鳴り響くベルの音。スピーカーから聞こえてくるアナウンス。

『自じ爆ばくスイッチが押されました。ダンジョン・コアの臨界まで残り三分』

「何してんだ、お前───────っ!?」

　好こう奇き心しんに頰ほおを緩ゆるませたまま固まるエルゥと、混乱して立ちすくむアルティ。

　彼女らを両りよう脇わきに抱かかえ、階段を駆かけ上がって扉に体当たりし、そのままの勢いで迷宮から遠ざかろうとする貴大。

「あっ！　ご無事でしたか！」

「突とつ然ぜん、扉が開かなくなったので心配しまし……」

「いいから逃にげろぉぉぉぉ～～～～～～～～～！」

　迷宮の外には護衛の騎き士したちがいたが、鬼き気き迫せまる貴大の様子にただならぬ何かを感じ取ったのか、彼らは慌あわてて撤てつ退たいの指示を出した。

　貴大と少女たち、そしてそれを追う護衛の騎士たち。

　彼らが迷宮からいくらか遠ざかったところで──。

　地面がズンと鈍にぶく揺ゆれ、迷宮の入り口が火を噴いた。

「あああああ!?　もう爆発しやがった！」

「退たい避ひ！　退避ーっ！」

「逃げろ逃げろ逃げろぉぉぉぉ！」

　さらにスピードを上げる貴大。

　彼の背後に見える迷宮の入り口からは、なおも炎と煙けむりが噴き上がる。

　まるで小規模な噴ふん火かのようだ。机や椅い子すが燃え盛さかりながら空へと飛んでいく。

　山のふもとのキャンプ地では、異変に気づいた騎士や従者たちが防ぼう御ぎよ結界を張っていたが──彼らにも逃げろ逃げろと貴大は叫んだ。

「なんなんだよ、これはーっ!?」

「ひっ!?　ひええ！」

「俺には結けつ婚こんを控ひかえた幼おさな馴な染じみが……」

「帰ったら一いつ杯ぱいおごってやるから、とにかく走れ！」

　アルティが叫ぶ。目を覚ましたセリエがまた気絶する。

　騎士たちは何やら不ふ吉きつなことを口にして、背後からは熱と炎が迫っていた。

「なんでこうなるんだよぉぉぉ～～～～～～～!?」

　そんな貴大の叫びも、断続的に鳴り響く爆音でかき消されてしまった──。
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「で、お前の強さはなんなんだ？」

　迷宮の爆発も収まり、ダンジョン・コアの完全消しよう滅めつも確かく認にんされたあと。

　調査隊と騎士たちは帰路へとついていた。予定よりも早く王都に戻もどり、まずは異変について報告することに決まったのだ。

　その途と中ちゆう、馬車の中でのことだ。

　一息ついたアルティが、貴大に問いを投げかけたのは。

（あああ……！　ついにきた……！）

　ドサクサに紛れて有う耶や無む耶やには──。

　できなかったようだ。アルティはどこまでも食い下がる気でいた。

「あっ、あ、あの、わたしも、気になります……」

　セリエも、おずおずと手を挙げ聞いてくる。

「強さ？　そういえばサイエンス・ゴブリンを一撃で倒していたね」

　迷宮で得たものを調べていたエルゥも、身を乗り出して聞いてきた。

　目撃者、計三名。誤ご魔ま化かしがきくような数ではなかった。

「さあ！」

「さあさあ！」

　詰つめ寄る女たち。追い詰められる貴大。

　冷や汗あせを垂らしながら、貴大が選んだ行動は──。

（ええい、もう、話すしかねえ！）

　そう決めた貴大は、ゆっくりと口を開いた。

　そしてアルティたちに向けて、躊躇ためらいがちに話し始める。

「実は俺……レベル２５０、なんだけど……」

「「「は？」」」

「いや、だから、俺のレベル。に、２５０なんだ」

「「「え？」」」

　二度の告白に、二度とも疑問が返ってきた。

　２５０といえばレベルの限界点、これ以上はないという強さの極きよく致ちだ。

　そこに貴大が至ったという。あのキリングでさえレベル１５０なのに？　伝説の英えい雄ゆうでさえ２００止まりなのに？

「いや、お前……」

　それはないだろうとアルティは言いたかった。

　勇者や聖女ではあるまいに、人が自力でレベル２５０になれるわけがない。

　いや、しかし、あの戦いで見せた動きは勇者のそれに近かった。アルティも一度見たきりだが、ドラゴンを倒した勇者の動きに──。

「……分かった。お前のレベルについては分かった」

「そ、そうか」

「でも、なんでそれを隠かくしてんだ？」

　貴大のレベルよりも、むしろそこが疑問だった。

　それほど強い力があるのなら、なぜ「ネズミ」と呼ばれて我が慢まんしていたのか。

　むしろそれを甘んじて受けて、喜んでいたような節もある。アルティの常識からすると、それは考えられないことだった。

「なんで表おもて舞ぶ台たいに出ずに……何でも屋なんてやってんだ？」

　強さがすべてのイースィンド、そこでなら貴大は何でもできる。

　何でもさせられる側ではない。尊敬や憧あこがれを一身に受けて、何でも叶かなえられる立場につくことができるのだ。

　それをなぜ、その日暮らしのような何でも屋など──。

「何で、か」

「…………」

「そうだな、面めん倒どうだからだな」

「面倒？」

　釈然としないのか、訝いぶかしげな顔をするアルティ。

　その表情を見た貴大は、ふ～、とため息をはいて続ける。

「察してくれよ。こんなレベルを明かすと、利用しようとするやつがたくさん出てくるんだよ……こいつみたいになっ！」

　そう言って横から伸のびる手をつかみ上げ、関節を極きめる貴大。

　手の主はもちろんエルゥだ。彼女は貴大の髪かみをつかんだまま悲鳴を上げていた。

「痛い痛い痛い痛い！　腕うでが砕くだける！」

　壁かべをバンバンと叩たたき、エルゥは全面降こう伏ふくの意を示した。

　それでも極められた腕は解かれず、貴大の眼めは冷れい淡たんなままだ。

「何をしようとしていた……！」

「ヒト種のレベル２５０は初めて見たから、サンプルを採取しようとだね」

「あ？」

「なに、十、いや、二十本ほどの頭とう髪はつがあればぁあぁあァぁァアアーッ！」

　枯かれ木きのような腕がミシミシときしんだ。

　人をモルモット扱あつかいする研究者に、貴大の怒いかりの関節技わざが炸さく裂れつする。

　心優やさしいセリエが慌てて止めに入ったが、縛いましめから解放される頃ころには、エルゥはもう息も絶え絶えだった。

「と、まあ、こんなやつがいるから、俺はレベルを明かしてないわけだ」

　ここまでの顚てん末まつを見て、アルティもなるほどと思う。

　だが、一個人としてではなく、冒ぼう険けん者としての彼女はそれでも異を唱えていた。

「でも、お前が冒険者として働けば、みんな喜ぶぞ？　どうして」

　その言葉を飲みこんだのは、貴大が掌てのひらを突つき出していたからだ。

　これ以上は聞きたくないと言わんばかりに、彼は拒きよ絶ぜつの意思を示す。

「出る杭くいは打たれるってわけじゃないけど、あんまり目立って知らない所で恨うらみを買うのは嫌いやなんだ。俺、前は帝てい国こくにいたんだけど、『お前が活かつ躍やくするから仕事が減った』って他ほかの冒険者にネチネチ絡からまれてな……ああいうのはもうごめんだ」

　それだけ言って、貴大は窓の外を見た。

「どうせ証しよう拠こがないと信じないだろうけど、他のやつらに言ってくれるなよ」

　それきり彼は口を閉じ、もうアルティの方へは視線を向けなかった。

　もう話は終わりだということだ。これ以上話すこともないのだろう。

　それは分かっていたし、食い下がるようなこともしなかったが、

「…………」

　気だるそうな貴大を、アルティは複雑そうな顔をして見つめていた。
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「ふふふ……できた、できたぞ……！」

　王立図書館の地下で、ひとり笑う者がいた。

　図書館の魔ま女じよと恐おそれられる、異色の天才、エルゥ・ミル・ウルルだ。

　彼女はずらりと並んだビーカーのうち、血のように赤い液体が入ったものを喜色満面で見つめている。

　その目には暗い炎ほのおが灯ともり、陽ひが差さない地下であってもギラギラと輝かがやいていた。

「これさえあれば……ふふふふふふ……」

　エルゥは薬品が入ったビーカーを掲かかげ、陶とう然ぜんとした顔でこれに頰ほおずりをした。

　そして他の材料にも目を向けると、にたりと笑ってそれらに手を伸のばした。

　今回の騒動は、ここから始まる。




　◇　◇　◇




　珍めずらしくエルゥからお茶に誘さそわれた。

　この間のお礼がしたいそうだ。依頼の報ほう酬しゆうとは別にご馳ち走そうをしてくれるらしい。

　あいつの口から「本を読ませろ」以外の言葉が聞けたのは驚きだったが──。

　まあ、そんなに悪い話じゃない。たまにはゆっくりお茶でも飲んで、ついでに俺の秘密を守るように念押ししておこう。＠wikiを読ませないぞと脅おどしてやれば、あの本の虫のことだ、きっと口が裂さけても秘密は洩もらさないことだろう。

　そう思って、のこのこやってきたわけだが──。

「さあ、遠えん慮りよせずにぐいっといってくれたまえ」

「…………」

「実家の森で採れたハーブを調合したんだ。疲つかれが取れると思うよ」

（怪あやしい……）

　何だろう、エルゥがかつてないほど笑え顔がおだ。

　俺を迎むかえてから今に至るまで、終始笑みを浮かべている。

　しかし、顔は笑っているものの、目が割とガチな目だ。

　怪しい。どうにも怪しい。

（もしや、このお茶に何か混ぜているとかか？）

　いかにもこいつがしそうなことだ……ならば！

「おい、エルゥ。お前のカップと俺のカップ、交こう換かんしようぜ」

「ああ、いいよ」

　何ら抵てい抗こうなく自分のカップを差し出すエルゥ。

（……む？）

　カップに何かを塗ぬりつけているとか、そういうことじゃないのか？

　だとすると、やっぱりお茶そのものに何かあるのか。

「どうしたんだい？　飲まないのかな？」

「いや、俺は猫ねこ舌じたなんだ。先に飲んでくれていいぞ」

「ああ、そういうことだったのか。では、遠慮なく先にいただくよ」

　そう言うと、エルゥは迷わずカップに口をつけた。

（うん、ちゃんと飲んでいるな）

　はて、もしかして、何も入れていないんだろうか？

「ふ～、やはり生まれ故郷のお茶が一番だね。私はこれが好きでね」

「そ、そうか」

「やや癖くせのある香かおりが心を静めてくれるんだ。こんなものでお礼になるとは思えないが、君も人には言えない苦労があるだろう。それを癒いやしてもらいたかったんだ」

「そういうことだったのか」

　勘かんぐり過ぎな自分が恥ずかしくなってきた。

　最近は踏ふんだり蹴けったりだったけど、人の厚こう意いまで疑うのはどうかしていた。

　エルゥだって、たまには人をもてなすことだってあるんだ。相変わらず身なりには気を遣つかってないし、部屋も本で散らかっているけれど、こうやって誰だれかのためにお茶を淹いれたり茶ちや菓が子しを用意したりする。

　それが人情ってやつで、それはこのエルゥだって変わりないんだ。

「じゃあ、飲んでみるかな」

「どうぞ」

　エルゥはにこやかな顔だった。

　うん、さっきの顔は俺の勘かん違ちがいだったんだな。

　疑ぎ心しん暗あん鬼きを生ず。信じることから信しん頼らい関係は生まれる──。

「おお、こいつは美味うまい！」

「だろう？」

　ハッカみたいに、鼻にすーっと抜ぬける清せい涼りよう感かんがたまらない。

　いや、あんなにきつくないな。柔やわらかな森の風って感じがする。体に残った疲れやだるさを、優やさしく吹ふき散らしてくれるような風だ。

　なるほど、これなら疲れたときに飲みたくなるのもうなずけるな。

　なんだ、このエルフも、たまにはいいことをしてくれるじゃないか。

「おかわりはどうだい？　今度はアイスで、というのもおつなものだよ」

「おお、いいな、それ！　じゃあ、よろしく頼たのむ」

「分かったよ」

　エルゥは席を離はなれ、研究室を出ていこうとした。

　しかし、何かを思い出したのか、去り際ぎわに少しだけ振ふり向いて言う。

「ああ、待っている間にそれを食べていてくれたまえ。私が作ったもので、やや不ふ揃ぞろいな形で申し訳ないのだが、味は保証するよ。これには実家から送られてきた野生のベリーを使っているんだ。街ではなかなか食べられないものだよ」

　そう言って、軽くウインクをして出ていく黒くろ髪かみエルフ。

（やだ、何だか今日のエルゥさん、優しい……）

　ううう、親切は巡めぐり巡って自分の元に返ってくるというのは本当だったんだ。

　まさか、なんだかんだで美人のエルゥから、手作りクッキーがもらえるなんて……！

「むっ、これも美味い！」

　すっきりした味わいのハーブティーとは違って、こちらは口いっぱいに広がっていくような甘さがあった。

　だけど、しつこくはない。サクサクほろほろと口の中で砕くだけたクッキーは、さらりと溶とけて胃の中に落ちていく。そこにはバターを使った菓子特有の重たさはなく、むしろ練り込まれたベリーの酸味が後味を爽さわやかにしていた。

　これを食べながら、冷たいハーブティーを飲む。

　いいなあ！　これぞ幸せってやつだよ。うんうん、やっぱり人間、美味いもんがあれば幸せになれるってもんだ！

「やあ、待たせたね。クッキーはどうだったかな？」

　おお、ナイスタイミング！　グラスをお盆ぼんに載のせたエルゥが戻もどってきた。

　早さつ速そく、お茶とお菓子のハーモニーを楽しむとしよう。

　クッキー片手に、空いた手でグラスを受け取る俺。そして、クッキーを口に入れて咀そ嚼しやくし、そこに冷たいお茶を流し込むと……ああ……！　思った通りだ。この組み合わせは、病やみつきになりそうだぞ！

「聞くまでもなかったかな？　ふふ、喜んでくれたようで何より」

　アイスハーブティーを飲みつつ、エルゥが微笑ほほえみかけてくる。

　薄うす暗ぐらい地下室で、ランタンの灯あかりに照らされながらのお茶会ってのも、たまには悪くないな。そう思わせてくれた午後の一ひと時ときだった。




「も、もう帰るのかい？　もっといてくれてもいいんだよ？」

「いやあ、さすがに居過ぎたからな。そろそろお暇いとまするわ」

　博識なエルゥとの会話は楽しく、ついこんな時間まで長居してしまった。

　早く帰らないとユミエルが心配するな。それに明日は月曜日なんだ。夜よ更ふかしも大たい概がいにしないと、いい加減体を壊こわしそうだ。

「なんなら、晩ばん御ご飯はんをご馳走しても」

「うちでメイドが待ってるんだ」

[image: ]

「そうかい……」

「まあ、そんな顔すんなって。また来るからさ」

「ああ……」

　向こうも楽しく思ってくれていたのだろう。

　名残なごり惜おしそうに肩かたを落とすエルゥは、あの図書館の魔ま女じよとはとても思えなかった。

（どうせすぐに元に戻るんだろうけど）

　今日は珍しいものが見られたということで。

「じゃ、帰るわ。またな」

　それだけ言い残し、俺は図書館の地下をあとにした。

　地上に出てみると、街は夕暮れ、空は茜あかね色いろに染まっていた。

　もう間もなく夜の帳とばりが下りるのだろう。うん、やっぱり長居し過ぎたな──。

「あ、あの、サヤマさん！」

「ん？」

　王立図書館の正門を抜けたところで声をかけられた。

　振り向けば、そこには見習い司書の制服を着た少女が立っている。

「ああ、セリエか。どうした？　何か用か？」

「あぅ……」

「……ああ」

　セリエはあの一件以来、どうも俺を避さけている節があった。

　やっぱりレベルをばらしたのがまずかったな。魔物をナイフでサクサク斬きりまくったのもいけなかった。レベル２５０だなんて、普ふ通つうの人から見たら化け物だもんな。憶おく病びようなセリエが怖こわがるのも当然だと思う。

「無理して話しかけてこなくていいぞ」

「ちがっ、違います！　無理してなんてっ」

　とっさに否定はするけれど、あとが続かない。

　言葉は尻しりすぼみに消えていき、体は緊きん張ちようで震ふるえていた。

（こりゃダメだな）

　しばらくはまともに話せそうになかった。

　もしかすると、それはこの先ずっと続きそうだったが──。

　無理するようなことでもない。時間が解決してくれる部分もあると思うから、話せるときが来たらゆっくり話せば──。

「っとと」

　セリエがうつむきながら、俺の腹にぐいぐいと何かを押しつけていた。

　なんだこりゃ？　可愛かわいらしくラッピングされた小さな袋ふくろだけど、何が入ってるんだ？

　受け取ってはみたものの、こいつはいったい何なのだろう。

「おれっ……お礼です！」

　当の本人に聞こうにも、セリエはそれだけ言い残して逃にげてしまった。

（お礼……ああ、お礼ね）

　なるほど、迷めい宮きゆうで助けてもらったお礼なのか。

　さすがにいいとこの子は律りち儀ぎだなあ。言葉じゃ上手うまく伝えられないから、こうしてプレゼントを用意したというわけだ。

「さてさて、何が入っているのかな、っと」

　シュルシュルとリボンを解けば、小袋の中身が見えてくる。

「クッキー、か」

　図書館でクッキー作りが流行はやってんのか？

　小袋の中には、ハートマークの小さなクッキーが何枚か入っていた。

「うん、美味い」

　これなら腹も膨ふくれないだろうと、晩飯前なのにクッキーをかじる俺。

　やたら可愛らしい袋のおかげで、すれ違う人に変な顔で見られたけれど。

（うん、今日はいい日だった。明日もこんな感じが望ましい）

　そんなことを思いながら、俺は我が家に向かって歩き続けた。




　◇　◇　◇




「失敗だったか」

「だが、《アートウィキ》にはこれだけしか書かれていないんだ」

「他ほかにどうやればよかったのか……」

　そんなことをぶつぶつとつぶやきながら、研究室を歩き回るエルゥ。

　その手には古文書《アートウィキ》の断だん片ぺんがあり、そこにはとある薬品の製造方法が記されていた。

「あの迷宮が消しよう滅めつしたのは痛かったな……」

「おかげで、もう材料を集めることができない」

　甘あま酸ずっぱい恋こい文ぶみ。ニコポ花。ナデポ草。デレの実。

　それが薬品の材料だ。あの迷宮で入手した、薬品に必要な材料の数々だ。

　それを使って、《アートウィキ》に記された通りに薬を作ったのに──。

　どうしたことか、それは効果を発揮しなかった。

「あれを練り込んだクッキーは、タカヒロ君も食べた。それで効果が現れないから、私も食べた。でも、何も起こらなかった。失敗だ、失敗！　うまくいけば一週間だけ、タカヒロ君は私の言うことを何でも聞いてくれるようになったのに！」

　エルゥは断片をポイッと投げ捨てた。

　そして床ゆかに倒たおれ込み、本の山の中でぶつぶつと文句を垂れる。

「あ～あ、惚ほれ薬なんて、しょせんは眉まゆ唾つば物ものの代しろ物ものか」

　惚れ薬。そう、エルゥは貴大に惚れ薬を盛ったのだ。

　そして自分に惚れさせて、何でも言うことを聞いてもらうつもりでいた。

「レベル２５０のサンプルが欲しかったのに」

　そんな人間、彼女は今まで見たことがなかった。

（研究材料として）魅み力りよく的な彼の体を、思いのままに調べ尽つくしてみたい。研究者としての血は、そんな願望を彼女に抱いだかせた。

「でも、失敗したからなあ……」

　思い描えがいていた夢も希望も、すべて手の届かぬところへ消えてしまった。

　惚れ薬が効かないならば、また別の手を考えなければならない。

　でも、すぐには立ち直れそうにない。あれはあれで苦心作だったのだ。かけていた期待もそれなりに大きかった。

「はあ……タカヒロ君、実験させてくれないかなあ」

　研究室の机に突つっ伏ぷして、物もの憂うげな顔でため息を吐はくエルゥ。

　しかし、どこか様子がおかしい。憂ゆう鬱うつそうに見えるがそうではない。

　とろんと半開きの目は潤うるみ、頰ほおは少しだけ朱しゆが差している。

　その姿は、どちらかと言えば──。

「ううん、実験抜ぬきでもいい。また来てくれないかなあ」

　その姿はまるで、恋する乙おと女めのようであった。
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「ねえ、おいしい？」

「あ、ああ」

「よかった～！　じゃあ、次はこれね。はい、あ～ん」

「あ～ん……」

　開いた口に玉子焼きが入れられる。

　それをもぐもぐと咀そ嚼しやくすると、カオルはまたこう言うんだ。

「ねえ、おいしい？」

　美味おいしい。いや、美味しいけどさ。

　何でこんなことになったのか、まったく身に覚えがございません。

（いやいや、なんかあるはずだ！　思い出せ、俺！）

　昨日の夜、寝ねるところまではいつも通りだった。

　朝、カオルに起こされたのも……まあ、ないこともない。

　たまに飯を作りに来てくれるからな。ユミエルと仲もいいし、勝手知ったる人の家って感じで布ふ団とんをはがれることがある。

　だけど今朝はそのあとがおかしい。

　カオルが何かと俺の世話を焼きたがるんだ。

「顔は洗った？」

「まだなら洗お？」

「トイレに行った？」

「寝ね癖ぐせがついてるよ？」

「直してあげるね？」

　とかなんとか、甲斐かい甲斐がいしいにもほどがある。

　いや、元々面めん倒どう見みがいい子なんだけど、さすがにこれはおかしいだろ。

「はい、あ～ん♪」

「あ～ん……」

　んで、極きわめつけがこれだ。

　朝飯の席で俺の隣となりに座って、手ずから飯を食わせてくれる。

　あ～んだと？　それって恋人とかがするもんじゃないのか？

　なんでいきなりこんなことをするようになったんだか──。

「ね、ねえ。おいしくなかった？」

「んあ？」

「難しそうな顔してる……」

「ああ、待て待て。美味うまいぞ。うん、美味い！」

「ほんと？　よかったあ～！」

　落ち込んだり笑ったり、忙いそがしいやつだな。

　これじゃ考え事をする暇ひまもない。全部食うまで話もできそうにない。

「えへへ……」

　はにかみながら、もじもじとするカオル＝ロックヤードさん。

　まだ二月なんだけどなあ。春にはちょい早いし、風邪かぜでも引いているんだろうか。

　そうでなきゃこいつの急変の理由が分からない。素す直なおに喜べないし、だからといって邪じや険けんに扱あつかうこともできない。

「ご飯食べたら、いっしょに出勤しようね？」

「へいへい」

　なんて生返事も交えながら、俺はカオルお手製の朝飯を平らげていった。




「焼き魚定食がふたつ、カツ丼どんがみっつで～す！」

「あいよ～！」

　今日も今日とて、いかつい野や郎ろうどもが飯を食くらいにやってくる。

　おかげで店は繁はん盛じようしている。大衆食堂としては大成功と言えるくらいに。

　だけど、日ひ雇やといの身としては、そこまで忙しくなって欲しくないというか……。

　まあ、我が慢まんできないほどじゃない。ピークが過ぎれば一息つけるさ。

「レバニラ定食と、煮に魚ざかな定食と、チキン南なん蛮ばん定食大盛りと、サーモンフライ定食と、牛丼大盛りと、天丼ふたつ、注文入りました～！」

「……あいよぉ～！」

　我慢できないことはない。やってやれないこともない。

　それでも注文がバラけてしまうと、気力が一気に萎なえてきて……。

（作る手間を考えろ、手間を！）

　うん、まあ、頑がん張ばろう。

（サボるとユミエルが怖こわいもんなあ……）

　そんなこんなで、自分は飲食業に向いてないな～と思いながら、その日の昼ピークはなんとか乗り越こえた。

「で、またこれか」

　午後二時過ぎの《まんぷく亭》。

　いわゆるまかないの時間に、俺がテーブルに着くと、

「はい、あ～ん」

　また、カオルさんが世話を焼こうとしてきます。

　ものすごく幸せそうな顔で、エビフライなんかを箸はしでつまんでいます。

　正直、そろそろ怖い。俺はそんなフラグを立てた覚えも、カオルに【チャーム】をかけた覚えもない。

「はい、あ～ん……」

　う～む、恋に恋するお年とし頃ごろなんだろうか？

　それとも男相手にいちゃいちゃしてみたくなったとか……。

　いや、そんな性格じゃないだろ、こいつは。

「……迷めい惑わくだった？」

「はっ!?」

　いかん！　カオルがへこんでいる！

　肩かたを落としてうつむいて、今にも涙なみだをこぼしそうになっている！

「待て待て！　迷惑だなんて思ってないから！」

「ほんと……？」

　顔を上げるカオル。その目は捨てられた子犬みたいだ。

　ううむ、わけの分からん状じよう況きようだからって下手へたに扱うと、後々響ひびきそうだな。

　今日ぐらいは合わせるか……。

「ああ、本当だ。むしろ、カオルの手で飯を食わせてもらえるなんて嬉うれしいね！　いや～、俺は幸せもんだ！」

　……ちょっと演技くさかったか？

「そう？　えへへへへ……」

　杞き憂ゆうだったようだ。というかちょろくないか？

　悪い男に引っかかってコロッと騙だまされそう。ちょっと将来が心配だ。

「じゃあ、今度はこれを食べて？」

「お、おう」

　なんか、さっきより距きよ離りが近くなっている。

　肩に手をかけたりもたれかかってきたり、まるでイヴェッタさんの店の子みたいだ。

　大だい胆たん過ぎる……こんなのカオルじゃない。

「ひゅ～ひゅ～、おふたりさん、熱いわねえ！」

「がはははは！　仲がいいなあ！」

「も、も～！　茶ちや化かさないでよ！」

　娘むすめの異変に気づいていないのか、気づいてあえて煽あおっているのか。

　ケイトさんとアカツキのおっさんは上じよう機き嫌げんで、口笛なんかを吹ふいている。

「そんなにアツアツなら、キスのひとつやふたつ、したんじゃないの？」

「キ、キスなんてまだだよ」

「んま～！　奥手ねえ、ふたりとも！」

「おう、だらしねえぞ！　そんなの若い頃に済ませるもんだ！」

「やーだ、あなたったら！　でもお母さんもそう思うわ！」

「ええっ!?」

「済ませちゃいなさいよ。もう、今ここで！」

「何でそうなる!?」

　さすがにツッコミを入れざるを得なかった。

　なんだ、この流れは。ノリと勢いって言ったってほどがあるぞ！

「ね、ねえ、タカヒロ？」

「ああ、分かってる。こんなの……」

「タカヒロは、嫌いやなの……？」

「……っ!?」

　まさか乗り気なのか？　親が見てる前でキスするのか!?

　う～む、やはり様子がおかしい……何かあるな。

「「それ、キ～ス、キ～ス！」」

（中学生か！）

　こいつらはこいつらでおかしいが、こっちは平常運転だな。

　それはそれでどうかと思うが、まあ、放ほうっておいていいだろう。

　問題はこいつ！　カオル＝ロックヤードさん！　なんかおかしいこの人だ。

「タカヒロ……」

　どうもその気になってるらしく、目がとろんと潤うるんでいる。

　唇くちびるは中ちゆう途と半はん端ぱに開かれて、そこから熱い吐と息いきが漏もれていて……。

　ああ、駄だ目めだ駄目だ！　一いつ瞬しゆん引き込まれそうになった！

　ここにいたらますますおかしなことになりそうだ！

　ここは逃にげの一手、距離を置くに限るな。

「ええい、【スモーク・ディスチャージ】！」

　ぼむん！

　かく乱用のスキルによって、俺の掌てのひらから爆ばく発はつするように煙けむりが広がっていく。

　それに紛まぎれて席を立ち、こそこそと《まんぷく亭》からの脱だつ出しゆつを図はかる。

「きゃー！　なにこれー!?」

「何も見えんぞー！」

「タカヒロー!?」

　よしよし、この調子なら捕つかまることもないだろう。

　しかし、本当に何があったんだ？　カオルに何が起きたんだろう……？
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「タカヒロ～、先生は～、とっても素す敵てき～♪」

　さて、今、俺は貴族の屋や敷しきにいます。

　フェルディナン家の屋敷に招かれ、フランソワの部屋に通され、そこで俺はお嬢じよう様さまの自作の歌を聞いている。

　うん、ちょっと意味が分からない状況ですね。

（……なんなの？）

　仕事があるからと中級区の広場まで来てみたら、そこにはフェルディナン家の従者たちがいて、説明もそこそこに馬車に乗せられて……。

　で、王貴区のお屋敷まで連れていかれたと思ったら、着き飾かざったフランソワがやたら丁てい寧ねいに迎むかえてくれた。

　腰こしが埋うまりそうなソファーに座らされ、超ちよう高級なお茶と茶ちや菓が子しでもてなされ、自分で考えたという歌を披ひ露ろうされて……やっぱり意味が分からんぞ？

「先生、いかがでしょうか？」

「うん、まあ、いいんじゃないかな」

　正直、さっぱり良さが分かりません。

　なんだ、あの幼よう稚ち園えんのお遊ゆう戯ぎ会みたいなストレート過ぎる歌詞。

　いや、しかし、これがこの世界のトレンドかもしれないし……。

「まあ、さすがタカヒロ先生！　詩才もおありですのね？　恥はずかしながら、私わたくしの両親や親類は文学の才能がなくて……詩の何たるかを理解できないのです。ですが、こうして理解者が得られて安心しましたわ」

　よかった。異世界って言っても、感性はそんなに変わらないんだ。

　こいつがおかしいだけなんだ。優ゆう秀しゆうさと引き換かえに、歌のセンスとかはお母さんのお腹なかの中に置いてきてしまったんだ。

　天は二物を与あたえずと言うが、本当のことだったんだな、あれ。

「理解者と言えば……」

「ん？」

「先生は、今でこそ信しん頼らいを集めていますが、初めの頃は酷ひどいものでしたのよ？」

「まあ、そうだろうな」

　俺はどっからどう見ても庶しよ民みんだからな。

　おまけに東洋人かつ元冒ぼう険けん者だ。上流階級の方々から見たら、さぞや怪あやしげな存在に映ったことだろう。というか陰かげ口ぐちも聞いたことあるしな。「小こ汚ぎたない平民が学園講師だなんて、まるで悪い冗じよう談だんのようですな！」とか、あからさまなやつだ。

　今だって批判の声があるが、そんなゴミ虫扱あつかいに比べれば……。

「私も、初めは先生のことを『使える者』としか考えておりませんでした」

「ええっ!?」

　そ、そうなのか？

「でも、今は違ちがいます」

　あれ？　フランソワが向かいのソファーから立ち上がった。

（何だ？　どうした？）

　釣つられて、俺も立ち上がってみたら……。

「先生……」

　フランソワが、俺の胸へと飛び込んできた。

（え？　なんだ、この展開!?）

　固まる俺に対し、フランソワは甘い声でささやいてくる。

「先生……分かりますか？　私の胸が、熱く脈打っているのが……」

「あ、ああ」

「こんな気持ち、初めてです……先生もそうなのでしょうか……？」

「そうだ。俺もこんな気持ちは初めてだ」

「嬉しい……！　でも、その答えは知っていましたわ。だって、先生の胸も、こんなに脈打って……」

「ああ、ドキドキしているよ……」

　だって、さっきから部屋の入り口に誰だれかいるもん。

　あれはまさか、フランソワの親おや父じか？　フェルディナン家の現当主、オデュロンさんと思おぼしき人が、なんかマネキンのような顔で俺たちを見ている。

　そんな人と目が合っているからだろうか？

　さっきからおかしな胸の鼓こ動どうが止まらない。

「先生……！」

　感極きわまったフランソワさんが、俺を強く抱だきしめてくる。

　するとどうしたことだろう。オデュロンさんのこめかみがビクビクと痙けい攣れんし始めた。

　やだ、ドキドキが止まらない。視線だけで殺されそう。

「先生……」

　うっとりとした顔でこちらを見上げてくるフランソワ。

　でも、正直、そんなのに構っていられない。オデュロンさんから目を離はなせば、何が起きるか分からない。

「先生……酷いお方。そうやって気のないふりをして、私の心を弄もてあそびますのね」

　ぼふりと俺の胸に顔を埋うずめたフランソワが、切なげにつぶやく。

　そういうの、止やめてくれませんかね？　このままだと俺の人生がオデュロンさんに弄ばれそうだよ！

「でも、そんなところもまた、惹ひかれますわ」

（ひいいいいいいいっ!?）

　フランソワが俺の首に手を回したら、オデュロンさんの顔が般はん若にやみたいになった。

　怖こわい。怖すぎる。というかなんか喋しやべれよ、おっさん！　何がしたいんだ、あんたは！

「先生……いえ、タカヒロさん……」

　親の殺意混じりの視線に、娘のやたら熱っぽい視線。

　ふたつは溶とけ合い、混ざり合い、俺の心臓をおかしな方へと持っていく。

　止めて、止めて！　もう、なんか変な緊きん張ちよう感かんで心臓の鼓動のリズムがおかしい！　不整脈で心臓止まっちゃいそう！

（やっぱり、なんか変だぁぁああ～～～～っ！）

　まさかの場面で心臓発ほつ作さの危機に見み舞まわれた俺は、その後、フランソワが親父さんに気づくまで冷や汗あせを垂らしていた。




「ひ、酷い目にあった……」

　なかなか濃のう密みつな時間だった。

　まさかあんな殺し方があるなんて、《マスター・アサシン》だって知らないだろう。

「まだ体の調子がおかしいし」

　汗をかいたり心臓を高鳴らせたり、相当負担をかけた感じだ。

　もう家に帰って寝ねたいなあ……だけどこれから孤こ児じ院いんでの仕事がある。

「まあ、あそこで寝ればいいか」

　年少組のチビどもは、おやつを食べたらお昼寝の時間を取る。

　そこに交ざって寝ればいいだろ。それくらいの融ゆう通ずうは利きく場所だ。

（そうと決まれば……）

　まずは下級区まで行かなくちゃいけない。

　フェルディナン家の馬車を降り、中級区の広場を離れててこてこ歩く。

　孤児院まではここから歩いて三十分。まあ、のんびり行くさ。

「……ん？」

　通りの向こうから、何かが迫せまってくるのに気がついた。

　…………ドドドドドドドドド。

　なんだありゃ？　土煙を巻き上げ、こちらに一直線に向かってきている。

「……ロ～」

　……ドドドドドドドドドドド。

　どうやら暴れ馬の類たぐいではなく、人のようだ……ん？

「……ヒロ～！」

　ドドドドドドドドドドドドド。

　ここまできたら俺にも分かる。あれは、俺の知り合いの……。

「タカヒロッ！」

「うごっ!?」

　全速力のまま、クルミアが俺にタックルするように抱きついてきた。

　やたら背が高いこの娘むすめは、俺の顔を胸の谷間に埋まい没ぼつさせるように強く抱きしめてくる。窒ちつ息そくしてはたまらないと顔を抜ぬけば、今度はその顔をなめ回してくる。

「わんわんっ！」

　クルミアの相棒のわんこ、ゴルディまでやってきた。

　尻しつ尾ぽをぶんぶんと振ふりたくり、びょんびょんと俺の顔目め掛がけてジャンプしてくる。

　きっとこいつも俺の顔をなめたいんだろう。なんでわんこって、こんなに顔をなめたがるんだ……。

「ちょ、待て、うぶっ、待て！」

　過か剰じようなスキンシップはいつものことだが、ここじゃまずい！

　わんこたちにじゃれつかれているだけなのに、人目が多いせいで妙みように恥ずかしい。

　ほら、警けい邏らさんが見てる。通りがかりの奥さんも見てる。

「す、すみません、すぐどっか行きますんで」

「うむ」

「ほら、行くぞお前ら」

「「わんっ！」」

　大きなわんこを引き連れて、俺は一路、孤児院を目指す。

　その間にもクルミアは、俺にべたべたとまとわりついて離れようとしない。

（まさか、こいつらも？）

　おかしくなってるんだろうか。

　それとも、久しぶりに会うからテンション上がってるんだろうか。

　それは分からない。分からないが、

「こらこら！　耳はよせ！」

　ペロリストどもの猛もう攻こうをしのぎながら歩くのは、それなりに大変だった。




「で、何でこうなるんだろうな……」

　ぺろぺろ。

　ぺろぺろぺろ。

　ぺろぺろぺろぺろ……。

　孤児院に着くなり、俺はわんこたちに押し倒たおされた。

　そしてそのままぺろぺろだ。かれこれ十分は続いているが、一向に止む気配はない。いい加減、顔がふやけそうだ。
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　いや、俺だって何度も止めようと思ったよ？

　でも、わんこたちがさ。

「おい、もう止めろって」

「「きゅ～ん、きゅ～ん」」

「……あとちょっとだけな」

「「わんっ♪」」

　切ない声を上げるものだからたまらない。

　だからもう、止めるに止められなくて、俺はなすがままにされて……。

「きゃ～!?」

「な、なにしてるの!?」

　ほら、他ほかの子が来た。

　ここは大家族、ブライトさんちの庭なんだぞ？

　どこにいても誰だれかがいるような環かん境きようで、むしろよく十分も持ったものだ。

「クルミアとお兄ちゃんが！」

「なんか、くんずほぐれつな状態に！」

「こらこらこら」

　どこで覚えたんだ、そんな言葉。

「リラモ！　リラモ！」

「痛い痛い。普ふ通つうに痛いから」

　今度は最年少のリラードか。

　なんでかじるんだ。俺が捕ほ食しよくされてるとでも思ったのか？

「こら、クルミア、離れなさい！」

「や～だ～っ！」

「何やってんだよ、兄ちゃん」

「俺が聞きてえよ」

　大きいのから小さいのまでやってきて、なんかもう収しゆう拾しゆうがつかない感じだ。

　特にクルミア。いつもは聞き分けのいいわんこが、なぜか今日に限ってわがまま全開の甘えん坊ぼうモードになってしまっている。

　やっぱりこいつもそうなのか？

　カオルやフランソワみたいに、なんかおかしなことに……。

「これはいったい、なんなのですか？」

「ルードスさん！」

　騒さわぎを聞きつけてやってきたのか、孤児院の奥から院長先生がやってきた。

　明らかに困こん惑わくした顔で、それは俺とクルミアに向いている。

「タカヒロさん、これはどうしたことでしょう？」

「いや、なんかクルミアの様子がおかしくて」

「そう……ですね」

　基本的には人ひと懐なつっこい子だから、抱だき着いて甘えるなんて日常茶さ飯はん事じだ。

　だけどこれはおかしい。いかにもおかしい。それがルードスさんにも伝わったようで、彼女はクルミアの頭に手を置いて目を閉じる。

「う～ん……」

　解かい析せき系スキルでも使っているんだろうか？

　それとも教会に伝わる神の御み業わざというやつだろうか。

　しばらくして目を開いたルードスさんは、クルミアの状態について教えてくれた。

「悪あく魔まや悪あく霊りようが憑ついているわけではなさそうですね。かといって正常とは言えず、なんと言いますか……強い情念を感じます」

「情念？」

「ええ。それがこの子を振り回しているような……」

　はっきりとは分からないのだろう。

　しかし対策はできるのか、ルードスさんは十字を切って神に祈いのった。

「【クリアランス】」

　クルミアの頭からピンク色の靄もやがふわりと浮うき上がる。

　それをルードスさんが手で払はらうと、クルミアはくたりと気を失った。

「お、おいっ!?」

　俺にもたれかかるクルミアとゴルディ。

　その体からは力が抜け、手も足もぐんにゃりとしてしまっている。

「大だい丈じよう夫ぶですよ。寝ているだけです」

「そ、そうですか」

「しかしこれで治ったわけではありません。一時的に情念を散らしただけですので」

　起きたらまた元通りってことか。

　本当にもう、なんなんだよ、これは？

「せっかく来ていただいたのに何ですが、今日のところは……」

「ああ、はい。帰ります。またああなったらやばいんで」

「すみません」

　ルードスさんは申し訳なさそうな顔をしてくれるが、言われるまでもなくそうしようと思っていたところだ。

　また抱き着かれたら仕事にならない。

　ペロリストに絡からまれていたら、それだけで日が暮れてしまう。

　今日のところは帰った方がいいな、これは。仕事の報ほう酬しゆうはもちろん出ないけど、そこはユミエルにちゃんと説明しよう。

「じゃあ、俺はこれで」

「はい。またいらしてくださいね？」

「色々元に戻もどったら、そうします」

　苦く笑しようしながら頭を下げて、俺は孤こ児じ院いんを出ていった。

（しかし、なんなんだろうな？）

　ここ数日、一部の女性からのアプローチが露ろ骨こつというか……。

　情念？　情念って言われても、何がそれを高めているんだ？

「うむ～……むん？」

　考えながら歩いていると、路地の角に知ってるやつがいるのが見えた。

　黒くろ猫ねこ少女のニャディアだ。ニャディアがこっちに歩いてくる。

「お～……いやいや」

　どんな基準で誰だれがおかしくなってるのか、分からないんだ。

　チビとはいえ、女に声をかけるのは危険……かなあ？

（あのニャディアだぞ？）

　ほら、こっちに目を向けてさえいない。

　いつもの涼すずしげな顔で、淡たん々たんと路地を歩いている。

　やっぱ猫だなあ。いかにも猫ねこ獣じゆう人じんって感じだ。挨あい拶さつするようなこともせず、そのまま俺の横を通り過ぎて──。

「ん？」

　しゅるり。

　すれ違ちがいざまに、ニャディアが体と尻しつ尾ぽをこすりつけてきた。

「な、なんだ？」

　振ふり返ると、先ほどと変わらぬ様子で遠ざかってゆくにゃんこの姿が……。

　え？　今の何？

「え？　……え？」

　体を探さぐってみるも、何かされたという痕こん跡せきはない。

　背中に「バーカ」と書かれた紙を貼はり付けられてもいない。

　じゃあ、何のために接せつ触しよくしてきたんだ？

「……あ～、やっぱり何か変だ！」

　答えが分かりそうで分からないもやもやに、俺は叫さけぶことしかできなかった。
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「今日は家から出ません！」

「……はい」

「調べ物をします！　人とは絶対に会いません！」

「……はい」

「誰か来ても俺のところに通すなよ？」

「……かしこまりました」

　俺の引きこもり宣言に、ユミエルは素す直なおにうなずいてくれた。

　昨日の夜、ちゃんと説明したからな。一部の女の子がおかしくなってるから、極力人との接触を断たつと。

「……しかし、ご主人さま。心配が過ぎるのでは？」

「いや、お前はカオルしか見てないからそう言えるんだよ」

「……男の人はモテると嬉うれしいと聞きましたが」

「限度があるわ。それに、なんか変なんだよ」

　まるで【チャーム】にかけられたような、そうでもないような。

　状態異常なら治せるはずなんだが、ルードスさんでも無理っぽかったし。

「なんなんだろうな。分からねえなあ……」

「…………」

　リビングのテーブルで＠wikiを広げ、それらしい症しよう例れいを探してみる。

　その向かいでユミエルは、乾かん燥そうした薬草やら貝かい殻がらやらをごりごりすり潰つぶしては粉末に変えていた。

　虫よけのポプリを作っているんだな。

　道具屋に納品する品を頼たのまれたんだろう。

　今日はお互たがい、引きこもりってことで……。

（いかんいかん。気が散ってた）

　余計なことを考えている暇ひまなんてない。一刻も早く原因を探らねば！

「う～ん……」

「…………」

　そこからは口を開くこともなく、ぺらぺら、ごりごりと作業が続いた。

　最近騒がしかっただけに、こんな時間がありがたい。こいつ相手なら気を遣つかわなくて済むし、あれこれ話さなくてもいいもんな。

　ありがたきは無口なメイドさん。気の置けない同居人といっしょに、俺はこのまま＠wikiを読破する勢いで……。

　カラ～ン。

「むっ？」

　事務所の方に誰か来たな。仕事の依い頼らいだろうか。

「……わたしが出ます」

「頼む」

　ユミエルが乳にゆう鉢ばちを置き、さっと立ち上がった。

　今日の俺は面会謝絶マンだ。客が来たからって店に出るようなことはしない。

　いつも通りのような気がしないこともないが、まあ、会わないったら会わない。

　このままずっと、ここで調べ物をだな……。

　とんとん。

「んあ？」

　今度は玄げん関かんがノックされた。

　誰だれだろうか？　またカオルか？

　いや、しかし、カオルなら声をかけてくるよな？　フランソワだってそうするだろうし、クルミアならわんわん鳴いてるはずだ。

　じゃあ誰だ？　ただのご近所さんだろうか？

　とんとん。

（ユミエルは……まだ無理か）

　お客さんが来たばかりだ。対応なんてできないだろう。

　だからって、プライベートな客をいつまでも待たせておくことなんてできず……。

「ええい！」

　思い切って俺が出ることにした。

　何か不ふ審しんな点があったら逃にげればいいだろう。

　うん、そうだ。そうしよう。

「誰ですか～？」

　って、あれ？

「よ、よお」

　珍めずらしいこともあるもんだ。アルティが玄関から訪ねてきた。

　あの迷めい宮きゆうでの一件以来、音おと沙さ汰たがないからどうしたもんかと思っていたが……。

「なんだ、お前か。どうした、何か用か？」

「あ、ああ……その……こ、これ！」

　顔を強こわ張ばらせたアルティが、ずいとバスケットを突つき出してくる。

　いや、これってなんだよ。お前はカンタか。

「なんだよ？」

「お、お礼だ」

「お礼？　別に構わんのに」

　セリエもそうだが律りち儀ぎなやつだな。

　気にするなって何度も言ってるのに、こうして物まで持ってきた。

「そういうわけにはいかねえよ！　恩には恩で返すのが冒ぼう険けん者だ。お前も冒険者だったんだから分かるだろ？　何も言わずに、受け取れ！」

「そういうことなら……ありがとうな」

「おっ……おう！」

　アルティの手から、ずっしりと重いバスケットを受け取る。

　何だこれ？　何が入ってんだ？

「おお～……こりゃまた豪ごう快かいなサンドイッチだな」

　被かぶされた布をめくってみると、あれこれ挟はさまったサンドイッチが見えた。

　それが四つか。なるほど、重たいはずだよ。

「冒険者サンドだ。ひとつ食べただけでも力がもりもり湧わいてくるんだぜ」

「これが噂うわさの？　は～、こんなんだったんだな」

「すげえだろ？」

　最初のぎこちなさはどこへやら、誇ほこらしげに胸を張るアルティ。

　うん、こいつはおかしくなってないな。これなら普ふ通つうに話してて大だい丈じよう夫ぶそうだ。

（しかし……）

　そうか、これが冒険者サンドか。

　ちょくちょく話題になってたから、気にはなってたんだよ。

　なんでも、味も腹持ちもさることながら、キリングの奥さん（美人）の手作りだから、これを目当てに《スカーレット》に入るやつも多いんだとか。

　それを特別に持ってきてくれたのは、感謝の表れってやつだろう。

　ありがたくちょうだいして、噂の名物料理、堪たん能のうさせてもらおう。

「ありがとうな。お袋ふくろさんにも礼を言っといてくれ」

「え？　なんで？」

「いや、これってお前の母さんが作ったんだろ？」

「ちがっ……わない」

「は？」

「あ、ああ、そうだよ。母さんが作ったんだ」

　やっぱりそうだよな。親おや父じが作ったとか言われたらさすがにビビるわ。

　キリングのやつ、モンスターの肉を炙あぶって食うようなやつだからな。そんな野人が作った料理なんて、食ったら腹を壊こわしそうだ。

「じゃ、じゃあ、そういうことだから。オレ、帰るわ」

　本当にお礼を渡わたしに来ただけなのか。

　う～ん、どうやらこいつはおかしくなっていないらしい。

　なら、まあ、物だけもらってそのまま帰すのもなんだし……。

「まあ、待てよ。昼前だし、お前も飯はまだだろ？　いっしょに食おうぜ」

「はっ？　な、なんで？」

「たまにはそういうのもいいだろ。さっ、入れよ」

「い、いや、だからなんで……？」

　玄関のうちからアルティを招く。

　だけどなんか反応が鈍にぶいな。いつもは遠えん慮りよなんて知らないくせに。

「俺とユミィだけじゃ、こんなに食えないんだよ」

「いや、だって、お前あれだろ？　いっぱい食うと思って」

「レベルが高くても胃い袋ぶくろの容量は変わらねえんだよ。いいから、ほら、入れ」

「えええ～～～……？」

　そのまま、アルティをぐいぐいと玄関の中へと押し込める。

　ちょっと強ごう引いん過ぎたか？　でも、久しぶりにまともなやつと話せるのは、結構嬉しいことだったんだ。




「では、いただきま～す」

「……いただきます」

「い、いただきます」

　両手を合わせていただきますを言う。

　そんな俺たちに、アルティも見よう見まねで合わせてくれた。

　さて、いよいよ噂の冒険者サンドとのご対面だ。バスケットからテーブルの上の皿へと、アホみたいに具を挟んだサンドイッチを取り出してみる。

「おお……改めて見ると、迫はく力りよくあるな」

「……ですね」

　角度を変えれば、正面に座るユミエルの顔が見えなくなるほど大きい。

　スライスした丸パンに、ベーコンやらチーズやらトマトやら玉ねぎやらがはみ出るほどに挟みこまれている。上から鉄てつ串ぐしをぶっ刺さして、固定していなけりゃ勝手に崩ほう壊かいしていきそうなほどのボリュームだ。

「ははは……どうやって食うんだよ、これ」

　とりあえず、ぎゅっと圧縮して食べやすくしようとして……。

　駄だ目めだ、ソースが飛び出てくる。

　ならば、このまま……お口に入りません。

　どうすりゃいいんだよ。笑うしかねえな、こりゃ。

「う～む……ええい、考えるより動けだ！」

　とりあえず、食えるところから食おう。

　不格好だけど、口に入るサイズまで押さえこんで、無む理り矢や理り口に入れる！

　ソースが垂れても気にしない！　なるようになれだ！

「はぐっ！　むむむ」

　何とか頰ほお張ばることができた。

　うん、ちゃんとパンも肉も野菜もいっしょに食うことができた。

　まとめて食わないとサンドイッチの意味がないもんな。こうして食べてこそ、真価が味わえるってもんだアアアアァァァァァアァアァァッ!?

「ごふっ！　ぐふ！　んんん～～～～!?」

　甘あま辛から酸すっぱい！

　いや、苦い!?　形容しがたい味が、口の中で火花を散らす。

「……どうぞ」

「んん！　ごっごっごっ……ぷはっ！　ああ～～～～！」

　目がチカチカする。今まで色んなもんを食ったと思っていたけれど、世の中はまだまだ広いようだ。まさか、身近にこんな食いもんがあるなんて……。

「お前の母さん、すげえな……食べるもんを殺しにかかってるわ、これ」

《スカーレット》の連中は苦境をこよなく愛しているが……。

　いや、それにしても限度があるだろ。どんだけマゾいんだよ。

「す、すまん」

「ああ？　なんでお前が謝るんだ？　作ったのはお母さんだろ？」

「い、いや、その……すまん」

　何で謝るんだか。

　これが噂の冒険者サンドなら、アルティも美味うまいと思っているはずだ。

「うっ、くっ」

　ほら、涙なみだを浮うかべながらもりもり食ってるじゃないか。

　俺たちは慣れてないから、ほら、ユミエルなんて顔を赤くしたり青くしたりしているけど、これはこれで美味いはずだ。

　それを理解しようと、俺はまた冒険者サンドにかぶりつく。

「はぐっ！　ふっ！　ぐうううっ!?」

　やっぱりまずい！　くそまじい！

　い、いや、しかし、外国人も卵かけご飯が理解できないらしいしな。

　文化の違ちがいってやつだよ、うんうん。いくらまずくたって、せっかくの心こころ遣づかい、無む駄だにすることなんてできやしない。

（だけど……）

「ぐぐぐぐ……！」

「おふっ！　かっ、はっ！」

「……！　……!?」

　これってやっぱりまずいんじゃないか？

　我が慢まん比べ大会みたいになってきた食しよく卓たくを見つつ、俺はそんなことを考えていた。
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　カオル、フランソワ、クルミア、アルティ……。

　やつらは、変わってしまった。

　カオルはいつにも増して世話焼きになったし、フランソワはやたら自宅に俺を招くようになった。クルミアは中毒者のように俺の顔をなめてくるし、まともに思われたアルティでさえストーキングが再発してしまった。

　だからといって引きこもれば、やつらは家までやってくる。

　窓の外にはアルティやフランソワの姿があって、どこからともなく犬の遠とお吠ぼえが……。

　そろそろ本ほん腰ごしを入れなければならない。

　この調子でエスカレートしていけば、日常生活もままならなくなるだろう。

　いや、もう手て遅おくれか？　だってさ……。

「タカヒロ～？　タカヒロ、いるんでしょ～？」

「先生～？　お茶のお誘さそいに来ましたの～」

「くぅ～ん……わんっ！　わんわんっ！」

「冒険者サンド、持ってきたぞ～！　今度は大丈夫だ！　……たぶん」

　ドンドンドンドン！

　カラ～ン！　カラカラカラカラ～ン！

　二階の窓を開け、手鏡を突つき出してそっとのぞけば、少女たちがドアを乱打しているのが見える。ドアベルは絶え間なく鳴らされ、俺を呼ぶ声は止やむ気配がない。真っ昼間の住宅街でこのような所業……おかしい。どう見たっておかしい！

　正直、怖こわくてたまりません。あの群れの前に姿を晒さらせば、どうなるか分かったものじゃない。骨しか……いや、骨も残らん気がする。

「……ご主人さま、どうなさいますか？」

　振ふり返ると、同居人のユミエルが部屋の入り口に立っていた。

　こいつだけは唯ゆい一いつまともな存在だ。あいつらみたいに襲おそいかかってこないし、熱病にかかったみたいに顔を真っ赤にしたりしない。氷のように冷たく、能面のようにピクリとも動かない顔が、今はとても頼たのもしい。

「す、すまん。何とかあいつらを引きつけておいてくれ！」

「……はい」

「俺は薬の材料を探してくる。いくら何でもエリクサーを飲ませりゃ元に戻もどるだろ！　だから、それまで頼む！」

「……かしこまりました」

　ぺこりと頭を下げるユミエルに背中を向けて、俺は出かける準備をした。

　こうなりゃ本気だ！　王城にだって忍しのび込める装備で家を抜ぬけ出してやる！

「インビジブル・マント！」

　フードを下ろせば透とう明めいになれる外がい套とうだ。

「透明人間の包帯！」

　手足に巻く包帯だな。隠おん密みつ系スキルの効果を高めてくれる。

「無音の靴くつ！」

　読んで字のごとく、装着者の足音を消してくれる。

「ステルス・ポプリ！」

　犬の鼻さえ誤ご魔ま化かす消しよう臭しゆう剤ざいだ。

「ジャミング・スーツ！」

　そしてこれ、探たん索さく系スキルを阻そ害がいする衣い装しよう。

　これだけあれば誰だれも俺を見つけられない。斥せつ候こう職のスキルを併へい用ようすれば、神や魔王だって欺あざむけるはずだ。

　正直、こんなガチ装備が必要になるなんて思わなかったが……。

　まあいい。まずは魔の山、そしてエルフの森で薬草採取だ！

「じゃあ、もう出るからな。くれぐれも、あとは頼んだ」

「……はい、お任せください」

「じゃ、行ってくる」

「……行ってらっしゃいませ」

　フードを目ま深ぶかに下ろし、俺は透明になって窓から飛び降りた。

　そしてそのまま走り出し、家から遠ざかるように路地を抜けていく。

（……よし）

　誰にも気づかれなかったはずだ。

　アルティのストーキング技術やクルミアの嗅きゆう覚かく、フランソワの家の人材は侮あなどれないものがあるからな。カオルもカオルで、なかなか勘かんが鋭するどいし。

　だから俺も本気で、街を出るまでは油断せず……。

　ぼいん。

「やん♪」

「っ!?」

　不覚！　なんか柔やわらかくて丸っこいものにぶつかった！

　その衝しよう撃げきでフードがずれて、俺の姿が露あらわになっていく。

　いかんな。どうやら女の人にぶつかったみたいだ。ふわりと香かおる花の匂においに、とっさに俺は頭を下げた。

「す、すみません」

「いいのよ、タカヒロちゃんなら」

「は……？　って、うおおおっ!?　イ、イヴェッタさん！」

「は～い、イヴェッタさんで～す♪」

　買い物帰りなのか、バスケットを腕うでに提さげた淫いん魔まが立っていた。

　長い黒くろ髪かみ。人ひと懐なつっこそうな笑え顔がお。そしてセーターを押し上げるたわわな胸……。

　さっきはこの双ふた子ご山にぶつかったのか……ではなく！

「そんなにそわそわしちゃって、どこ行くの？」

「えっとですね」

「色街に行くにはまだ早いわよ？」

「ち、違います！」

　若奥様のように見えて、この人は立派なサキュバスだ。

　エロい話はぽんぽん出るし、セクハラだって平気でするし、そもそもそれが仕事のような人だし……。

　だからこそこの人にだけは会いたくなかった。

　周りの人がおかしくなっている今、この人にだけは会いたくなかった！

　元々、頭の中がピンクの花畑みたいな人だからな。それがもし、おかしくなってしまったら……きっと、想像を絶する手法で俺の大事なものが奪うばわれてしまうだろう。

「あら？　あらあらぁ？」

　ひぃっ！　なんか、目を輝かがやかせて俺の周りを回り始めた！

　なぜかすんすんと鼻を鳴らしている。何かを吸っているのだろうか。

　俺の生気とかか？　道理でこの人に会うと妙みように疲つかれると思った。

「タカヒロちゃん、いい匂いね」

「はいっ！　……って、え？　匂い？」

　匂い？　何のことだ？　俺は特に香こう水すいなんて使ってないぞ？

「あっ、もしかして、これですか？」

　胸むな元もとからステルス・ポプリを取り出した。

　消臭剤だけど、ラベンダーみたいな香りがするからな、これは。

「ううん、ちがうの。そうじゃなくて……」

　あれ？　違う？

　イヴェッタさんは俺の首元に顔を寄せると……。

「やっぱり。タカヒロちゃん、これって惚ほれ薬系の匂いでしょ？　おかしなフェロモンが漏もれているわよ」

「惚れ薬!?」

　え？　そ、そんなもの飲んだ覚えはないぞ!?

　身に覚えがないし、縁えんがあったとも思えない。

　だけどイヴェッタさんは確信したような顔で、くすりと妖あやしく微笑ほほえんで、豊かな胸を押しつけるように腕を絡からめてきた。

「こ、今度は何を!?」

　思わず振り払はらおうとするも、イヴェッタさんから漂ただよってくる薔薇ばらのような匂いのせいでなかなかうまくいかない。

「あのね？　淫魔には惚れ薬は効かないのよ？」

「えっ？」

　と、すると、最悪の事態は免まぬかれたようだ。イヴェッタさんがおかしくなったら手がつけられないと危き惧ぐしていたところだ。そうはならないようで、一安心……いやいや、この淫魔、俺の腕をとってどこへ行く気だ!?

「どこに行くんですか!?」

　ぐいぐいと俺を引っ張っていこうとするイヴェッタさんに声をかける。

　すると彼女は、目を爛らん々らんと輝かせ、舌した舐なめずりしながらこう答えるんだ。

「惚れ薬を使っているってことは、そういうことなんでしょ？」

「ええっ!?」

「さ、お姉さんのお家うちに行きましょ？」

　見れば、淫魔の特とく徴ちようである蝙蝠こうもりのような翼つばさと黒くうねる尻しつ尾ぽが現れている。

　瞳ひとみは赤く染まり、八や重え歯ばが口の端はしから覗のぞいている。

　こ、この淫魔、こんなところで発情してやがる！

「いや、いいです！　違ちがいますから！　そんな気はないですから！」

　今度こそ振り払おうとするも、がっしりと回された腕は解ける気配もない。

「痛くしないから！　怖くない……怖くないのよ？　ねっ？　女の子の体って、怖くはないのよ？　むしろ、とってもキモチイイの！　それを教えてあげるから！」

「そういうことじゃねえからーっ！」

　鼻息荒あらく、なおも俺に迫せまろうとする淫魔。

「こ、のっ！　いい加減にしろ！」

　ゴイン！

　もう、手加減などしてはいられない。

　襲いかかる淫魔の脳天にげんこつを落としてやる。

「きゅぅ～……」

　すると、目を回してへなへなと倒たおれ込むイヴェッタさん。

　淫魔は去った……俺の貞てい操そうは護まもられた……。

　って、なんでこんなことになったんだ……。

「む？　そういやあ、さっき変なこと言ってたな」

　惚れ薬がどうのこうのと……まったく、何を勘違いしたのやら。

　俺はそんなもん飲んでないのにな。

（しかし、懐なつかしいな）

《Another World Online》にもそんなのがあった。

　バレンタインのイベントで配られた、それを飲むと異性のＮＰＣに「愛してる！」と迫られる惚れられ薬が。

　モテてモテて仕方なくなるけど、次し第だいにエスカレートしていって、最終的にはとんでもないことになるジョークアイテムだったんだけど……。

（……待てよ？　今回の騒そう動どうと似てないか？）

　どいつもこいつも愛情表現が過か剰じようになっている。

　それはあのイベントに通じるものがある。

　すると、今回の件は惚れられ薬が関かかわっているのか……？

（でも、そんなの飲んだ覚えも、食った覚えも）

　……あった。

　惚れ薬を飲ませた覚えはないが、惚れられ薬を俺が飲んだ覚えは確かにあった。

　一週間ほど前、エルゥにお茶とお菓か子しをご馳ち走そうになった。

　もしかして、あれが原因なんじゃないか？

「怪あやしい」

　これは問いたださなければならない。

　そう思った俺は行き先を変え、上級区の王立図書館に向かった。




「おい、エルゥ！　いないのか？　エルゥ！」

　王立図書館の地下、立ち入り禁止区画にある扉とびらをドンドンと叩たたく。

　部屋の中から明かりは見えるのに、なぜか誰も出てこない。

「おい、いるのは分かってんだぞ！」

【レーダー】で確かく認にんしたところ、中に誰かがいるのが分かった。

　ここはエルゥ専用の区画だ。いるのは当然、本人以外にありえない。

「開けるぞ～！」

　少々強ごう引いんだが、【鍵かぎ開け】で無む理り矢や理りロックを外す。

　今はエルゥを問いただすのが先だ。細かいことなど気にしちゃいられない。

「おい、エルゥ？　お、やっぱりいるじゃねえか」

　扉を開けて中に入ると、案の定、部屋の主がいた。

　こちらに背を向けて、椅い子すに座って何かを読んでいる。

「エルゥ、聞きたいことがあるんだが……なあ、エルゥ？」

　声をかけるも反応がない。

　それどころか、回り込んだらそっぽを向かれた。なんだこの反応。

「こっちを見ろ。話を聞けって」

　しょうがないから、エルゥの肩かたをつかんで固定する。

　これなら、話ができるだろう……って、なんで思いっきり顔を背そむけているんだ。

　しかも、目に涙なみだまで浮うかべて。なんだこれ？

「ううう……」

　目を潤うるませ、頰ほおを染めてぷるぷると震ふるえるエルフさん。

　彼女はしばらくすると、我が慢まんできないとばかりに大きな声で喚わめき始めた。

「なんだい、今さら！　この一週間、【コール】のひとつも寄こさなかったくせに！」

「は？」

「どうせ、私は君にとってどうでもいい存在なんだろう！」

「いや、あのな」

「弁明は聞きたくない！　その場ば凌しのぎの慰なぐさめなんて、あとで惨みじめな思いになるだけさ。君はいつもそうやって私の心をかき乱す……」

「あの」

「でも、こうして来てくれて嬉うれしいだなんて考えている自分もいる……馬ば鹿かだよ、私は。遊ばれていることが分かっていながら、微かすかな希望に縋すがろうとするんだ」

「…………」

「今だけでいい……この寂せき寥りよう感に支配された心を慰めてはくれないか……さあ、強く抱だきしめてくれ……」

「……【スパーク・ボルト】」

「ツァァァアアアアアバババッバババババババババババ!?」

　おかしくなったエルフさんに、軽く電でん撃げきを流してあげた。

　なんだ、この安っぽいメロドラマみたいな展開は。変だ変だとは思っていたが、ここに来て決定的になったな。

「お前、俺に変な薬を盛っただろう？」

「ギクッ!?」

「やっぱりな……このクソエルフめ」

「ごめんよー、ごめんよー！　好こう奇き心しんに負けてしまったんだ！　好奇心が悪いんだー！」

　ざっと探してみると、すぐに問題の資料が見つかった。

　やっぱりあのイベントのアイテムだ。ＮＰＣの好感度が上じよう昇しようし続け、最後には「抱いてーっ！」と群がられる惚れられ薬だ。

　カオルたちはその一歩手前まで症しよう状じようが進んでいたんだな。このエルゥも薬の影えい響きようからおかしくなってしまったんだろう。

　幸いにして、効果は一週間しか持たないから、今日を乗り切ったらどうにかなるんだけど……ほんと、このエルフだけはどうしてくれようか。

「俺はさ、エルフってもっと聡そう明めいな種族かと思っていたよ」

「ご、ごめんよ……さ、さあ、縄なわを解いてくれないか？」

　エルゥは簀す巻まきにして転がしてある。

　暴れられても勝手に動かれても面めん倒どうだ。おしおきの意味もあるしな。

「あっあっ、なんで出ていこうとするんだい？　せ、せめて目を合わせてくれ！」

　聞きたいことはもう聞けた。ここには用はない。惚れられ薬の効果が切れるまで、さっさと家に帰って引きこもろう。

「で、出ていかないでくれ！　帰ってきて縄を解いてくれたまえ！　あ、あーっ！」

　バタン。

　床ゆかで蠢うごめくエルゥを放ほうって、無む慈じ悲ひにドアを閉める。

　何だか妙みように疲つかれた。早く帰って飯食って寝ねよう。

　後ろからは俺の名を呼ぶ声が聞こえてきたが……まあ、何とかなるだろうさ。

　これに懲こりて、いや、懲りないだろうけど、ちっとは思い知っていただこう。

　そう思いながら、俺は惚ほれられ薬の資料をビリビリに破いていた。
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「ｚｚｚ……」

　貴大は夕食を食べたあと寝てしまった。

　疲れていたのだろう。揺ゆり椅子に揺られながら、暖だん炉ろの前で寝息を立てている。

　それを見ながらユミエルは、ぽつりと彼を呼んでみる。

「……ご主人さま」

　まだまだ夜は冷え込む。暖炉に薪まきをくべているとはいえ、ここで寝ていては風邪かぜをひいてしまうかもしれない。

　心配になったユミエルは、貴大の肩を軽く揺すったが──。

「ううん」

　子どものようにむずがられると、ぴたりと手が止まってしまった。

　そのままじっと彼の顔に見入ってしまう。知らず知らず胸が高鳴って、つかえたように息苦しくなってくる。

（これは薬のせい。ご主人さまが飲まれた、惚れられ薬のせい）

　図書館から帰ってきた貴大に、ことの顚てん末まつは聞いていた。

　彼はエルゥに薬を盛られ、そのせいで異性を惹ひきつけてしまうのだと。どうしようもなく心を乱され、女性はおかしくなってしまうのだと。

　貴大はユミエルに影響がないと思っていたが、そんなことはなかった。

　確かに効果が出ている。そうでなければ、こんな風になるはずもない。

「……ご主人さま」

　伸のばしかけた手を慌あわてて下ろす。

　いけない。それはいけないことだった。

　貴大が大事だという思いはある。自分をこの家に招いてくれたこと。世間知らずな自分の世話を焼いてくれたこと。いっしょに暮らし、いっしょに何でも屋を営んでいること。それらを思い返せば、心が温かくなる。

　それは世間一いつ般ぱんで言われるところの「好き」ではないのかもしれない。

　子犬が親を求めるようなもので、好意とはまた違ちがったものなのかもしれない。

　だけど、それは温かいものだ。心に満ちていくような感情だ。

　そんな気持ちを塗ぬり潰つぶすかのような、荒あら々あらしい想おもいに身を任せてはいけない。

（我慢しなければ……）

　貴大には、ありのままの自分で接したい。

　だからいつも通りの自分を演じる。

　いつも通りの自分で、ありのままに──。

「……ご主人さま、寝るのならば自分の部屋で寝てください」

「うう……もう、今日はここでいいよ……めんどくさい……」

　そんなわがままを聞いてしまいそうな自分がいる。

　でも、それはユミエルじゃない。いつもの彼女なら、きっと──。

「……えいっ」

　揺り椅子の背もたれをつかんで、思い切り前に倒たおす。

　すると貴大は転がり落ちて、今度こそはっきりと目を覚ました。

「はぶっ！　な、何すんだっ!?」

「……お部屋でゆっくりと休んでください」

　もう一度、どうして欲しいのかを説明する。

　風邪などひいて欲しくはない。座ったままだと疲れが取れない。

　そんな感情は表に出さず、ユミエルは淡たん々たんと貴大に告げた。

「はいはい、分かりましたよ……」

「……何よりです」

「ったく、お前は相変わらずだな」

（相変わらず）

　それでいい。いつもの自分でいい。

「じゃあ、寝るわ。おやすみ」

「……お休みなさいませ」

　寝しん室しつに向かう貴大に頭を下げる。

　これでようやく他ほかのことができる。暖炉の火を消したり、朝ご飯の仕込みをしたり、明日の仕事の確認をしたり、メイドはなかなかに大変なのだ。

　だからユミエルは、すぐにも動こうと思っていたが──。

「……少しだけ」

　そう、少しだけ。ほんの少しだけ、貴大愛用の揺り椅子に腰こしかける。

　まだ彼の温ぬくもりを残している椅子に揺られていると、何だか貴大を近くに感じるようだった。

「……もう少しだけ」

　それが余りにも心ここ地ちよかったため、ユミエルはどうにもそこから離はなれられずにいた。

　薪がパチパチとはぜ、座った椅子からは微かな音が伝わってくる。夜の時間はゆっくりと流れ、昼間の喧けん騒そうはどこかへ去ってしまった。

（明日も、ご主人さまといっしょに仕事をしよう）

　穏おだやかな空気が流れる居間でそう思いながら、ユミエルはもう少し、もう少しと揺り椅子に揺られ続けた。
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　惚れられ薬の騒動からしばらくが経たった。

　二月は下げ旬じゆんに差しかかり、薬の影響下にあった者たちも元に戻もどっていった。

　それからがまた大変だったのだが──。

　それはまた別の話である。

　大事なのはいつもの日常が戻ってきたことと、だからこそ仕事に振ふり回されていることだった。

「こ、これで、午前の配達は終わり……」

　ふらふらしながら《フリーライフ》に戻ってくる貴たか大ひろ。

　彼は配達鞄かばんを机に下ろし、事務所にいたユミエルを横目で見た。

「だよな？　配達仕事はもう」

「……はい。ありません」

「よしっ！」

　この季節、何が辛つらいかというと、外を出回るのが一番辛い。

　寒空の下、北風にぴゅうぴゅうと吹ふかれながら街を歩く。それが食べ歩きなら気分も晴れるが、やっていることは面めん倒どう臭くさい配達の仕事だ。

　今日も貴大はあっちやこっち、震ふるえながら手紙や物品を届けて回った。

「あとは内勤だけだもんな～。楽勝だ、楽勝」

　魔ま石せきストーブで暖まりながら、手をこすり合わせる貴大。

　書類整理や計算、仕分けの仕事も面倒と言えば面倒だったが──。

　冬に外へ出ることに比べればマシだ。

　暖かい室内でカフェオレでも飲みながら過ごす。

　これが冬の仕事だと貴大は思っていた。

「んで？　追加の依い頼らいはあったのか？」

「……はい。道具屋さんから、いくつか」

「くっそ。世の中、思った通りにはいかないな」

「……ご主人さま？」

「へいへい。分かってますよ」

　仕事の鬼おににじろりと見られ、貴大は大人しく席についた。

　昼食までもうしばらくある。それまでにいくらか作業を進めておこうと、彼は帳ちよう簿ぼを手に取って──。

「……ん？」

　来客だ。お客様がやってきた。

　こんなに寒いのに、わざわざ店までやってきた。

「マジかよ……」

　ため息をつきながら、それでも貴大は立ち上がった。

　だるいものはだるい。面倒臭いものは面倒臭い。

　しかし週休二日制にしてもらった手前、五日はきちんと働かなくてはならない。

　彼は事務所のドアに手をかけて、やってきた客を出で迎むかえた。

「はい、いらっしゃいませ～」

　気のない挨あい拶さつである。

　ユミエルの視線もいささか冷たい。

　しかし、客の方はそんな態度を、むしろ嬉うれしそうにしていて──。

「…………えっ？」

　貴大はその顔を見るなり、動きを止めてしまった。

「やあ、久しぶり」

　整った顔立ち。引き締しまった体。

　腰に剣けんを下げた若い剣士は、コートのフードを下ろしてそう言った。

「どうしたんだ、そんな顔して」

　にこやかな態度で面おも白しろそうに、青年は貴大に声をかけた。

　驚おどろかせるつもりだったのだろう。彼の顔にそう浮うかんでいる。

　そんな茶ちや目めっ気を見せる青年に、貴大は感極きわまったような声で──。

「れんちゃん……!?」

「ああ」

　うなずく青年。

　彼の名は倉くら本もと蓮れん次じ。

　貴大の幼おさな馴な染じみにして──共に異世界にやってきた仲間だった。











あとがき






　フリーライフもいよいよ３巻です。

　学校を模もした迷めい宮きゆうが出てきたり、旧友が訪ねてきたりと、何やら物語が動き始めた感があります。それもそのはず、次巻はＷＥＢ版で言うところの第一部最終章。１巻からゆるゆるっと始まった物語が、次でひとつの終わりを迎えます。

　そして５巻からはまた新しい展開を迎えるわけですが──。

　それはまだまだ先のお話です。だけども、どうぞご期待ください。

　さて、話題は移りますが──フリーライフがコミカライズされましたね！

　掲けい載さい誌しは少年エース、作画担当は森もりあいりさんです。原作はもちろん私ですが、その私からして、現物を拝おがむのが楽しみで楽しみで！

　かにビームさんとはまた違ちがった、森あいりさんによる貴たか大ひろとユミエル。そして他ほかのキャラクターが織おり成なす物語を、どうぞ皆みなさんも確かめてみてください。

　それでは、次は４巻でお会いしましょう。ではでは。


気きがつけば毛け玉だま

























その頃のエルゥ






　図書館の魔女と恐れられてはいるが──。

　エルゥという女性は、そこまで常識外れのエルフではない。

　会話は出来るし、要領はいいし、話してみれば知的な人物だということが分かる。彼女にも社交性というものは備わっているのだ。噂で言われているように、人の生き胆を取って食べたりなどしない。多少、問題行動が見られるだけで、そこに目をつむれば立派なエルフの学者と言えた。

「おーい、来たぞー」

「うん？　もうそんな時間かい？」

　この日は貴大が図書館に来る日だった。

　身なりに構わず、ボサボサ頭のまま、エルゥは来客に目を向ける。

　そんな毛虫の親玉みたいなエルフに、貴大は呆れ混じりにため息をついた。

「また没頭してたのか」

「うん」

「古文書ってのはそんなに面白いもんかね」

「ああ、面白い。面白いね。例えばここの記述なんだけど、古エルフの資料と不可思議な共通点があって……」

「はいはい」

　まくし立てるエルゥを置いて、貴大は持っていたバスケットを机の上に置いた。

　中身はユミエルお手製のサンドイッチだ。放っておくと水しか飲まないエルゥにとって、こうした差し入れは貴重なカロリー源と言えた。

「ちゃんと食えよ。そろそろ頰がこけてきてるぞ」

「そうかい？」

「そうだよ。セルフ絶食からの餓死とか、洒落にならんぞ」

「いやいや、昨日はクッキーを三枚も食べてだね」

「食事をしろって言ってんの」

　貴大のお小言に、しかし、エルゥは別段気にした様子も見せない。

「分かったよ」

　そう短く答えると、彼女は早速、小さなハムサンドを手に取った。

「しかし……なんか散らかってんな。何やってたんだ？」

　もぐもぐと口を動かすエルゥに、水筒から茶を入れながら問いかける貴大。

　彼の言葉の通り、エルゥの研究室は足の踏み場もないほど散らかっていた。

　新しい魔法でも考えているのだろうか？　撒き散らされている大判の紙には、何らかの数式や魔法陣などが書き殴られている。

「いや、なに。ちょっと魔道具についてね」

「魔道具？」

「そうさ。この国、イースィンドが魔法大国だってことは知っているだろう？　だけど国民すべてが魔法使いってわけじゃない。どちらかと言えば魔法使いは少数派で、比率で言えば３％にも満たない数であり……」

「ああ、散らかすな、散らかすな！」

　魔法使いについての資料を取り出そうとしたのだろう。

　本の山を崩し始めたエルゥを、貴大は慌てて制止した。

「まあ、要するに魔法使いはそんなにいないんだよ。他国に比べればずっと多いけど、その絶対数は依然として少ないままだ。それなのに、イースィンドは魔法大国として知られている。それはなぜか？　その答えが……」

「魔道具ってわけか」

「そう、その通り」

　嬉しそうに指を鳴らし、エルゥはポケットから指輪を取り出してみせた。

　これは貴大も見たことがある。つければ力が増す「怪力の指輪」だ。戦士職の人間がよく身につけているもので、それは金さえ出せば、街の商店で容易に手に入るものだった。

「魔法使いは少なくても、この国には魔道具がたくさんある。そしてその魔法の品、魔道具に支えられているからこそ、イースィンドは魔法大国と呼ばれるのさ」

「確かに、便利だよな」

「だろう？　これぞ文明の利器、知恵の結晶というものさ」

　指輪で手遊びをしながら、エルゥは満足げに微笑んだ。

「さて、休憩は終わりだ。アートウィキを出してくれないか」

「え？　もうか？」

「時間は有限、私たちの時もまた有限だ。さっ、出したまえ」

「おいっ、引っ張るなって」

　新しい魔道具について、何か気になる記述でもあったのだろう。

　それはヒントかインスピレーションか、凡人である貴大には分かりようもなかったが──。

（まあ、悪いようにはならんだろう）

　存外、常識人であるエルゥのモラルを信じ、貴大は今日も彼女に＠wikiを開示するのだった。




　このように、エルゥという女性は、決して悪い人物ではなかった。

　野望や邪心とは無縁の性格をしており、社会をより良くしようという意識を持っている。

　たまにそれが暴走してしまうこともあるが、すべて、良かれと思っての行動なのだ。窮地に陥ったあの時でさえ、彼女はきっとそう考えているはずで──。

「参ったな」

　エルゥは遺跡の中で、ひとり、短くつぶやいた。

（遺跡。いや、違う。これは迷宮か）

　騎士団を連れての遺跡調査。

　件の遺跡は完全に停止しておらず、迷宮としての機能を取り戻しつつある。

　直に魔物が湧いてくるだろう。各所に仕掛けられた機能、罠なども作動し始めるはずだ。

（現に味方は分断させられている）

　エルゥだけ飛ばされたのか、全員が別の場所に移されたのか。

　それは現時点では分からないが、いずれにせよ、遺跡は迷宮となってしまった。

（そして自分は孤立している）

　早急に味方と合流するか、迷宮を脱出する必要があった。

（幸いにして、出入り口はそう遠くないようだが……）

　騎士団が事前に作成していたマップ、この遺跡についての資料が鞄の中にはあった。

　迷宮と化した今、それがどこまで通じるかは分からないが、判断材料は大いに越したことはない。全体図、自分の居場所、建造物の材質、階と階とを繫ぐ階段。

（それに……魔物の強さだ）

　迷宮において避けては通れない魔物との戦い。

　それを生きて潜り抜けるためには、まずは情報収集が必須と言えた。

『ギィィ！』

「早速お出ましか！」

　廊下に並ぶ部屋の中から、学生服を着たゴブリンたちが姿を見せた。

　その奇妙ないで立ちに、一瞬、戸惑いを見せたエルゥは──。

「【ライトニング】！」

　先手必勝、すぐさまゴブリンたちに雷撃を放った。

『ガァァァァッ！』

　おそらくは弱点だったのだろう。

　もしくは魔法に耐性を持たない魔物だったか。

（レベル差があり過ぎる、ということはあるまい）

　悲鳴を上げる程度にはエルゥの雷撃に耐えたのだ。

【ライトニング】一撃で倒れたとはいえ、雑魚なら悲鳴を上げる暇さえなかっただろう。

（いや、もしかすると、装備品に秘密があるのかもしれない。あの見慣れない服が絶縁体の役割を果たし、少なからず雷撃を防いだとか）

　魔素となって消えていく魔物を見つめながら、エルゥは冷静に分析する。

　この迷宮の魔物はどんな種類のものか？　自分一人でも問題ない強さのものか？　どのような耐性を持ち、どのような弱点を持っているのか。また、どのようなスキルを使い、どのような動きを以って襲いかかってくるのか。

（……知りたい）

　悪い癖だった。

　気がつくとエルゥは脱出することも忘れて魔物を襲い、そのデータを収集していた。

　非常事態？　危機的状況？　そのようなこと、今のエルゥには関係ない。大事なのは知的好奇心を満たすことであり、他のことは二の次、三の次だ。なに、ここには貴大がいるはずで、この事態も彼がきっとどうにかしてくれるだろう。アートウィキの原本を持つ彼はただ者ではない。相応の実力者であることは察しがついており、そもそもこういった時のために彼やアルティを雇ったのだ。だから自分はこうしてここで、思う存分に研究を続けるべきなのだ。

「ねえ、サイエンスゴブリン君？」

『むぐぉぉぉ!?』

　縛り上げた魔物を引きずり、理科室へと入っていくエルゥ。

　おおむね善人、悪い人物ではないと評されるエルゥだが──。

　その評価は、大いに疑わしいものであった。
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